
重複関係　第169号土坑に南西コーナー部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・40m，短軸4・56mの長方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は5～22cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から南壁の中央にかけて踏み固められている。北壁の西側と南壁の西側が撹乱や重複のた

めに確認できなかったが，壁溝は全周していたと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。撹乱により道春状態が悪く，規模は焚口部から煙道部まで115cm，両袖部幅

130cmと推測される。袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面を10cmほど掘り下げた

平坦面を使用し，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は3層からな

り，いずれも竃内の覆土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子・

砂粒少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼士粒子・炭化

粒子・砂粒少量

3　暗　赤褐　色　焼士ブロック・ローム粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは22～53cmとばらつきがある。P5は竃と対峠する位置に

あり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土12層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　焼士粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
5　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子少量

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
　
　
褐

暗
黒
暗
褐
褐
暗

7
8
9
1
0
1
1
1
2

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微巌
焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量

焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子少量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片233点（杯30，嚢203），須恵器片30点，揺り鉢1点，釘1点が，全域から散在して出土

している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。394の須恵器蓋は，竃の左袖の南側の覆土下層から出土

している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

て‾二

第133図　第59号住居跡出土遺物実測図

第59号住居跡出土遺物観察表（第133図）

0

』＝＝土二二』cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

388 土師器 杯 ［13．4］ 4．6 － 長石・石英 橙 普通目線横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ 覆土下層60％

389 土師器 杯 ［14．0］（4．3） － 長石・石英 橙 普通目線・体部内両横ナデ，外面へラ削り 覆土　中20％

390 土師器 小形嚢 ［13．0］ （8．4）
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙 普通口縁横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土下層30％
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番号 種 別 器楯 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

394 須 恵 器 蓋 ［17．0］ 2．8 － 雲掛 長石・石英 黄灰 良好 天井部右回りの回転へラ削り 覆土下層 30％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位置 備　 考

M 54 釘 （3．1） 0．8 （0．5） （1．6） 鉄 断面 長方形 の棒状 覆土 中層

第馴考健腰跡（第134図）

位置　調査区の南部のD3i5区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第79号土坑に西部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．00恥短軸4．29mの長方形で，主軸方向はN…10－Eである。壁高は8～23cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部と南壁際がよく踏み固められている。南西コーナー部付近が重複と削平によって確認でき

なかったが，壁溝は全周していたと推測される。

寵　北壁中央部に付設されている。規模は焚日部から煙道部まで86cm，両袖部幅131cmである。袖部は，粘土混

じりのローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱により若干赤変

はしているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道部から逆

位で出土した396の小形嚢は，目線が埋められ，焚日側の目線付近が二次焼成を受け，煤が付着していることか

ら，支脚として転用されたと考えられる。土層は19層からなり，第1～8層が竜内の覆二L第9～18層が袖部

の土層で，第19層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1極暗褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒

子・砂粒少量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック・し「…ム粒子少量
極暗赤褐色　廃土ブロック・ローム粒子少量
極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒f少量

亦
立
目
立
日
赤
立
臣
赤

日

日

　

　

　

日

暗
極
極
暗
極
暗
褐

3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9

褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量

色褐 焼土ブロック・ローム粒子少量
色　焼土粒子・Eトーム粒子・粘土粒子微量

褐
暗
暗
褐
暗
暗
褐
褐
褐
異

n
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1
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1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

褐
褐
　
褐
褐

赤
赤
　
赤
赤

褐

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

焼土ブロック・粘土粒子微量
焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
焼土粒子・ロー1ム粒子・粘土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・Eト…ム粒子微量
焼土粒子・ローム粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロック微量
ロームブロック微量
焼土粒子・ローム粒子微量

ピット10か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは60cmほどである。P5は竃と対峠する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。P6は深さ30cmで，灰は検出されていないが覆土下層に焼土の混入が多く見

られ，しまりも極めて弱いことから，灰渡であった可能性が考えられる。P7～10は深さが10～20cmのピット

で，性格は不明である。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　焼土ブロック・ロームブロック微量
3　褐　　　　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

色　焼土粒子・ローム粒子微量
色　ローム粒子少量

色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片51点，須恵器片33点，土製支脚1点，砥石1点が，東部の覆土下層から点在して出土

している。399の須恵器蓋は，竃内の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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′二＝l≡三二
第135図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表（第134・135図）

0　　　　　　　　　　　10cm
Ll－－十一一一一一」

番号種別 器種 H径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

395 土師器 杯 ［18．2］ 6．7
雲母・長石・石

英・針状鉱物
橙 普通

目線横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ

磨き
床　　面40％

396 土師器小形棄 13．0 12．7 10．2
長石・石英・

赤色粒子
橙 普通

目線樟ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
覆土下層98％，PL49

399 須恵器 蓋 － （2．5）－雲母・長石・石英
にぷい褐 不良天井部右回りの回転へラ削り 覆土下層50％

TP51須恵器 鉢 （14．1）
雲母・長石・

石英
褐灰 普通

休部外面斜位の平行叩き，内面へラナデ，

当て具痕
覆土下層

番号 器　種 長　さ 最大径 最小径 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

DP16支　　 脚 （7．4） 5．9 4．6 （204．8） 土　製側面ナデ，被熱痕 P6領土下層

番号 器　桂 長　さ 帽 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q15 砥　　 石 （4．6） 3．4 1．4 （26．1） 凝灰岩片側欠損，断面紡錘形，紙面2両，湛状の紙面6か所覆土　中PL59

第62号住居跡（第136図）

位置　調査区の中央部のC3bO区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，ピットの位置から判断して，N－20－Wを主軸とす

る長軸4m，短軸3．5mほどの長方形と推測される。床面まで削平された状態で検出されたため，壁の立ち上が

りは確認できなかった。

床　床面まで削平されているため，硬化した面も壁溝も確認できなかった。

竃　削平により遺存状態が非常に悪く，確認できなかった。

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは22～42cmである。P5は推測される南壁際の中央に位置

していることから，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片2点，須恵器片1点が，ピットの覆土から出土している。小片であり，図示できなか

った。

所見　時期は，出土土器片から9世紀前葉と考えられる。
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位置　調査区の南部のE3aO区に位置し，南に傾斜する台地の束端部に立地している。

重複関係　第63号住居跡の東部を据年込んでいる。－

．、J L′、　　－　′、′′、　′・　こ．′　　′′ノ日、．　　・′ノ　　、、　′．　　　′．．、′　　　　：、　t・・　∴！′

して立ち上がっている。

床　ほぼ平班で，竜の南側から両壁にかけて中央部が踏み固められている。）壁溝は，仝周している。）

竃　北壁の東側に付設されている。規模は楽日部から煙道部まで8校m　両袖部幅且摘cmである。袖部は芦ローム

土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤

愛している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。士層はⅢ層からな軋　第　～　層が竃内の覆土夕

第7－＼つ0層が袖部の士層で，第‾11層は竜の掘り方の坦士である。

竃土層解説
1　褐　　　　色　粘土粒子も砂粒多量ヲ　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子の砂粒少蔓，ロームプロ

極
極
暗

3　4　5

赤
・
㍉
〓

n
H
H

ノク微義

褐色　ロかーム粒子少蔓，焼jフロノク微量
暗赤褐色　焼土粒子やローム粒チす粘土粒子少鼠
褐　色　ローム粒子中量

6　暗　赤　褐

7　賠　褐

8　極　暗　褐

9　暗　褐

10　暗　褐

は　暗　褐

色　焼土フロノク　ローム粒子少量

色　ローム粒子・砂粒中凱　粘招宣子少量
色　廃し粒　　ロト叫ム粒守少量

色　ローム粒f中蔓，炭化粒fA　粘土二粒子　砂粒少旨‡
色　ロームフロック少完

色　ロームフロック中量

ピット　1か所。三主柱穴は，碓認できなかった。Plは竜と対時する南壁際の中央に位置し．，甘入り日に伴う

ど、ソトと考えられる。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

褐
褐
　
褐

説解
灰
灰
　
灰

層土
1

．

リ

】

　

　

3

色
色
焼土粒子e炭化粒斧もローム粒子微量
粘土ブロック中量，焼土粒子e炭化粒トローム
粒子微量

色　粘土ブロック少量，廃土ブロックも炭化粒子。ロ
ーム粒子微量

4　灰　褐　色　粘土ブロック少量，焼土粒子や炭化粒子・ローム
綾子微還

色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
　
　
褐
褐

黒
暗
視
褐
黒
暗

5
6
7
8
9
1
0

ー一つ47…一l

炭化粒子一少量，ロームブロック・焼土粒チ微量
ロ…ムブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量
ロームブロックe焼土粒子微量

ローム粒子微量

ロームブロック・炭化粒子少量



遺物出土状況　土師器片27点，須恵器片8点が，北東および南東コーナー部付近の覆土下層から出土している。

402の須恵器杯は煙道部の覆土下層から，403の須恵器杯は北東コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

A21．6m
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第137図　第64号住居跡・出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表（第137図）

0　　　　　　　　　　　　1m

l　－1　一・十　　・lI

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　　　l

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

401須恵器杯12，4 4．2 7．7
雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通
底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り

煙道部

覆土下層
80％，PL49

402須恵器杯13．5 4．0 8．0長石 褐灰 良好底部一方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土下層60％，PL49

403須恵器杯13．9 4．0 7．8長石 灰 良好底部一方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土下層60％
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第65号住居跡（第138図）

位置　調査区の南部のE3cO区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第4号溝に南部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．15m，短軸4．14mの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は9～15cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竃の南側から南壁の中央部にかけて中央部が踏み固められている。壁溝は，全周している。

⑥　Ii碑

中l oI

16　　　　　　　17

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一」

0　　　　　　　　　　　　　1m

トー　】　　」

第138図　第65号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで87cln，両袖部幅118cmである。袖部は，ローム

土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用している。火

熱により赤変しているが，硬化した部分は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。

土層は18層からなり，第1～8層が竃内の覆土，第9～16層が袖部の土層で，第17・18層は竃の掘り方の埋土

である。
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竃土層解説

1　暗　褐　色　炭化物　ロ…ま、フロック㍉艶土粒了イ粘土粒守少；葦芸
2　にぷい黄褐色　砂粒多簑　粘蟻は一中宗

3　にぷい赤褐色　焼Lフロノク　ロ…ム粒子少鼠
4　赤　褐　色　廃土フロック中量

5　極暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒デー　ローム粒子少還

6　暗　赤　褐　色　ローム粒㌢中量　廃とフロブク　炭化物少蔓
7　暗　赤　褐　色　ローム粒子中鼠　焼ま一フロアク少蔓

8　暗　褐　色　ローム粒デ中鼠芳　焼圭二粒fル　粘蛸と了　砂粒少簑
9　暗　褐　色　廃土載守　粘L粒㌢微量

摘　畷　褐　色　焼　フロブク　炭化粒㌢　粘蛸はふ微遠

は　暗　褐　色　焼〃　寮　　炭化粒子　粘招釣′ム微憲

12　にぷい赤褐色＋粘土粒子中量，廃土フロブク少還
13　にぷい褐色　粘土粒子多還，ローム粒子中量，廃土粒子砂粒微還

摘　灰　褐　色　粘土フロブク中量，砂粒微量
ま5　褐　　　　色　口匝｛ムフロノク　焼ヒ粒f一徹完

16　褐　　　　色　焼と粒子　ロー～ム粒チ微量
17　畷　赤　褐　色　焼棋持あ　炭化粒子微簑

18　褐　　　　色　ロト…ムフロック微量

酢ジ♭　6か所。主柱穴はPi～確が相当し　深さは壷cm前後である。㌘5は竃と対暗する位置にあ軋　出入

打に伴　ピット　考えられる。P　は深さ測cmのピッ　で　性格は不明である。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　褐　　　　色　炭化物e Eト…ムブロック0粘土ブロックの廃土粒

子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック4針目針子∵緻化粒子微量

3　にぷい褐色　ロームブロック中鼠　粘土粒子少量，焼土粒巨
炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量チ　焼土粒子の炭化粒子微量

5　暗　褐　色　焼土ブロックoロームブロックの炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロックを炭化粒㌢微還
8　黒　褐　色　ロームブロック微量

遅物出土状況　土師器片徹夜　須恵器片は点が，北部の覆土下層から点在して出土している。郷4の土師器杯は芦

竜の左袖の西側の床面から山士している。

所見　時期は，出士士器から8世紀前葉と考えられる。

′う′、：′　∴′、′ノ！、′：二　、－．巧′六し：・：一・、く

第備考住居跡出土遺物観察表（第五39図）

0

：　　　　　二、

番号種別 器仲 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

404 土師器 杯

，

は3．8］3．6
長石・石英e

赤色粒子
樟 普通目線横ナデ，体部外面へラ削り，内面ナデ床　　面50％

405 須恵器 杯 12。8 4。8 －雲掛長石・石英灰 良好底部多方向のヘラ削り
i
覆土下層90％　PL胡

第糀鸞健腰跡　第摘図）

位置　調査区の南部のE4C3区に位置し，南に傾斜する台地の束端部に立地している。

重複関係　第且号溝と第80号士坑に東部をタ　第3号港に東部から中央部を　第　号港に南部を　第1摘Oは号

土坑に西部をいずれも掘り込まれている。

規模と形状　長軸5。74m，短軸4。94mの長方形で，主軸方向はⅣ＋ぽ㌧Wである。壁高は29～32cmで，各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平坦でタ　中央部が踏み固められている。壁溝は，確認できた壁際を巡っており，全属していたものと

推測される。

竃　北壁中央部に付設されているが，遺存状態が非常に悪い。袖部は，粘土混じりのローム土で構築されてい

る。第3号渡によって撹乱を受けているが，火床面は一部だけが確認でき，火熱により赤愛している。竃の土

層は確認できなかった。
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ピット　5か所。主柱穴は，Pl・2が相当する。深さはPlが30cm，P2が49cmである。P3は竃と対時す

る位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。P4・5は深さ40cm前後のピットで，性格は不明である。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　極　暗　褐　色　焼⊥粒子・炭化粒子少憲二，ロームブロック微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

4　暗　赤　褐　色　焼士粁子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片86点，須恵器片12点，釘2点が，北西部に点在して出土している。全体的に覆土上層

から出土している遺物が多い。409の須恵器杯は，竃の西側の床面から出土している，

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第140図　第66号住居跡実測図
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∈∃‾詔。
第141図　第66号住居跡出土遺物実測図

第66号住居跡出土遺物観察表（第141図）

「　　－　11cm

番号 種別 器種 U径 器高 底径 胎　上 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

406 土師器 杯 12．9 2．6 7．2 長石・石英 赤褐 普通
目線横ナデ，体部外画へラ削り，内面粗い

ヘラ磨き
覆土下層70％，PL49

407 土師器 土不 ［17．6］（5．0） － 長石 暗赤褐 普通H縁横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き 覆土下層10％

409 須恵器 杯 14．8 3．9 8．2 雲掛長鉦石英暗灰黄 普通底部多方向のヘラ削り，休部下端回転へラ削り床　　 面90％，PL49

410 須恵器 均、 ［11．2］ 3．2 ［7．4］雲母・長石・石英灰自 不良底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り攫士下層20％

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

M 56 釘 9．4 1．1 0．5、0．7 16．7 鉄 頭部方形，断面長方形の棒状，脚部先端湾曲 床　　 面PL62

M 57 釘 （7．9） 1．1 0．6、0．7 （16．6） 鉄 頭部方形，断面方形の棒状，脚部先端が尖る 覆上　中PL62

第67号住居跡（第142図）

位置　調査区の東部のD4h6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第68号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸4．38m，東西軸4．23mだけが確認された。形状

は，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－40－Eである。壁高は30～50cmで，各壁とも外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部の南寄りが踏み固められている。壁溝は，北西コーナー部付近の北壁から南壁中央に

かけて巡っている。

竃　北壁に付設されている。遺存状態が悪く，規模は焚口部から煙道部まで117cm，両袖部幅122cmと推測され

る。袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さから緩やかに立ち上がる傾

斜面を使用し，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道部から413の土

師器小形要が逆位で検出されており，口緑付近が二次焼成を受けていることから，支脚に転用したものと考え

られる。土層は16層からなり，第1、8層が竃内の覆土，第9～14層が袖部の土層で，第15・16層は竃の掘り

方の埋土である。

竃土層解説
1　にぷい黄褐色　粘十粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼十粒子・

炭化粒子微量
2　にぷい黄褐色　粘土粒F多量，砂粒少巌，焼Lブロック・炭化粒

子・ローム粒子微量
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3　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子微量
4　男　褐　色　焼士粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
5　極暗赤褐色　焼上ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量，ロ

ーム粒子微量



6　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック・砂粒少量
7　極暗赤褐色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・粘土

粒子・砂粒少量
8　極暗赤褐色　焼士ブロック・ローム粒子少量
9　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量
10　極　暗　褐　色　廃土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

11極　暗　褐　色
12　黒　褐　色
13　暗　褐　色
14　黒　褐　色
15　黒　褐　色
16　にぷい赤褐色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量
粘土粒子少量，焼上粒子・ローム粒子微量
ローム拉了や星
粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・砂粒微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
壌土ブロック少呈

ピット　3か所。主柱穴はPlが相当し，深さは22cmである。その他の主柱穴は，確認できなかった。P2は

竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。＿P3は深さ33cmのピットであり，性格は不明

である。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
2　極　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　焼十粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　極暗褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム
粒子・砂粒少量

6　暗　褐　色　ローム粒了・少量，焼上粒子・炭化粒子微量

第142図　第67号住居跡実測図

－153一

一声

1　　　；　＿＿　＿つ

0　　　　　　　　　　　　1m

L　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



遺物出土状況　土師器片300点（杯47，襲253），須恵器片209点（杯123，嚢84，鉢1，長頸瓶1），灰粕陶器2

点（長頸瓶1，高台付椀1），釘1点が，全域から散在して出土している。多数の遺物は，覆土上層から出土

している。417の須恵器杯は，南西コーナー部付近の覆土下層から出土している。覆土中から出土している419

の長頸瓶・421の高台付椀はともに猿投産の灰粕陶器である。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉から後葉と考えられる。

ノ

第143図　第67号住居跡出土遣物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表（第143図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

4 1 1 土 師 器 杯 ［15．8］ （4．7） － 雲訃 長石・石英 橙
普通 口緑棟ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き 覆 土 中 30％

4 13 土 師 器 小形嚢 15．9 18．1 7 ．0
雲母 ・長石 ・

石英
橙 普通

H 縁 横ナデ，休部外 面上 位へラナデ ，下位

へラ削り，内面へラナデ ，輪積み痕

床　　 面 50％，P L 4 9

4 16 須 恵 器 杯 12．9 4．2 5．4 雲母・長石・石英 灰 不良 底部一一方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り 覆土下層 7 0％，P L 4 9

4 17

4 19

4 20

須 恵 器 杯 13．5 3．7 5．4 長石 ・石英 灰白 良好 底部二方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 覆土下層 7 0％，P L 4 9

灰粕陶器 長頸瓶 ［8．8］ （2．5） 緻密
灰自・灰 オリ

ーブ

良好 ロクロ整形 覆 土　 中 5％

須恵 器 長頚瓶 － （1，7） － 緻密 灰黄 良好 ロクロ整形 覆 土　 中 5％

4 2 1 灰軸陶器 高台付椀 （2．5） ［5．6］緻密
灰自・灰 オリ

ーブ

良好 ロクロ整形，高台貼り付け 覆 土　 中 5％

番号 器　 種 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位置 備　 考

M 58 釘 （5．6） 0．5 0．5 （7．1） 鉄 断面方形の棒状 ，脚部湾 曲 覆土 下層

第68号住居跡（第144図）

位置　調査区の東部のD4g6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している0

重複関係　第67号住居に南部を掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が調査区城外に延びているため，南北軸3・90m，東西軸3・82mだけが確認された0形状

は，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－40－Wである0壁高は10～55cmで，各壁ともほぼ直立して
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いる。

床　平坦で，竃の南側から南壁にかけて南に開く台形状に中央部が踏み固められている。壁溝は，確認された

壁際を周回している。

竃　北壁に付設されているが，撹乱によって遺存状態が悪い。規模は焚口部から煙道部まで128cm，両袖部幅

126cluである。袖部は，ローム土混じりの粘土で構築されている。火床画は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使

用し，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は8層からなり，いずれ

も竜内の覆土である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　粘土粒了・多量，砂粒中量，焼土粒子・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
4　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼十粒子・炭化粒子・ロー

ム粒子少量

5　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量
6　灰　黄　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量
8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

ピット　4か所。主柱穴はPl～3が相当する。深さはP2が9cmと浅いが，その他は40cmほどである。南東

隅の主柱穴は，確認できなかった。P4は竃と対暗する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

第144図　第68号住居跡実測図
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覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1黒　　　色　炭化物中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　6　褐　　　色　ロームブロック中量
2　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　粘土粒子多鼠ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・
3　暗　褐　色　ロームブロック微呈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　8　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　極暗褐色　炭化粒子少還，ロームブロック・焼土粒子微量　　9　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片137点（杯31，嚢106），須恵器片54点（杯30，嚢24），灰粕陶器1点（水瓶1），鉄製

軸1点，炭化種子が，中央部と竃の東側に集中して出土している。多くの遺物が，覆土上層から出土している。

425の須恵器杯は，中央部の覆土下層から出土している。中央部の覆土中層から出土している427は，猿投産の

灰粕陶器の水瓶で，第2号大形竪穴状遺構から出土した破片と接合している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。
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第145図　第植号住居跡出土遣物実測図
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番号 種別 器裡 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　 考

422 土師器 杯 ［14．3］ 4．2
長石・石英・

赤色粒子
橙 普通口緑・休部内面横ナデ，外面へラ削り 覆土下層60％，PL49

423 須恵器 杯 ［13．7］ 4．1 ［7．7］長石・石英 にぷい黄橙 普通底部回転へラ削り 覆土中層40％，PL49

424 須恵器 杯 ［13．6］ 3．9 8．0
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通底部回転へラ削り 覆土下層30％

425 須恵器 杯 ［11．4］ 4．1 ［8．0］雲母・長石・石英にぷい褐 不良底部回転へラ削り 覆土下層20％

426 須恵器 聾 ［23．6］ （6．2）
長石・石英・

赤色粒子
灰黄褐 普通口縁横ナデ，休部内面へラナデ 覆土下層10％

427 灰軸陶器 水瓶 （10．3） 長石
にぷい赤褐

灰オリーブ
良好ロクロ整形，休部外面自然粕，内面ナデ 覆土中層 20％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

M60 軸　　　 カ （6．7） 0．6 0．2、0．4 （3．3） 鉄 頭部断面長方形，脚部断面方形の棒状，先端が細る 竃覆土中 PL62
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第69号住居跡（第146図）

位置　調査区の南部のD4i5区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　西部を第85・88・89・90号土坑に，中央部を第91号土坑にいずれも掘り込まれている。・

規模と形状　長軸5．19m，短軸4．98mの方形で，主軸方向はN－110－Wである。壁高は10～25cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

中l　凸l 可　　凸i　　］I

上20．8m
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第146回　第69号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認された壁際を巡っており，全周していたものと推

測される。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部は，粘土混じりのローム土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されてい

る。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用しており，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩

やかに立ち上がっている。土層は15層からなり，第1～8層が竃内の覆土，第9～12層が袖部の土層で，第13

～15層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼十ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
2　にぷい褐色　焼土ブロック・炭化物・粘十ブロック微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
4　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム

粒子・砂粒微量
5　にぷい赤褐色　焼士ブロック少量，粘土粒了・微量
6　極　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼上粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック微量

9　暗　赤　褐　色　焼土粒子・ローム粒了ヰ量
10　にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒中量
11極　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒了・・炭化粒トローム粒

子・砂粒少量
12　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒千微呈
13　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
14　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粁子少呈
15　暗　褐　色　ロームブロック少量

ピット13か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さはP2・3が40cmほどで，Pl・4が60cm前後と深く

なっている。P2からは，柱痕と思われる土層が確認された。P5・6は竃と対峠する位置にあり，出入り口

に伴うピットと考えられる。P7～13は深さが20～40cmまでのピットで，性格は不明である。

P2土層解説
1　極　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
2　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

覆土11層からなる。堆積に乱れが見られることから，第1～4層は人為堆積である。第5層以下は，レンズ

状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

ローーム粒子徴壷
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微呈
粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒了・・ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック・ロームブロック微量

7　暗　褐　色　炭化物少量，焼土ブロック・ロームブロック・粘
土粒子微量

8　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
10　灰　褐　色　粘上粒子少量，焼士ブロック・炭化粒子・ローム

粒子微量
11灰　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片174点（杯47，賓127），須恵器片22点，砥石1点が，全域から散在して出土している。

多くの遺物は，覆土下層から出土している。432の須恵器杯は，南部の中央付近の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

＿／
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第148図　第69号住居跡出土遺物実測図（2）

第69号住居跡出土遺物観察表（第147・148図）

0

［＿＿　；　」　cm

番号種別 器種口径器高底径胎　⊥ 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

428土師器 杯 13．0 4．3
雲母・長石・石

英・赤色粒子
淡赤橙 普通口緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面ナデ覆土下層70％

429土師器杯 ［18．8］3，3
雲母・長石・

赤色粒子
にぷい赤褐普通
口縁横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
覆土下層30％

431須恵器杯 ［10．6〕3．2 6．0
雲母・長石・石

英・赤色粒子
灰白 普通
底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り
覆土下層60％，PL50

432須恵器 土不［14．6］4．3 ［7．0］雲母・長石・石英灰白 良好底部回転へラ削り 覆土下層30％

TP56須恵器 襲 （6．1）
雲母・長石・

石英
黒褐 良好
体部外面横位の平行叩き，内面へラナデ，

当て具痕
覆土下層

番号器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q16砥　　石 （4．9） 5．4 7．0 （180．0）凝灰岩片側欠損，砥面2面，溝状の砥面3か所 P4覆土中PL59

第71号住居跡（第149図）

位置　調査区の南部のE4g3区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸2．84m，東西軸は2．32mだけが確認された。形

状は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－70－Eである。壁高は28～40cmで，各壁ともほぼ直立して

いる。

床　平坦で，中央部の南側が踏み固められている。壁溝は，北壁中央から南壁中央にかけて周回している。

竃　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅105cmである。袖部は，粘土混じりの

ローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変している。煙道は

火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は10層からなり，第1～5層が竃内の覆土，第6～9層が袖部の

土層で，第10層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
5　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

ピット　主柱穴は，確認できなかった。

6　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量
9　褐　　　　色　ロームブロック少量
10　極　暗褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量



覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第3～6層には焼土や炭化物の混入が多い。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少呈，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　極暗褐　色　炭化物中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
4　桓暗褐色　炭化物・焼土粒子∴ローム粒子・粘土粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒了一・炭化粒アサ呈
6　黒　褐　色　焼⊥粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片4点，須恵器片3点が，覆土中から出土している。小片であり，図示できなかった0

西壁際の中央付近からは，柱状の炭化材が壁と平行して出土している。

所見　本跡は床面から炭化材が出土し，覆土中に焼土や炭化物が多量に含まれていることから，焼失住居の可

能性が考えられる。時期は，出土土器片から8世紀前葉と考えられる。
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第72号住居跡（第150図）

位置　調査区の南部のE4h2区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している0

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸4．82m，東西軸は2・58mだけが確認された0形

状は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－80－Eである。壁高は6～24cmで，北壁はほぼ直立し，西

壁・南壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の西側から南壁際にかけて中央部が踏み固められている。壁溝は，確認された壁際を周回

している。北壁際には，焼土の堆積が確認された。

竃　北壁に付設されている。確認できる規模は，焚口部から煙道部まで102C恥両袖部幅50cmである0袖部は，

粘土混じりのローム土で構築されている0火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用し・火熱により赤変

硬化している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。土層は21層からなり，第1～15層が竜内の覆土，

第16～19層が袖部の土層で，第20・21層は竃の掘り方の埋土である。
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竃土居解説
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼上ブロック・炭化粒子微置
暗　赤　褐　色　廃土ブロック・粘土粒子微量
褐　　　　色　粘土ブロック中呈，焼土ブロック微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
にぷい褐色　粘土粒子中量，焼士粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子微量
暗　赤褐　色　焼上ブロック・炭化粒子・粘上粒子微量
．ヽ

盲了 赤　褐　色　焼十ブロック微量

12　暗　赤褐　色　焼十粒了・・粘t粒子微呈
13　暗　赤褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微巌
14　暗赤褐　色　焼上粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
15　暗　赤　褐　色　焼上粒子多量

16　暗　褐　色　ローム粒子・粘土拉丁ヰ呈，焼土粒子・砂粒少量
17　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量
18　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量
19　褐　　　色　ローム粒子多量，焼上粒子・炭化粒子少還
20　灰　褐　色　ロームブロック・焼上粒子・炭化粒子微量
21　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量

ピット　2か所。主柱穴はPl・2が相当し，深さは30cm前後である。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1極　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒了・微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒ト粘土粒了・微量
4　極　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼上粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中壷，炭化物少鼠　焼土粒子微量

6　にぷい赤褐色　粘土ブロック・焼上粒子・炭化粒子・砂粒微量
7　褐　　　　色　焼上粒－ト粘土粒子微量
8　暗　褐　色　焼＿士ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘＿蛸け微壷
9　褐　　　　色　ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片28点，須恵器片1点，不明鉄製品1点が，全域から点在して出土している。覆土下層

から出土した遺物が多い。小片であり，図示できなかった。

所見　本跡は床面に焼土の堆積があり，覆土中に焼土が混入していることから，焼失住居の可能性が考えられ

る。時期は，出土土器片から8世紀中葉と考えられる。

第73号住居跡（第151図）

位置　調査区の南部のE411区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している0

規模と形状　東側・南側部分が調査区域外に延びているため，南北軸2・58m，東西軸4・28mだけが確認された0

形状は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－10－Eである0壁高は22～40cmで，確認できる北壁は外

傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竃の南側がよく踏み固められている。壁溝は，確認できた北壁際を巡っている0

竃　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで75cm，両袖部幅112cmである。袖部は，粘土混じり

のローム士の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた高さの平坦面を使

用している。火熱により赤変硬化した面は，確認できなかった。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている0

土層は16層からなり，第1～12層が竃内の覆土，第13～15層が袖部を構築する土層で，第16層は竃の掘り方の

埋土である。

第151回　第73号住居跡実測図
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竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中鼠，廃土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　粘土ブロック・砂粒少鼠　ローム粒f・微量
3　桓晴赤褐色　粘土粒子中鼠　廃土ブロック・炭化粒子・砂粒少

量，ローム粒子微量
4　黒　褐　色　砂粒中量，廃土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
5　極　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子ヰ砂粒少量，廃土ブロ

ック・炭化粒子微量
6

　

7

　

0

U

里　褐　色　粘土粒f一砂粒少量，焼主フロックローム粒了微鼠
極　暗　褐　色　廃土フロノク炭化粒rローム粒子粘現送f一少量

一口色褐赤暗転 ムブロック少量，焼土ブロック微量
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ピット　主柱穴は，確認できなかった。

澤土14層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック。焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　にぷい褐色　廃土ブロック・ロームブロック・粘土ブロック

炭化粒子微量
6　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
7　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
　
　
　
褐

暗
暗
褐
褐
褐
暗
褐

8

9

1

0

は

1

2

1

3

1

4

炭化粒子少数∴線上粒子・ローム粒子微量
廃土二粒r・ローム粒fA少還

焼損董f少量，ロームフロノク微量

ローム粒子・粘土粒子中量，廃を一粒デー　炭化粒
子　砂粒少量

砂粒多量，ローム粒了　粘土粒子中屋

ロー…ム粒了　粘I二粒子中乳　砂粒少簑
ロレ…ム粒f　粘ま粒子一中量言菜化粒子少鼠

ローム粒f－中鼠，焼壬フロノク微量

焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ロームブロック微量

廃土ブロック・炭化物・ロームブロック微量

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子微量

焼士ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片28点，須恵器片I点が，竃の東側の覆土下層から集中して出土している。小片であり，

図示できなかった。

所見　時期は，出土土器片から8世紀前葉と考えられる。

第鍼考健腰跡（第152図）

位置　調査区の南部のE4g5区に位置し，束に傾斜する台地の束端部に立地している。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延び，東側も撹乱を受けているため，南北軸3．80m，東西軸2。64mだけが

確認された。形状は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－200－Eである。壁高は30cmで，確認できた

北壁の一部は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

竃　北壁に付設されている。遺存状態が非常に悪く，確認できる規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅

95cmである。袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使

用し，火熱により赤愛している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は10層からなり，第1～

5層が竃内の覆土，第6～9層が袖部の土層で，第10層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中鼠　焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロ

ック微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
4　極　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土ブロック微量
5　暗　赤　褐　色　焼士ブロック・ローム粒子少量

色
色
色
色
色

褐
鋼
　
褐

ヽ

、

1

赤
㍑
　
　
　
赤

＞
カ

暗
に
褐
褐
暗

6
7
8
9
1
0

粘吊立子中鼠廃土ブロック・ローム粒子・砂粒少量
粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
焼士ブロック中量，ローム粒子少量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　十師器片10点，墳恵器片3点，輔羽目1点が，覆士中から出土している。

所見　時期は，出土土器片から8世紀前葉と考えられる。
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第152図　第74号住居跡実測図

第74号住居跡出土遺物観察表（第152図）

2
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番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

TP58須恵器要－（3．9）－雲母・長石・石英灰黄褐普通休部外面同心円の叩き，内面ナデ 竃覆土中

番号器　種長　さ径礼　径重　量材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

DP32鯖　羽　口（4．1）［5，0］［1．0］（32．9）土　製外面へラ削り 電覆土中PL58

第76号住居跡（第153図）

位置　調査区の南部のE4d7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びているため，南北軸2．58m，東西軸3．86mだけが確認された。形状

は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－60－Wである。壁高は7～17cmで，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南壁際の中央にかけて踏み固められている。壁溝は，西壁際から南壁際中央まで

巡っている。

竃　北壁または東壁に付設されていると推測されるが，調査区城外であるため不明である。

ピット　2か所。主柱穴はPlが相当し，深さは30cmである。他の主柱穴は，確認できなかった。P2は南壁

際にあり，出入り口に伴うピットの可能性が考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土桂子微量
2　極　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量
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遺物出土状況　士師器片21点，須恵器片3点が，南東コ一一ナ一部付近に点在して出士しているし〕愕士下層から

′．・．′年、手　　　：′ノ　：－．．、．：　・・　一一　．′　　′「′・．、一一．′′ゝ　ノ　・一、、、・・ノ

所見　時期は，出士士器から8世紀前葉と考えられる。

∴′　　‥′′一、′ノ′　　′・．　　　　左．′　′

′′ノノ′．′こ　　　こ・ノ了言ミノ　′：∴、主！

番可 種別 巨醜 欄 「綱 胎　士 色　調 焼成i　 手 法 の 特 徴 出土位置 備　考

杯

i
長有・有英・

赤色粒子
灰黄褐 普通　目線0体部内面積ナデタ外面へラ削り 覆土下層5％〔待．1」　0．2）

相 棒潮 可　 蓋 ［鵬 車 掴
雲掛長石0石英灰黄

良好匝井部右剛の纏 へラ踊
覆土　中5％

・　＿　　　　∴．　．贈

位置　調査区の中央部のC2cl9区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

、′　告！　こ　　一：‘、　　　　′、　、′　ノ　　　　　ノ　　　、、　　　　・・・′ノ′　　　　　．　　　　　　　′　．く′

して立ち上がり，他の壁はほぼ直立している。

床　平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，全周している。

′　．－　′．i’′　一、　′′．　ノー　ノ　　ノ　ー　’．′ノ　ノ　ー、　．一　一　＼、　了ノ．：　′ノ′）、．、′　あ／ご　　′、㍉．、

ム士の上にローーム土混じりの粘土を貼叫、＝ナて構築している。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用

し，火熱により赤変硬化している。火床面の20clllほど士から440の土師器小形葉と445の土師器婆の底部が逆位

で重ねられた状態で検出されている。何らかの意図で埋没時に置かれたものと考えられる。煙道は火床面から

横やかに立ち上がっている。土層は2層からな娠　第　～は層が竃内の覆土夕　第13～21層が袖部の士層で，第

22・23層が竃の掘り方の理士である。
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第154図　第77号住居跡実測図（1）
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第155図　第77号住居跡実測図（2）

竃土層解説
ぷい赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量

2　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
ぷい赤褐色　炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子微量

4　黒　　　　色　炭化物少量，焼土ブロック微畳
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量
8　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
9　暗赤褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロ

ック微量
10

11

12

赤　褐　色　廃土粒子微量
にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少

量，ローム粒子微量

？　；　2「

13　暗　赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子微量
14　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック微量
15　灰　褐　色　ローム粒子微量
16　褐　　　色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

粒子微量

17　にぷい褐色　炭化物・粘土粒子少量，焼土粒子微量
18　褐　　　色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

粒子微量
19　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
20　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
21褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
22　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
23　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

ピット　7か所。主柱穴はPl～4が相当する。深さはP3が77cmと深いが，他は50cm前後である。P5は竃

と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。P6は深さ47cm，P7が深さ13cmのピットであ

り，性格は不明である。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である0第7層には，炭化材や焼土の混入が顕著であり，

焼失に伴う層である。

土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量
3　極暗赤褐色　炭化物中量，焼士ブロック・ローム粒子・粘土粒

子・砂粒少量

4　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒
子・砂粒微量

5　極　暗褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　極暗赤褐色　炭化物多量，焼土粒子中鼠　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片792点（杯53，高台付椀1，高台付皿2，嚢736），須恵器片427点（杯135，嚢286，鉢

6），灰粕陶器3点，砥石1点，釘4点，鎌1点，多数の炭化材が，全域から散在して出土している。多くの

遺物は覆土上層から出土している。炭化材が，覆土下層から多数出土し，住居の中心から放射状に広がる様相
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を示している。焼土も炭化材に伴い確認された。炭化材は，屋根材であった可能性が考えられる。452・454の

須恵器杯は，竃の覆土中層から出土している。覆土中から出土した463・465の須恵器鉢は丁寧に穿孔されてお

り，破損部の補修を行ったものと考えられる0覆土中から出土した466・860・861は，猿投産の灰粕陶器の長頚

瓶である。

所見　本跡は，炭化材が床面から多量に確認され，覆土中にも炭化材や焼土が含まれていることから，焼失住

居と考えられる。覆土上層から出土した遺物は，焼失後の投げ込みと考えられる。時期は，出土土器から9世

紀中葉と考えられる。
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第156図　第77号住居跡出土遺物実測図（1）
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第157回　第77号住居跡出土遺物実測図（2）

第77号住居跡出土遺物観察表（第156・157図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

43 5 土 師 器 高台付皿 （2．0） ［6．8］長石 ・石英 にぷい橙 普通
底 部回転へラ切り後，高台貼り付け，内面

へラ磨き
覆土上層

10％，底部外面

墨書 「子 カ」

P L 57

43 6 土 師 器 高台付 皿 ［15．2］ （1．7）
雲母 ・長石 ・

赤色粒子
にぷ い橙 普通 体部外面上位 ・内面へラ磨き 覆土中層 4 0％

4 37 土 師 器 高台付皿 ［16．6］ 3，1 ［9．4］
長石 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後 ，高台貼り付 け 覆 土 中 2 0％

4 39 土 師 器 小形 襲 ［13．0］ 12．7 7．0 長 石 ・石英 灰褐 普通 ロ縁梼ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土下層 70％ ，P L 50

44 0 土 師 器 小形要 ［12，6］ 12．8 7．0 雲母・長石・石英 橙 普通 目線構ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ 屯覆土下層 50％

4 4 1 土 師器 鉢 ［2 6．0］ 2 1．9 ［13．0］
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通

目線横ナデ，休部外面上位・内面へラナデ，

外面下位へラ削り，内面輪積み痕
覆土中層 4 0％

4 45 土 師 器 莞 － （3．7） 7．8 長 石・石英 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土下層 30％

44 8 須 恵 器 杯 13．2 4，1 6．0 長 石・石英 灰 良好 底計 、・方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 覆土上層 80％ ，P L 50

44 9 メ　苗　 ロ 杯 13．6 4．0 6．0
雲母・長石・石

橙 普通
底 部回転へラ切り後，一一・方向のヘラ削り，体

覆 土　 中
70％，底部外面

須 恵 器 英・赤色粒子 部下端手持ちへラ削り 箆書「一一一」

P L 5 0

4 52 須 恵 器 巧こ ［14．2］ 4．2 ［6．0］
長石 ・石英 ・

赤色粒子
褐灰 良好

底部回転へラ切 り後，1－－・方向のヘラ削り，体

部下端手持ちへラ削り
屯覆土中層 40 ％

4 54 須 恵 器 杯 ［14．2コ 4．1 6．8
雲 母 ・長石 ・

石英
灰 黄 不良

底部－．一一一方向のヘラ削り，体部下端手持 ちへ

ラ削り
竃覆土中層 30 ％

460 須 恵 器 鉢 ［2 9．8］ （10．2）
雲母 ・長子ト

石英
灰 白 良好

目線横ナデ，体部外 耐 各千 日の叩き，内面

へラナデ
覆土 中層 10％

4 61 須 恵 器 鉢 ［28．6］ （8．3）
雲母 ・長石 ・

石英
にぷい橙 普通

目線横ナデ，休部外面格子 目の叩き，内面

当て具痕
覆土中層 10％

46 3 須 恵 器 鉢 － （4．0） － 雲母・長石・石英 灰黄 普通 口緑 横ナデ，体部に補修孔 覆 土　 中 5％

46 5 須 恵 器 鉢 （4．9）
長石 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい赤褐 良好

休部外 面格子 目の叩き，内面ナデ，休部に

補修孔
覆 土　 中 5％

4 66 灰粕陶器 長頚瓶 － （1．9） － 長石 灰黄・灰黄褐 良好 ロクロ整形 竃覆土 中 5％

8 60 灰軸陶器 長頸 瓶 （3．4） 緻密
灰自 ・灰 オリ

ーブ

良好 ロクロ整形 覆 土　 中 5％

－169一



番号 楯別 て 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

861 射 由陶器 長頸瓶 （0．9） 緻密
灰 自 ・オリー

ブ灰
良好 ロクロ整形 穫 土　 中 5％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 廿　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 17 砥　　　 石 11．4 4．1 2．4 13 9．9 凝灰岩 紙面2面言酎 犬の紙 面5か所 覆 土　 中

M 62 釘 （6．8） 0．8 0．8 （31．8） 鉄 断面方形の棒状，脚部ほぼ直 角に屈 曲 覆土上層 P L 6 2

M 63 釘 （4．1） 0．5 0．4 （3．1） 鉄 断面長方形の棒状 ，脚部湾曲，先端尖る 覆土上層 P L 6 2

M 6 4 釘 （6．6） 仕7 0．5 （9．9） 鉄
断面 長方形 の棒状 ，脚部 ほぼ直 角に屈 曲，

先端尖る
覆土上層 P L 6 2

M 6 5 鎌 （3月） 2．4 0．4 （22．5） 鉄 刃先部 ・基部 欠損 ∴刃部湾曲 床　　 面

M 66 釘 （6．6） 0．7 0．5 （9．9） 鉄 断面長方形の棒状 ，脚部先端屈 曲して尖 る 覆土 上層 P L 62

第凋考健腰跡（第158図）

位置　調査区の中央部のC3jl区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　長軸3．68nl，短軸3．09mの長方形で，主軸方向はN一一一一一一一900－Eである。壁高は17・＼21cn了ぐ，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南壁にかけてと竃1の左袖の西側が踏み固められている。壁溝は，西壁中央から

北壁の北東コーナー部付近まで巡っている。

寵　2か所。竃1は東壁中央部に付設されている。規模は焚日部から煙道部まで93C恥　両袖部幅120cmである。

袖部は，ローム土の上にローム士混じりの砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は床面をやや掘り下

げた平坦面を使用し，火熱により赤変硬化している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がっている。竃Iは

Ⅲ層からなり，第1～9層が竃内の覆土で，第10ell層は竃の掘り方の埋土である。竃2は，北壁中央部のや

や西寄りに付設され，煙道部だけを検出している。壁外への掘り込みは37cm，幅は66cmである。煙道は，緩や

かに立ち上がっている。竃2の煙道は3層からなる。竃1が完存し，竃2は煙道部だけが残存していることか

ら，竃2から竃1へ作り替えたことが考えられる。

竃1土層解説
1　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
2　黒　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ロー

ムブロック微量
4　黒　褐　色　廃土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　黒　褐　色　炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・

tトーム粒J′一微量

竃2土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　焼士ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム

粒子微量

色
色
色
色
色
色

凋
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捌
獅
褐
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日

　

日

に
暗
黒
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暗
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7

8

9

1

0

n

砂粒多量，粘土粒子中量，ロトム粒子微量
焼土ブロック少量
粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子微量
焼士ブロック中量，ローム粒子少量
ロームブロック中量

3　黒　褐　色　炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃2と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと

考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

4　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック微量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量



遺物出土状況　土師器片225点，須恵器片53点，砥石1点が，中央部を中心に全域から散在して出土している。

多くの遺物は，覆土下層から出土している。墨書土器である467の須恵器杯は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，竃を作り替えた住居である。時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

‾こ∴∴
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第158図　第78号住居跡・出土遺物実測図
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第78号住居跡出土遺物観察表（第158図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

4 67 須 恵 器 杯 ［14 ．4 ］ （2．2）
雲母 ・長石 ・石

英・赤色粒子
灰 褐 普 通 ロクロ整 形 覆 土 中 層

5％ ，休 部外 面

墨 書 「□ 」

4 68 土 師 器 棄 － （18 ．0） ［8．0］ 雲母・長石・石英 にぷ い橙 普 通 休 部 外 面 へ ラ磨 き，内 面 へ ラナデ 覆 土 下 層 3 0 ％

T P 60 須 恵 器 要 － （9．5） － 雲母・長石・石英 灰黄 褐 普 通 体 部外面 縦位の平行 叩き，内面 ナデ ，当て具 痕 覆 土 中 層

番 号 接　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 18 砥　　 石 （6．6） 4．1 3 ．6 （84 月） 凝 灰 岩 砥 面 3面 覆 土 中 層

第79号住居跡（第159図）

位置　調査区の中央部のD3dl区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竃やピットの位置から判断して，N－20－Wを主軸

とする長軸4．00m，短軸3．45mの長方形と推定される。床面まで削平された状態で検出されたため，壁の立ち

上がりは確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，竃の南側が踏み固められている。壁溝は，北壁西側から両壁中央部にかけて周回している。

竃　北壁に付設されている。削平により遺存状態が非常に悪く，袖部は確認できなかった。火床面・袖部と思

われる部分には，焼土や粘土が散在している。土層は確認できなかった。

ピット　2か所。主柱穴はPl・2が相当し，深さは8～19cmである。

覆土　単一層である。第1層は壁溝の土層である。

土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片3点が，竃の覆土中から出土している。小片であり，図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器片や南東方向8mに位置する9世紀前葉と推定される第58号住居跡とほぼ同方向・同

規模であることから平安時代の可能性が考えられる。

第159図　第79号住居跡実測図
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚描部から煙道部まで頴配m　両袖部幅飢娠照である。磯部は　砂質

粘土で構築されている。火床面は蔓床面をやや掘り下げた面を使用し　火熟によ　赤変硬化している。煙道は

鬼床面から緩やかに立ち上がっている。士層は罰層からなり芦　第温～2且層が竃内の覆土受　第22～28層が袖部の

士層で，第29・3（．）層は竜の抽‖「方の埋士である。

竃土暦解説

1　暗　褐　色　ローム粒子の粘土粒子の砂粒中量

2　極　暗　褐　色　粘土粒子中量プ　炭化物。廃土粒子もローム粒子の
砂粒少量

にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子e砂粒中量

複　にぷい黄褐色　粘土粒子多量夕　砂粒中鼠　ローーム粒子少量
5　暗　褐　色　ロ…ム粒子中鼠　粘土粒子の砂粒も小磯少量

転　にぷい黄褐色　粘土ブロックの砂粒中量㍉計階隆子注ト藩粒子少量
7　極暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子e炭化粒子のローム粒

子ヰ砂粒少量
8　にぷい黄褐色　ローム粒子の粘土粒子・砂粒中農

9　極　暗　褐　色　焼土路子つ新津拍∴ローム粒子少量

蟻　にぷい黄褐色　砂粒多鼠　粘土粒子中量
は　赤　褐　色　廃土粒子多量

は　暗　褐　色　ローム粒子の粘土粒子中鼠砂粒少量焼土粒子微量

1こう　黒　出　　色　枯「持つ’・・砂粒中量∴「「一ム粒召哉量

摘　暗　赤褐　色　焼土粒子もローム粒子や粘土粒子せ砂粒中量，炭
化粒子少量

15　暗　褐　色　ローム粒子中巌，廃土ブロック少巌
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色
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焼土ブロックや灰中量資　ローム粒子少量

焼土粒子多量，灰少量
焼土粒子や炭化粒子eローム粒子少量

炭化物中量，焼土粒子のロ…ム粒子少量
焼土粒子多量

焼上位J’－・砂粒中：ll．．堤化物・lr一∴粒守・・帖上
位J′・少量

22　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒多量，小礫微量
23　暗　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子や炭化粒子少量
24　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量
25　暗　赤褐　色　廃土粒子多量芦　砂粒中量芦　粘土粒子少量
26　極∴暗褐　色　焼土粒子や砂粒中鼠　炭化粒子少量
27　極言暗褐　色　粘土粒子中量，焼士粒子8炭化粒子のローム粒

子も砂粒少量
28　暗　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，廃土粒子。炭化粒子の

ローム粒子少量
29　褐　　　色　ロ…ム粒子多量，炭化物中量，廃土粒子少量
30　暗赤褐　色　焼土ブロックぁロームブロック中鼠　炭化物少量

－　ノ　　　ノ′　ノ‾　　’て′　－J J　　　7㌧！′、′！′　∴二．二㍉一ノ　言昌∴t∵・∴　　　ノ　　、′ノ悠」、．、′三一一、√工．′．

㌘5ほ竃と対時する位置にありタ　出入りロに伴うピットと考えられる。

滞達　且層からな軋　自然堆積である。第　の摘層には多量の粘土が混入しているがタ竃からの流れ込みと考

えられる。

土層解説

1　極　暗　褐　色　炭化物ゆローム粒子少量，廃土粒子極量
2　黒　褐　色　炭化物の焼土粒子も粘土粒子e砂粒少量資　ローム

粒子微量
3　黒　褐　色　粘土粒子や砂粒中量，ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量芦　焼土粒子を炭化粒子の粘土粒

子や砂粒少量
5　黒　褐　色　炭化物中量，廃土粒子や砂粒少量クローム粒子微量
6　異　　　　色　焼土粒子の炭化粒子少量，ローム粒子微量

‥．　‘・　　　日．1上・t・L r．1．11　　　し．t．・1　＿．、、、，　　　し　　　、．　　　．、1・L　．′．l、Il

8　暗　褐　色　ローム粒子の粘土粒子中量，炭化粒子さ砂粒少量
9　暗　褐　色　ロームブロックe粘土粒子や砂粒少量，炭化粒子微量

ま0　にぷい黄褐色　ローム粒子も粘土粒子0砂粒中量，小礫少量
11恒　暗　褐　色　H－→ムブし上′ク・焼‖J′守一・尉ヒ粒Jつ宣

12　極　暗褐　色　炭化物olブーム粒子少量夕　焼土粒子微量
13　褐　　　　色　ロームブロック少量

14　褐　　　　色　ロ…ム粒子多量，焼土ブロックを炭化粒子少量
且5　暗　褐　色　ローム粒子中量

．・∴　、′ご　　・－ノ、∵∵・　′tノ、、ノIL一　′二　一．　l・－1一．　　壬∴、′一　当ニーl′、、：くキ　　ー′∴l左′′

′∴′‥　一丁－′主・′　J　こ′　′　′　　′′、・－∴　　′．　－∴汗．・－了．∴　　吉　　　ノ言・－∴′ノ　′∴．．　三

文脚温点労　金床石温点，砥石温点夕刀子5点芦鎌2点，釘温点が芦全域から散在して出土している。多くの遺

物は第　8摘層よ　上層から出土している。滋の須恵器鉢は住居中央部の東寄　の覆土中層から撃滅の須恵

器甑は住居中央部の南寄りの覆土中層から汐　569の須恵器奴は住居中央部の北東コーナー部寄りの覆土中層か

ら出土している。鍋の須恵器関南硯は覆土中から出土しておりタ　混入の可能性も考えられる。57のゆ572の灰粕

陶器長頸瓶はタ　覆土中から出土している。覆土上層の遺物は　第。摘層が堆積した後の投げ込みと考えられる。

所鳳　本跡は筆　太形住居である。時期は昏　出土土器から8世紀中葉から複葉と考えられる。
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第160図　第80号住居跡実測図
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第161図　第80号住居跡・出土遺物実測図
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第162図　第80号住居跡出土遺物実測図（1）
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第163図　第80号住居跡出土遺物実測図（2）
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第164図　第80号住居跡出土遺物実測図（3）

第80号住居跡出土遺物観察表（第161～164図）

二盲司二辛莞
l

ロ

M74

ヒ＝±』m
0　　　　　　　3cm

M72～M74　！　　：　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

469土師器杯 15．2 3．4 5，2
雲母・石英・

赤色粒子
明褐灰 普通H緑横ナデ，体部外繭へラ削り，内面ナデ覆土　中70％，PL51

472土師器小形璽16．8 18．9 6．0
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい赤褐普通
口緑横ナデ，休部外面上位へラナデ，下位

へラ削り，内面へラナデ

覆土下層70％，PL51

473土師器小形棄［13．8］11．5 6．6雲母・長石・石英にぷい赤褐普通口緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ床　　面60％，PL51

477上師器襲 21．6 （14．7）－雲母・長石・石英橙 普通
口緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ覆土中層30％

479土師器襲［24．2］（16．6）
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙普通
U緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
覆土下層20％

495土師器甑 －（8．0）［11．4］雲母・長石・石英
にぷい橙普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 竜覆土中5％

496土師器手　捏3，7 3．1 －長石・石英橙
普通外面へラナデ 覆土上層100％

499須恵器杯 13．6 4．4 7．6雲母・長石・石英灰自 良好底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土中層99％，PL51

503須恵器杯 13．6 4．4 7．6雲母・長石・石英黄灰 良好底部二方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土上層80％，PL50

504須恵器杯 11．8 3．9 6．8長石・石英灰 良好底肝1一方向のへラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土中層70％，PL51

505須恵器杯 13．4 4．3 7．0長石・石英灰 良好底部一方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土上層70％

506須恵器杯 13．4 3．6 7．6
雲母・長石・

石英
灰黄 不良
底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り，休

部下端手持ちへラ削り
覆土中層70％，PL51

508須恵器杯 13．4 4．1 7．4
雲母・長石・

石英
にぷい橙不良
底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り，休

部下端手持ちへラ削り
預土下層70％，PL51

512須恵器杯［13．6］4．3 7．0長石・石英黄灰 良好底部二方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土中層50％，PL52

526須恵器高台付杯14．0 5．6 8．4
長石・石英・

赤色粒子
灰黄 良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け 覆土中層70％，PL50

527須恵器高台付杯10．0 4．8 6．2雲母・長石・石英灰自 良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け 覆土下層70％，PL50

536須恵器高台付盤［21．8］4．2［13．4］雲母・長石・石英褐灰 良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け 覆土中層25％

541須恵器蓋 13．2 3．2 －雲母・長石・石英黄灰 良好
天井部右回りの回転へラ削り 覆土中層85％，PL50

542須恵器蓋 20．2 3．5 －
雲母・長石・石英黄灰 良好天井部右回りの回転へラ削り 覆土中層70％，PL50

552須恵器高　盤－（8．2）－雲母・長石・石英
灰自 普通脚部内・外面ロクロナデ 覆土上層10％

553須恵器高　盤ー（7．2）－雲訃長石・石英褐灰
良好脚郡内・外面ロクロナデ，孔は3孔式 覆土下層5％

554須恵器鉢［14．2コ13．3 9．0長石 灰 良好体部内・外面ロクロナデ，底部へラ削り，有孔覆土中層70％，PL51

555須恵器鉢［18．5］（19．4）－長石・石英黒褐 良好
体部内・外面ロクロナデ 覆土中層20％

557須恵器鉢［33．8］（10，2） 雲母・長石灰 普通
口縁横ナデ，体部外面横位の平行叩き，内

面当て具痕
覆土中層10％
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番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

558 須 恵 器 鉢 ［36。2］ （8．5）
長石 弓舅駁

赤色粒子
灰 良好

目線横 ナデ，体部外面横位の平行叩覿 内

面へラナデ
覆土 中層 5％

568 須 恵器 Wニまこご笠ざ は7や5］ 19。7 10．5 長有 ・有華 普通
目線横ナデタ体部外面剥離プ叩き痕 夕　内面

㌦＼ラナデ
覆土下層 95㌦†P L の

569 須 恵 器 旭 － 絡潮 － 長石・針状鉱物 灰 良好 休部外面下位へラ削軋 自然潮 覆土中層 五㌦　 PL 5 0

5 70 痍軸陶器 長頸 瓶 ［8せ4］ 鉦 2）
灰黄 。灰 オリ

ーブ

良好 ロクロ整形 覆 土　 中 5％

57 2 射 離雛諒 長頸瓶 （2せ2）
灰羊上灰オリ

ーブ

良好 ロタロ整形 覆 土　 中 5％

58 6 須恵 器 甑 （15．9） ［12．8］
雲母 e長石 0

石英
褐灰 良好

体 部外面斜 位の平行 叩き∴ 下位へ ラ削 り，

内面へラナデ
覆土中層 15％

59 1 須 恵 器 甘面硯 － （3．2） ［14．4］ く 灰 良好 孔へラ切 り 覆 土　 中 5 ％

器　 神 長 日 最太径 糾 径 巨 日 中 材 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

脚 （12や2） 巨 ・8 5月　 巨搬 可 土 製 側面ナデ，被熱痕 覆土下層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 19 金　 床　 石 （13．3） （は．7） 7」 （271 1．6） 花崗岩 上 面窪みに鉄 分付 着 覆土上 層 P L 59

Q 20 砥　　 石 （5．7） 5．7 2．5 （85．0） 凝灰岩 机面3面 覆 土　 中

M 68 鎌 （1（i．3） 4．3 0．3 （75．1） 鉄
切先部 欠損 ∴刃部 湾曲，基部は全体を折り返

す
床　　 面 P L （iO

M 69 鎌 （12。8） 3．4 0．2 （43．5） 鉄
切先部欠損，刃部湾 軋 基部は全体を折り返

す
床　　 面 P L 60

M 75 釘 12．7 1．0 0。7′㌦0。8 3 7．6 鉄 断面長方形の棒状 ア頭部湾曲 覆土 下層 P L 6 2

M B l 鉄　　 産 4。5 6．6 3．8 9 8．1 鉄 椀 形産 床　　 面 P L （う2

番号
も
刀身長 身幅 重ね 目 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 70 刀　 子 酪 5） （2潮 1．0 0．5 3．7 （8調 鉄 刃部 欠損 ∴画関，銅製留其装着 覆土下層 P L 6 1

M 7 1 刀　 子 （7．2） （2．5） 1．1 0．4 4。7 （7。6） 鉄 刃部 欠損 言南関，鉄製留具装着 覆土 中層 P L （う1

M 72 刀　 子 （4．4） － 0．6 仕3 （4．4） （3．3） 鉄 茎部破片，茎尻細る 覆土下層

M 73 刀　 子 （3．5） － － 0。2 （3．5） （1．1） 鉄 茎部破片 覆土上層

M 71I 刀　 子 （3．8） （2。1） 1．0 0．3 （1．7） （4．3） 鉄 刃部㍉茎尻 欠損，雨間 覆土 中層

M 7（i 刀　 子 （7．2） （6．6） 1．1 0．3 （0．6） （7．6） 鉄 刃部0茎尻 欠損言南関 竃 覆土 中

．一　　′　′　′　＿㌔　　′′、′」′・く

位置　調査区の中央部のC2こ14区に位置し，平出な台地の東部に立地している。

．ノバノー．右二　・、紬、」言：′工、′ノJノ′′二　　　一　㌧ノノ　∴、＼　′　、　′ノ′／、ノ　．－　叫．．、一一．ニ　ー！∴　′・

立し芦　他の壁はいずれも外傾して立ち上がっている。

床　平班で，中央部が踏み固められている。壁溝は，北壁の酉側を除いて周回している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は楽日部から煙道部まで鼠06cm資　両袖部幅且20cmである。袖部は，粘土

混じりのロー一一一一ム土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの面を使用している。火熱により赤変し

ているがタ　硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道からほ掌　りP

18の支脚が検出されている。士層は9層からなり，いずれも竜内の覆士である、、1

1一つ7t主－1一



竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・
炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，焼土ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック・

砂粒少量

6　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼上ブロック・
砂粒少量

7　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化物・砂粒少量，ローム粒子微量
8　極暗赤褐色　粘土粒子中量，焼tブロック・ローム粒子・砂粒少量
9　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　灰　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量
4　灰　褐　色　しトムブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

5　灰　褐　色　ローム粒子微量

6　褐　　　　色　ロームブロック微量
7　灰　褐　色　ロームブロック微量

8　暗　褐　色　ローム粒子中量

2m

l　　　　「　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　＿　＿」

第165図　第81号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片232点（杯詔，要199），須恵器片113点（杯3仇高台付盤1，嚢釦，鉢2），土製支脚1

点，刀子1点，不明鋼製品1点，瓦1点が，全域から点在して出土している。多くの遺物は，覆土上層から出

土している。墨書土器である593と594の土師器杯は北東コーナー部の床面から逆位で重なった状態で出土して

いる。墨書土器である596の土師器杯は南西コーナー部付近の覆土下層から，同じく墨書土器である595の土師
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器杯は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第166図　第81号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表（第166図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

5 93 土 師 器 杯 1 5．0 4 ．9 7 ．0
雲 母 ・長石 ・

石英
にぷい褐 普通

底部二方 向のヘラ削り，体部 下端 手持 ち

へラ削り，内面へラ磨き
床　　 面

65％ ，休 部外面

墨書「八万」

P L 52 ・57

5 94 土 師 器 杯 13，4 4 ．6 7 ．1
雲母 ・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通

底部回転へラ切 り後，二方向のヘラ削り，

休部下端手持ちへラ削り
覆十下層 65％ ，P L 52

59 5 土 師 器 杯 ［1 1．6］ （3．4）
長 石 ・石英 ・

赤 色粒 子
にぷい黄橙 普通 内面へラ磨き 覆 土　 中

10％ ，休 部外面

墨書 「乗カ」

P L 5 7

59 6 土 師 器 杯 （0．9） 6．4 長 石 ・石英 にぷい橙 普通 底 部一 方向のヘラ削り，内面へラ磨き 覆土 下層
10 ％，底 部外面

墨書「閉」

P L 57
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番号　 種別 日経 器高 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

婆 －
（3可

告断長石輔濁 灰 普通 頭部外面波状支 覆 土　中 P L 55

襲 （23。2）
雲母や長石 e

小礫
灰黄褐 普通

体部外面縦位の平行叩き後へラ削り，内面

へラナデ言当て真東
床　　 面

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴　　　　　　　　　　　　 備　 考

D P 18 支　　 卿 （16．3） 10．1 8．2 （791．3） 土　 製 側面げ ，被熱痕　　　　　　 恒 束 可

T 5 平　　 瓦 （5．2） （5。3）
1・中

（60．8） 土　 製 凸‾酪 用 の叩き漕 納 ［濾　　 ！覆 土 可 p L 63

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 77 不　　 明 （1．4） （2。6） 0」 級潮 銅
円弧状言両端全体を折り返す，外端部に〃一方

向から穿孔
覆 土　中 P L（う2

言ご∴．J＿　こ　　∴、∴＼

位置　調査区の西部のC温a5区に位置しタ　平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第242号士坑に北l束コ一一一ナー一部付近を掘り込まれている。

規模と形状　長軸3。5m　短軸。測mの方形で　主軸方向はN…摘〇一Eである。壁高はほ～2祝mで　各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　中央部が踏み固められている。壁溝は，北壁際を除いて周回している。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚日部から煙道部まで96cm　両袖部幅糾cmである。袖

一　　一1㌧　′　　　　　‥！ノ、ノノノ、lr∴：ノ∴一′ノ　：　′．′．　′・l－　、ノ′ノ‥・′　　′、．′．、　　‥、・

からやや掘り下げた平坦面を使用している。火熱により赤変しているが撃　破化した面は確認できなかった。煙

道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は6層からなりタ　いずれも竃内の覆土である。

竃土居解説

1　隻麦　褐　色　炭化粒子少旨等，焼iフロック　ローム粒子微量
2　攣　褐　色　焼まフロノク　ローム粒子磯遽
3　賠　赤　褐　色　焼iJフロノク微量

4

ふ

　

5

　

ハ

L

O

〓
「
中
立
〓

1
　
．
　
　
　
＝

褐　色　粘土粒子砂粒中量，焼損蓬子少量，ローム粒子微量
褐　色＋廃土粒子周ロ…ム粒fA　粘壬二粒子微量

極暗赤褐色　焼土ブロック中呈，ローム粒子少量

ぽッ終　息か所。主柱穴はP且が相当し　深さは蟻cmである。他の主柱穴は　確認で　なかった。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

・
日

子
千
二
十
フ・
1

粒

粒

粒

ム

上

「

上

一

焼
焼
焼
口

色
色
色
色

褐
褐
褐

説解
黒
暗
暗
視

層土

1

2

3

4

炭化粒子　ローム粒子微量
炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子働遽
ノク　炭化粒子微量

5　褐　　　　色　ローム粒子微量
6　褐　　　　色　焼土粒子のローム粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片213点（杯71タ　婆142）タ須恵器片且02点（杯23，嚢79）灰粕陶器　点　長頸瓶主　釘且

点がタ　全域から散在して出土している。多くの遺物は覆土下層から出土している。灰粕陶器長頸瓶である緋8

ほ住居中央部の覆土下層からタ　609は住居中央部やや南寄りの覆土中層からタ　鋸は中央部の南東コーナー部寄

りの覆土中層から出土している。608～610の灰穂陶器長頸瓶はいずれも猿投産のもので，6088609は窯笹摘号

窯式，610は異笹14号無式よl）古い段階のものと考えられる。

所見　時期は，出士士器から9－世紀後葉と考えられる。

一一一つ82・一一l一一
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第167図　第83号住居跡・出土遺物実測図
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第鵬号住居跡出土遺物観察表　第蟻図）

離 十 離 日 器機 巨凋 胎 土 ！色 調 焼成 手　法　の　特　徴　　　　　　　　　　　 備　考

車 車 辛
ヵ 普通

車 車 幸 i灰褐
普通底蕾「弓諦躯件へテ削軋・体部下端手持ちへラ削玖言甘面へ藷磨き

緋5
。可

普通

融）樟 密　 巨
良好ロタロ整形

可 幸 ‖辛目牛車
（摘 樟 密

良好 r璃里整形

（7ぷ ‖ 長石
ロクロ整形

襲 ！ 鉦6月 普通 て

番号 器 種 ！ 長 さ 幅 厚　 さ 重　 義二 特　　　　　　 徴 備　 考

M 78
軸　 巨 …

い．イ い．寸 浮調　　　　 鉄 断面方形の棒状テ脚部屈曲 酎 満 車 憫

第鍼号健腰跡　第蟻図）

位置　調査区の中央部のC2こ16区に位置し∴辛机な台地の東部に立地している。〕

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びているため，南北軸上80Ill∴東西軸3．44nlだけが碓認されだし∴彬状

は方形または長方形と推定され，主軸方向はNrrlつ60－Wである。壁高は321＼二HcI11で，確認できる壁はほぼII十立

している。l、

床　はぼ、口車であるしつ凍化している面は裾認できなかった。壁溝は，碓認できる壁際を巡っている。

竃　北壁または東壁に付設されていると推測されるが，調査区域外であるため不明である。

第相聞　第糾号住居跡実測図

－FFl一つ84－－－一一一一一
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ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは南壁際中央にあり，出入り口に伴うピットの可能性が

考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解

1　黒
2　窯

3　極

焼⊥粒子・炭化粒子・ローム粒子微屋
炭化粒子少壷，ローム粒子微量
炭化粒子・ローム粒子少量

4　極　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片20点，須恵器片11点，クルリ鍵1点が，中央部に集中して出土している。多くの遺物

は，覆土上層から出土している。M79のクルリ鍵は，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉から後葉と考えられる。

第169図　第84号住居跡出土遺物実測図

第84号住居跡出土遺物観察表（第169図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　＿二∃

M79？　－　！
10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　 法　の　特　徴 出上位置 備　考

611 須恵器 鉢 （5．6）［15．4］
雲母・長石・

石英
褐灰 良好

体部外面斜位の平行叩き，下端へラ削り，

下位に布目痕，内面当て具痕
覆土中層 5％

番号 器　種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

M79 クルリ鍵 36．1 22．3 0．6、1．0 162，5 鉄

先端部断面円形，直角に屈曲，軸部断面方

形，湾曲後屈軋　持ち手部断面長方形で捻

られている

覆上　中 PL60

第85号住居跡（第170図）

位置　調査区の中央部のC2b8区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　南西部を第86号住居に，南壁の東寄りの一部を第247号土坑にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・60m，短軸4・51mの方形で，主軸方向はN－120－Wである。壁高は26～40cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

1185－



床　ほぼ平坦で，中央部と竃の南側が踏み固められている0壁掛は，第247号土坑と重複した部分で確認できな

かったが，全周していたものと推測される。

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト－‥十1‥－11」

0　　　　　　　　　　　　　1m

】　　＿＿＿⊥　　　」

第170図　第85号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで102cm，両袖部幅153cmである0袖部は，ロー

ム土混じりの粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熟により赤変している0

煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は10層からなり，いずれも竃内の覆土である。
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竃土居解説
里

里
褐　色　砂粒中量，粘t粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

極　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
ぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒中量
褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微呈

6　黒　褐　色　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，
ローム路子微量

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少墨
10　にぷい黄褐色　砂粒多鼠　粘土粒子少量

ピット　6か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さはP4が70cmと最も深く，Plが44cmで，P2・3は

25cmほどである。Plは，形状から柱の建て替えの可能性が考えられる。しかし，他の主柱穴に建て替えの様

相は伺えず，Plのみの建て替えと考えられる。P5は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。P6は深さが20cmのピットで，性格は不明である。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子少呈，粘土ブロッ

ク微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
3　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼上粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　極　暗　褐　色　粘土ブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子・ローム

粒子少量

遺物出土状況　土師器片151点（杯24，嚢127），須恵器片58点（杯37，高台付盤2，嚢18，鉢1），土製紡錘車

1点，刀子1点が，北東コーナー部付近を中心に全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土中層か

ら出土している。618の須恵器高台付盤は，北東コーナー部付近の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

ノ

？　；10Fm

第171図　第85号住居跡出土遺物実測図
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第桁号住居跡出土遺物観察表　第膵図）

番号　 種別 器仕 口径 て 底径
胎 土 i 色 調　　　　 手 法 の 特 徴＋ ＋ 恒 欄 可　 備 考

可 土師器 小形碧 － （10．9） 7．寸
長石五 菜 恒 噛 褐 桓 適恒 獅鮮 位へラ別を細 面上位湖面へラナ可 覆土下軸 鵬

婆 ［20．4］ （6。2）
芸等．霊 鉦 ぷい橙

615　須恵器 杯 は3．8］ 3。8 ［9．2］
長石さ石英や灰黄

白色粒子

飢8　須恵器 高台付盤 白7．8］ （3も4） －
長石菊 菜 恒 い黄橙 棒 良極 部臓 へラ切礪 言紬 貼紬 ナ　　 恒 土下層桓

T P68　須恵器 婆 ＝Lの
芸雲 霊 の痍綱　 普通 慧 外面銅 桝 榊 湖 面げ 言 緒 覆土下層

番号 器　 位 最大径 孔　 径 厚 さ 再 議 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

＝P m 紡　 錘　 車 ［6．1］ 白．1」 202　 日 錮 土 製 i断離 略 外耐 摘 痕
覆土下層 P L 58

番号 器 種 i 長 さ i 軒畠 i 厚 さ ！重 義つ 材 質 特　　　　　　 徴 備　 考

M 80 不　 明‖ 鋤 i m つ　 鋸 i 舶 i 鉄 断面三角形，刀子カ 目

第賎聾健腰静　第膵図）

位置　調査区の中央部のC2し、7区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第85号住居跡の南西部を掘り込んでいる。

、．・スr：′おノ、　∴・－・′1、1、′、′・・－ニー．ト′、の∴ノ′言、　・、ノノ：∴＼、Y　：　い一　′L′′．　r　言　　　ま＼、、　′ノ・r

も外傾して立ち上がっている。

′、　′’：　　く　　′　　－∴　ノ：　‾・ノ　リノ　′、：・　、′　　′　、′ノ　ノ　　　．　′　　　′．．　　．．

窺　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで1摘cm　両袖部幅相貌mである。袖部は　ロー

ム士と構築材である逆位に置かれた627＼631の士師器婆の士にローム士混じりの粘土を貼叫、＝ナて構築されて

いる。火床面は芦　床面をやや掘り下げた平坦面を使用している。火熱により赤変しているが　硬化した面は確

認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。士層は20層からなりタ　第温～8層が竃内の覆

士で，第9一＼20層が袖部の土層である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　砂粒多量，廃土粒子中量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　砂粒中量夕　粘土ブロック少量，廃土ブロックをロ

ーム粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量
4　暗　褐　色　炭化路子つ紅招狛「砂粒少巌
5　暗　赤　褐　色　廃土粒子多量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロックeローム粒子少量
8　極暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
9　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

n　褐　　　　色　ロトーム粒子微量

12　ノ灰　褐　色　粘土粒子多量，炭化粒子微量

13　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，廃土ブロック0炭化粒子微量
14　にぷい褐色　粘土ブロック少量

15　暗　褐　色　焼土粒子やローム粒子微量
16　暗　褐　色　ロームブロック微量

17　勘　　　　色　「「一ム粒召微量

18　褐　　　　色　ローム粒子微量
19　ノ灰　褐　色　焼士粒子・炭化粒子も粘土粒子微量

20　褐　　　　色　ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは15～27cmである。㌘5ほ竃と対蜂する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　廃土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　5　暗　赤褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロックe粘土粒子少量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子0ローム粒子・粘土粒子微量　　6　極暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　7　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子・ロ

ーム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片509点（杯81，高台付椀2，嚢426），須恵器片262点（杯98，高台付皿1，嚢158，鉢4，

甑1），灰粕陶器2点（長頸瓶2），土製紡錘車1点，砥石1点，刀子3点，鉄津1点，不明鉄製品1点が，北

東コーナー部付近と南壁際に集中して出土している。多くの遺物は，覆土中層から出土している。墨書土器で

ある625の土師器高台付椀は東壁際の中央付近の覆土下層から，墨書土器である634の須恵器杯はP5の覆土中

から，637の須恵器大要は中央部のやや北寄りの覆土下層から出土している。また，糾5の灰粕陶器長頸瓶は北

東コーナー部付近の覆土中層から，644の灰粕陶器長頸瓶は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第172図　第86号住居跡実測図
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第173回　第86号住居跡出土遺物実測図（1）
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第174図　第86号住居跡出土遺物実測図（2）

第86号住居跡出土遺物観察表（第173・174図）

V D

・．±二二ユ・
I

D M82

Q21てコ
I M85

M81

t i　10Fm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

620 土師器 杯 ［15，2］ 4．8 7．4 長石・石英 橙 普通
底部n一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り，内面へラ磨き
覆土下層50％，PL53

ー191－



番号 種別 日経 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 ′法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

621 土 師 答 称 〔11．0」 寸．1 H．い 長石 の石英 にぷい橙 普通
底絡 ′′′〝ネ方 向のヘラ削り，体部下端手持 ちへ

ラ削軋 内面へラ磨き
覆土 中層 40％

62 3 土 師 若 杯 は3。2］ 3ず9 ふ 01 長石 e石英 にぷい黄橙 普通 底部 回転へラ削軋 内面へラ磨き 覆土下層 30％

62 5 土 師器 高台付椀 12。2 4．7 5。4
長石 の石英 ゆ

赤色粒子
痍輩 普通

底部 ”′一方 向の卑 溺 購 後 言短 朋 納 付軟

体部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き
覆土下層

鱒％ 体部外面

墨 吉「出1，

P L 記 ・57

6 26 土 師器 小形婆 〔17．両 14。2 丁の
長石 せ石英 せ

赤色粒子
にぷい樟 普通

汀縁韓ナデ　 体部外面へラ削 軋　 内面 へラ

ナデ
床　　 面 50％

627 土 師器 聾 18．9 （27．0） 長石 の石英 橙 普通
口縁 横ナデ，体部外面上位 e内面へラナデァ

外面下位へラ磨き∴下端 へラ削り
覆土 下層 50％

62 8 土 師 器 普 ごり．り （21．7）
雲母尋討手石

英さ赤色粒子
にぷい樟 普通

汀縁横 ナデ，体部 内面 の外面上 位へラナデ，

外面 下位へラ削り
覆土 下層 30％

62 9 土 師 器 婆 － （24潮 6ゆ4 雲掛長鉦 石英 にぷい樟 普 通 体部外 面へラ削り資内面へ ラナデ 覆土下 層 30 ％

630 土 師 器 婆 ［19き0］ （†工2） － 長石 の石英 樟 普通 口縁横 ナデ，体部内 の外 面へラナデ 覆土下 層 10 ％

63 1 土 師 器 婆 ［20も6］ （0．7） － 長石 の石英 にぷ い橙 普通 目線横 ナデ，体部内 の外面 へラナデ 覆土 中層 5％

63 3 須 恵 器 杯 日工両 寸．1 言．両 雲母 e長石 灰 自 良好 底部　 ふ方向のへラ削畑 体部下端手持ちへラ削り 覆土 中層 2伊‰

634 須 恵 器 亘 ［13．2］ （4。2）
雲母 弓封圭

普通 休部下端手持 ちへラ削り P 5覆土中
紺‰ 体部外面

墨書「［コ」石英

635 須 恵器 杯 綾。0） 長石 ゆ石英 灰自 良好 ロタロ整形 覆 土　 申
5‰ 体部外面

豊吉圧剖

637

l

須 恵器

i

拘り．61

l

（路潮

［ l

封 再 演 磯

l

灰黄

！

良好

！

体部内 の外面へラナデ ，内面当て具痕

！

覆土中層

1

20％芦PL 52

番号 器　 神
最鯛 つ 孔 授つ 厚 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P20 紡　 錘　車
購　 い 0日　 02

寸1．1 土　 製 上下面へラ削り，側面回転へラ削り 床　　 面 PL 58

番可 器 種 長　 さ 幅 ！厚 さ 再 議 i 材 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

Q飢　砥　　 石 （5．4） 308 i 23　 日 鋼 つ 縮 岩 片側欠損，紙面5両 床　　 面

番可器種i全長匝身可身可 重ね i重量 i材質！　　 特　　　 徴 備　考
蒜千石十離 「捌 「聖⊥聖 可　 弧日　 放　 南関言勘貯木質付着 覆土下層恒 1
M鑓匝一子巨細 i　 巨中　 06 舶 ！鮒つ　 鉄
M可読子巨潮目摘「墜上里 ト調 ！鉄

第酢考健腰跡　第膵図）

位置　調査区の西部のC温C3区に位置し資　南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第6号溝に西部を掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が第6号溝と重複しているため芦　竃やピットの位置から判断して，N－1020－Eを主軸

方向とする長軸3。98m芦　短軸3667mの方形と推定される。壁高は　～舗cmで　確認で　る壁はいずれも外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南壁にかけてよく踏み固められている。壁清は　確認で　た壁際を巡っている。
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竃　2か所。竜1は，東壁中央部のやや南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで99cm，両袖

部幅164cmである。袖部は，ローム土混じりの粘土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面

を使用し，火熱により赤変している。煙道は火床画から緩やかに立ち上がっている。竃1は13層からなり，い

ずれも竃内の覆土である。竃2は，北壁に付設されており，煙道部だけを検出している。壁外への掘り込みは

70cm，幅は55cmである。煙道は，緩やかに立ち上がっている。竃2の煙道は3層からなる。竃1が完存し，竃

2は煙道部だけが残存していることから，竃2から竃1へ作り替えたことが考えられる。

竃1土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘十粒子微量
2　暗　赤　褐　色　炭化物少量，焼土ブロック・粘上ブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化物微呈
4　暗　赤　褐　色　焼上粒子・炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼上ブロック・粘土粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
7　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
竃2土層解説
1　にぷい赤褐色　粘‾L粒子少量，炭化物微量
2　にぷい赤褐色　焼＿上ブロック・ロームブロック・炭化粒子・粘土

拉了・微量

⑥

8　にぷい赤褐色
9　暗　赤　褐　色
10　にぷい橙色
11明　赤　褐　色
12　暗　赤　褐　色
13　極暗赤褐色

焼土ブロック中壷

焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
灰中量，焼土粒子微壷
焼土ブロック少量，ローム粒子微量
焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
焼」二ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

3　褐　　　　色　焼土粒了・・ローム粒了一微量

2　　　　　5

」L23．6m　　4

H

二＼彦逗グ‾「
第175図　第87号住居跡実測図
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ピット　3か所。主柱穴はPl・2が相当する。深さはPlが48cmで，P2が18cmである。P3は竃2と対時

する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒ト炭化粒子・粘土粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
5　にぷい褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片100点（杯2，賓98），須恵器片53点（杯34，高台付盤1，嚢17，鉢1）が，全域から

散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。647の須恵器杯は，北壁際の東寄りの覆土

下層から出土している。

所見　本跡は，竃を作り替えた住居である。時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第176図　第87号住居跡出土遺物実測図

第87号住居跡出土遺物観察表（第176図）

0　　　　　　　　　10cm
！　＿一一　i

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

646 土師器 棄 20．6 （18．0）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通

U緑横ナデ，体部内・外面へラナデ，内面

輪積み痕
覆土下層40％

647 須恵器 珂こ ［13．7］ 5．3 6．6 雲母・長石・石英灰 良好底部p一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土下層70％

649 須恵器高台付盤 － （2．4）
［7．8］長石・石英 灰 良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け 覆土下層40％

第88号住居跡（第177図）

位置　調査区の中央部のC2f8区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　長軸5．18m，短軸4．28mの長方形で，主軸方向はN－8Orwである。壁高は4～14cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竃の南側から南壁にかけて，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで92cm，両袖部幅120cmである。袖部は，粘土混

じりのローム土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し，火熱により赤変してい

る。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道部からは，654の須恵器高盤が逆位で埋められ，その脚

部に652の土師器嚢片が重ねられた状況で検出されている。654の須恵器高盤・652の土師器聾片はいずれも二次
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焼成を受け，652の土師器嚢片間の土が焼土化していることから，これらは支脚に転用されたと考えられる。土

層は10層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土居解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒了‥炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量　　7　灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
3　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　8　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　粘⊥粒子・砂粒中鼠　ロームブロック少量　　　　　9　灰　褐　色　焼土粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　10　極暗赤褐色　炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当する。深さはPl・4が40cmほどで，P2・3が20cmである。P5

は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

A23・4m11
＿　二　∴　∴‥　　＿＿　＿　．．＿

10　　　　10

第177回　第88号住居跡実測図
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覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　灰　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ローム粒子微量
5　にぷい褐色　粘土粒子少量．焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子微量
8　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
9　暗　褐　色　ローム粒子微量
10　褐　　　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片36点，須恵器片11点が，北部の覆土下層から点在して出土している。655の須恵器蓋は，

竃の南東側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

＿＿了二
第178図　第88号住居跡出土遺物実測図

第88号住居跡出土遺物観察表（第178図）

10cm

ト一一一一一－十一一一一一1－11」

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

652 土師器 碧 － （15．3）［10．0］雲母・長石・石英にぷい黄橙 普通休部外面へラ磨き，内面へラナデ 屯覆土下層20％

653 須恵器 杯 12．7 4．2 7．0 雲母・長石・石英黄灰 良好底部二方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土下層70％
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

654 須 恵 器 高盤 14．7 （10．1）
雲母 ・長石 ・

石英
灰 不 良

盤部外面左 回りの回転へラ削り，脚部内 ・外

面 ロクロ整形
火 床 面 80 ％，P L 53

65 5 須 恵 器 蓋 12．0 2，7 － 雲母・長石・石英 暗灰黄 普 通 天井部右回りの回転へラ削 り 覆土下層 80％，P L 53

65 7 須 恵 器 甑 （11．7） ［15．6］長石 ・石英 灰 良好
休部 外面斜 位の平行 叩き，下位へ ラ削 り，

内面へラナデ，当て具痕
覆土下層 10％

第89号住居跡（第179図）

位置　調査区の中央部のC2e6区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竜の残存部やピットの位置から判断して，N－150－W

を主軸とする一辺4．5mほどの方形と推測される。床面まで削平された状態で検出されたため，壁の立ち上がり

は確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，竃の南側から南壁に向かって，中央部が踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

竃　削平により遺存状態が非常に悪いが，北壁中央部に付設されていたと推定される。竜が付設されていたと

考えられる部分には，焼土が散在している。

ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは，P4が47cmと深く，他は25～33cmである。P5は

推定される竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　確認できなかった。

所見　時期は，土器が出土していないため断定できないが，8世紀後葉と推定される第85号住居跡と方向・規

模がほぼ一致することから8世紀代の可能性がある。

′一・・一一．－一一r　　一一

一1壱＼
、／一一一一一一一－．‾‾‾

了、、＼＿／ノ／‾ヽ
ヽ

O
P？ノ

＿．ノ

二。三　　＝こ‘7

／

ニ＝．
＼

＼

！

＼
＼

／
1

′・．・・・・・－・ノ

＼

ノ◎。2
！　　・

l

堪二＿＿
叫　　OI

第179図　第89号住居跡実測図
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第90号住居跡（第180図）

位置　調査区の西部のCla8区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第17号掘立柱建物跡の南東部と第241号土坑の南部をいずれも掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．86m，短軸3．18mの長方形で，主軸方向はN－130－Wである。壁高は42～51cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部の東寄りが踏み固められている。壁溝は，南壁際の一部が確認できなかったが，全周

していたものと推測される。

竃　北壁の東側に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで78cm，両袖部幅117cmである。袖部は，ローム

土混じりの粘土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化し

ている。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は6層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
3　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

上24．2m

－1－‾一

第180図　第90号住居跡実測図

4　にぷい赤褐色　灰中量，焼土粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量

－198－
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ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは，P3・4が20cmほどで，Pl・2は10cmほどであ

る。P5は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
2　灰　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　灰　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

粒子微量

5　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
8　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
9　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片204点（杯27，聾177），須恵器片171点（杯63，高台付杯2，高盤1，蓋1，嚢99，鉢

3，甑2）が，全域から散在して出土している。南西部の遺物は，覆土上層から出土している。662の須恵器

杯は東壁際の南寄りの覆土下層から，665の須恵器高盤は竃の西側の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

／亨頭
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第181図　第90号住居跡出土遺物実測図
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第90号住居跡出土遺物観察表（第181図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

6 58 土 師 器 杯 ［17 ．4 ］ 6．3 8 ．5 長 石 ・石 英 橙 普 通 口縁 横 ナ デ ，体 部 外 面 へ ラ削 り，内 面 ナ デ 覆 土 上 層 4 0 ％

6 60 土 師 器 婆 2 2 ．2 （1 3．6 ） － 雲母・長石・石英
にぷ い橙 普 通 口緑 横 ナデ ，体 部 内 ・外 面 へ ラナデ 覆 土 下 層 10 ％

6 62 須 恵 器 1不 ［10 ．4 ］ 3．4 ［6．4］雲母・長石！石英 黄灰 良 好 底部 一方向のヘラ削り，体部下 端手持ちへラ削り 覆 土 下 層 4 0 ％

6 63 須 恵 器 高 台付杯 ［14 ．4 】 4．6 ［8．9］長 石 褐 灰 良好 底 部 回転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 上 層 3 0 ％

6 65 須 恵 器 高 盤 ［2 2 ．4 ］

（3．2）

＋

（9．1）

［13 ．0］
雲 母 ・長 石 ・

石 英
灰 黄 普 通

盤 部 左 回りの 回 転 へ ラ削 り，脚 部 内 ・外 面 ロ

クロ整 形 ，3孔 式
覆 土 上 層 3 0 ％

6 70 須 恵 器 碧 ［2 3 ．8 ］ （1 1．3）
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤 色粒子
灰 黄 褐 普 通

口縁 横 ナ デ ，休 部 外 面横 位 の 平 行 叩 き，内

面 当て 具 痕
覆 土 下 層 15 ％

6 72 須 恵 器 甑 （6．3） ［13 ．0］
雲 母 ・長 石 ・

石 英
黄 灰 良好

体 部 外 面 下 位 へ ラ削 り，内面 へ ラナデ ，5孔

式 ，孔 は ヘ ラ切 り
覆 土 上 層 10 ％

第91号住居跡（第182図）

位置　調査区の南部のD2f5区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　南側部分が調査区域外に延びており，南北軸1．88m，東西軸5．14mだけが確認された。竃の残存

部から判断して，形状は方形または長方形で，主軸方向はN－160－Eと推測される。床面まで削平された状態

で確認されたため，壁の立ち上がりは確認できなかった。

床　壁溝や硬化した床面は，確認できなかった。

竃　削平により遺存状態が非常に悪いが，北壁中央部に付設されていたと推定される。付設されていたと考え

られる部分には，焼土が散在している。

ピット　確認できなかった。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　確認できなかった。

所見　時期は土器が出土していないため断定できないが，北西方向50mほどの位置に8世紀代のほぼ同方向・

同規模の第92・95・98号住居跡が位置しており，同時期に機能していた可能性もある。

⑥′′一一一一一一一一一イ3てこ二洋一一一一一一＼、
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第182回　第91号住居跡実測図

第92号住居跡（第183図）

位置　調査区の西部のClg7区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と形状　南側が削平されているため，ピットの位置から判断して，長軸5．5m，短軸5mの方形と推定され，

主軸方向はN－50－Eである。壁高は9～21cmで，確認できた各壁とも緩やかに立ち上がっている。
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床　削平を受けた南部を除いてほぼ平坦で，竃南側から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は，確

認できる壁際を巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで96cm，両袖部幅167cmである。袖部は，ローム

土混じりの粘土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し，火熱により赤変硬化し

ている。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道部から二次焼成を受けた675の土師器小形嚢が逆

位で検出されており，支脚に転用されたものと考えられる。土層は9層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　極　暗　褐　色　焼士粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子・ローム粒了少量
4　赤　褐　色　焼土粒子多量
5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，壌土粒子・砂粒少量

6　にぷい赤褐色　灰多量，焼上粒子中量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量
8　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
9　褐　　　　色　焼土粒子微量

A23．6m1
－－く：≡

E

7　　　64

第183図　第92号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは55～68cmである。P5は竃と対噂する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
2　極暗褐　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片195点（杯5，要190），須恵器片62点（杯34，高台付杯1，盤1，嚢25，鉢1），釘1

点が，北部から散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。677の須恵器杯と678の須

恵器高台付杯は，北東コーナー部付近の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

．．予′
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第184図　第92号住居跡出土遺物実測図

第92号住居跡出土遺物観察表（第184図）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

67 5 土 師器 嚢 （15．0） 6．8
長石 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土下層 4 0％

67 7 須 恵器 杯 1 1．3 3．7 6．4
雲母 ・長石 ・

石英
灰黄 良好

底部回転へラ切り後，二方向のヘラ削り，体

部下端手持ちへラ削り
覆土下層 8 0％，P L 5 3

67 8 須 恵 器 高台付杯 ［12．5］ 4．7 7．6 雲母・長石・石英 灰黄 普通 底 部回転へラ切り後，高台貼り付 け 覆土下層 50％

67 9 須 恵 器 盤 ［19．0］ （2，7） － 雲母・長石・石英 灰
良好 外 面右回りの回転へラ削り 覆土中層 2 0％

68 0 須 恵 器 鉢 ［35．0］ （11．0）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい黄橙 普通

口緑 横ナデ，体部外面縦位の平行叩き，内

面当て具痕
覆土下層 10％

T P 72 須 恵 器 碧 － （1．5） － 雲母・長石・小礫 灰黄褐 普通 頚 部外面波状 文 覆 土　 中
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 86 釘 （2．4） （1．1） 0．5 （1．6） 鉄 断面方形の棒状 ，脚部ほぼ直角に屈 曲 覆土下層

第93号住居跡（第185図）

位置　調査区の西部のClb6区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第94号住居跡の北東コーナー部を掘り込み，南西部を第7号溝と第97号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．85m，短軸3．72mの方形で，主軸方向はN－120－Eである。壁高は5～45cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竜の南西側から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は，全周している。

第185図　第93号住居跡実測図
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竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで145cm，両袖部幅164cmである。

袖部は，ローム土混じりの粘土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し，火熱に

より赤変している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。土層は17層からなり，いずれも竃内の覆土

である。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
2　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
3　灰　褐　色　粘土ブロック・ローム粒子微量
4　にぷい褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
5　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
6　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
7　赤　褐　色　焼土ブロック少量
8　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰微量

10　にぷい橙色　灰中量，焼土粒子微量
11暗　赤　褐　色　焼土粒子微量
12　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
13　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量
14　暗　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
15　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
16　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
17　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当し，深さは，50～83cmとばらつきが見られる。P5は竃と対時す

る南壁際の中央に位置し，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック中還

3　極　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中還，焼土粒子・炭化粒了・少量

遺物出土状況　土師器片317点（杯31，嚢286），須恵器片77点（杯朝，高台付盤1，蓋2，襲29，短頸壷1），

砥石1点，釘1点が南東部を中心に出土している。多くの遺物は，覆土上層から出土している。685の須恵器杯

は，南東コーナー部付近の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉から中葉と考えられる。

∠‾仁二頂

第186回　第93号住居跡出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表（第186図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

68 4 須 恵 器 短頚壷 ［12 ．8］ （4．4） － 長石・赤色粒子 浅黄橙 良好 口縁横ナデ ，体部内面へラナデ 覆土下 層 5％

68 5 須 恵 器 杯 10．2 3．3 6．6 長 石 ・石英 褐灰 良好 底部二方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 床　　 面 50％ ，P L 53

68 6 須 恵 器 杯 ［14．5］ 3．6 ［7．0］ 雲母・長石・石英 灰 自 普通 底部回転へラ削り 覆土 中層 20％

T P 7 3 須 恵 器 棄 － （9．5） － 長石
灰 自 良好 休部外面横位の平行叩き，内面へラナデ 覆土下層

－204－



驚鸞
第鍼考健腰捗　第撒　き摘図ラ

位置　調査区の西部のCle5区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。
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れも抽目上込まれている。

第瑠87図　第94号住居跡実測図柄
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第瑠88回　第94号住居跡実測図（2）

規模と形状　長躯胤88m，短軸6。62mの方形で，主軸方向はN－90－Eである。壁高は9～45cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から南壁中央にかけてよく踏み固められている。壁溝は，確認できる壁際を巡っておりタ

全属していたと推測される。

竃　北壁に付設されていたと推測されるが，第97号住居跡との重複で確認できなかった。

ピット　6か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは50～67cmである。Plは，形状から柱の建て替えが行わ

れた可能性が考えられる。しかし，他の主柱穴に建て替えの様相は伺えず，Plのみの建て替えと考えられる。

P5は南壁中央に位置し，竃と対暗すると推測され，出入り口に伴うピットと考えられる。P6も南壁中央に

位置する深さ26cmのピットであるが，壁溝と重複しており，性格は不明である。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微還
2　極　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量
3　黒　褐　色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　窯　褐　色　炭化物・廃土粒子少量，ローム粒子微量
5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

色
色
色
色
色

…
誓
褐
褐

H
〓
n
〓
H

極
極
里
ノ＝
、
暗
里
一

6
7
8
9
1
0

焼土ブロック・ローム粒子少量

ロームブロック少量

炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子中量

炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片1099点（杯273，高台付皿1，嚢825），須恵器片345点（埠114，蓋62，婆169），灰粕陶

器2点（長頸瓶），土製支脚1点，土製紡錘車1点，刀子3点，鎌1点，鉄淳1点，不明鉄製品1点が，南東

部を中心に全域から散在して出土している。多くの遺物は覆土上層から出土している。702の須恵器埠と709の

須恵器蓋は，南東コーナー部付近の覆土下層から出土している。712・713の灰粕陶器長頸瓶は覆土中から出土

し，猿投産の窯笹90号窯式の古い段階と考えられ，第97号住居からの混入の可能性が考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第瑠89図　第94号住居跡出土遺物実測図（1）
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第190図　第94号住居跡出土遺物実測図（2）

第94号住居跡出土遺物観察表（第189・190図）

10cm

】　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

692土師器杯［14．8］（4．2）
雲母・長石・

赤色粒子
にぷい程普通□縁・休部内面横ナデ，外面へラ削り覆土下層20％

694土師器嚢［16．4］（9．6）－雲母・長石・石英にぷい橙普通ロ緑横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土中層10％

698須恵器土不［14．4］4，3 8．6雲計長石・石英黄灰 普通底部回転へラ削り 覆土下層70％，PL53

699須恵器杯［14．3］5．0 8．0雲母・長石・石英暗灰黄良好底部多方向のヘラ削り 覆土中層60％，PL53

701須恵器杯［14，0］3．5 －雲母・石英・礫灰白 普通底部回転へラ削り 覆土下層40％

702須恵器杯［16．2］4．3［臥2］雲母・長石・石英灰 良好底部・体部下端回転へラ削り 覆土下層30％

709須恵器蓋［14．8］2．6 －雲母・長石・石英灰自 良好天井部右回りの回転へラ削り 覆土下層40％

712灰軸陶器長頸瓶［11．2］（0．6）－緻密 灰自・灰自良好ロクロ整形 覆土　中5％

713灰軸陶器長頚瓶 （5．1） 長石
灰・灰オリー

ブ
良好ロクロ整形 覆土　中5％

番号器　種最大径孔　径厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

DP23紡　錘　車［5．2］［1．1］ 1．8 （22．4）土　製断面逆台形，外面ナデ 覆土　中PL58
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組　 器 種 i 長 さ 幅 厚　 さ 重 義 i 材 質 i　　 特　　　 徴
備　 考

M 可　 鎌　 い さ5
3．2 0．2本0」

狙・1　 鉄　 恒 湧 軋 基部は全体を折蟻 す0
P L（う0

M 93 恒 了金ヵ日 2潮 （7．7） 0．8
持 ・糾　 鉄　 巨 端湾曲 獅 治 形

P L 62

番号 署還種 全長 刀身長
身幅 i 重ね

重　 量 材 質 ！　　 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M 89 刀　子 （lLl．7） （7．7）
1可 掴

7．0 （17．6） 鉄 覆土中層 PL 61

M 90 刀　子 （11．1） （6．0）
用 巨 3

（4．2） （7．ヰ） 鉄　 棒 腑 軋 醐 覆土下層 PL 61

M 94 刀　子 （3．9） －
鍼 恒 。2 （3．0） 仕0） 鉄 覆土下層

第駈考健贋静　第摘図）

位置　調査区の西部のClf5区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

第服飾図　第95号住居跡実測図
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重複関係　第80号住居に北部を掘り込まれている。

規模と形状　義朝鋸頼恥短部。鵬mの方形で　主軸方向はN一拍0－Eである。壁高は且～8cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけてよく踏み固められている。壁溝は，確認できる壁際を巡っている。

竃　北壁に付設されていたと推測されるが　第翻号住居跡との重複で確認で　なかった。

ぽッ匪　5か所。主柱穴は㌘　～確が相当し　深さは触m前後である。P4では種痘の土層が確認され，柱の

建て替えによる土層の切　合い　確認で　た。㌘　～　の形状や土層から　柱の建て替えが行われた可能性が

考えられる。㌘5は両壁中央に位置して竃と対暗すると推測され芦　出入り口に伴うピットと考えられる。P4

は　層からな軋　第　層は重複する第舗号住居跡の貼床の埋土　第　層は桂痕の土層　第　層は旧柱の掘り方

の十層である。

一

上

一

日

焼

〓

色
色
色

摘
褐
褐

角雄
略
暗
褐

4
P
 
l
　
リ
】
　
リ
J

ムブロックの廃土粒子ザ炭化粒子微量

粒
ム
子。ローム粒子微量

ブロックや焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロックe焼土粒子や炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

6　褐　　　　色　ロトム粒子微量

滞ま　　層からな娠　レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

ヱ　灰　褐　色　焼圭一粒子　炭化粒子のローム粒子微墨

2　暗　褐　色　焼王ブロック　ロ細雨ムフロノク　炭化粒子　粘土
粒㌢微量

3　褐　　　　色　ロームフロノク少鼠　廃土粒子の粘土粒子微還

4　暗　褐　色　廃土粒fA　炭化粒子　ロ…ム粒ヂふ　粘I二粒子徹還

5　灰　褐　色　ロームブロックe焼士粒子や炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子少量
8　灰　褐　色　焼損宣子のローム粒子微蚤

′　ノ　　、　　　　、　′　　　‘＿　．　　／∴　　　‥　　　′′　　　　∴　　　1、，・1、′′、・∴告∴Y－ノ．4！

して出土している。多　の遺物は　覆土下層から出土している。親の須恵器棒と親の須恵器量は　中央部東

宮りの覆士卜層から出十している。、

所農　本跡はタ　主柱穴を作り替え学　建て直しが行われた住居である。時期は，出土土器から8健妃前葉と考え

られる。、

二二二』二二』踪澗　8　　醐猶

′　′′、　　　　　　　一　′，　′

′　　′　　．与′∴∴ノミ　　　′．’ノ．′

匪
器軒 胎　土 色調匝成i　 手法の特徴 出土位置 備　考

714恒緒 棒 ［12可 （3可 長石も石英積　　 極適恒縁横ナデ藩払外面へラ削り 覆土中層5％

一一F－2（19－一一一1－1



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

716 土 師器 婆 は7．8］ （15．5）
雲母・長イ圭石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通 ‖縁横ナデ，体部内 ・外面 へラナデ 覆土 下層 20％

718 須 恵 器 杯 ［14．6］ （3．3） － 長石 灰 普通 底部 ・休部下端回転へラ削 り 覆土下 層 10％

719 須 恵 器 蓋 － （2．6） － 長石 ・石英 灰 白 良好 天井部右回りの回転へラ削 り 覆土下層 70°。

番 号 器種 全長 刀身長 身幅 重 ね 茎長 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

M 95 刀　 子 （10．1） （6．8） 1．4 0．3 （3．3） （12点） 鉄 刃部 ・茎部欠損，両 関 覆土下 層 P L 6 1

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 96 釘 15．0 0．4 0．3 9．2 鉄 断面長方形の棒状 覆土下層 PL 6 1

第酢考健贋跡（第193図）

位置　調査区の西部のCIc5区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第93号住居跡の南西部を，第94号住居跡の北部をそれぞれ掘り込んでいる。第7号溝に北東部を掘

り込まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

規模と形状　長軸4．62m，短軸4．10mの長方形で，主軸方向はN－つ0－Wである。壁高は5、48cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦でタ　中央部から南西コーナー部にかけて踏み固められている。壁溝は竃2を除き，北西コーナーから

東壁中央まで巡っている。

寵　2か所。竃1は，北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで85C恥．両袖部

幅126cmである。袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を

使用し，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。竃1は4層からなり，いず

れも竃内の覆土である。竃2は，西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで83cm，幅72cmで

ある。袖部や煙道部の立ち上がりは確認できなかった。竃2の火床面直上からDP33の置き竃が検出されてお

り，置き竃を設置して竃1と同時に使用した可能性が考えられる。火床面は，床面をやや掘りくぼめた平坦面

を使用し，火熱により赤変硬化している。また，火床面の東側には炭化した面が接しており，置き竃に薪をく

べた部分と考えられる。竃2の覆土は確認できなかった。

竃1土層解説
1　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量　　3　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼士ブロック少量，炭化粒子微量
2　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　4　暗　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　炭化粒子少量，粘土粒子微量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃1と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと

考えられる。

語土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　黒　褐　色　廃土粒子・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　廃土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　極　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片142点（杯21，高台付椀1，嚢120），須恵器片59点（杯17，婆40，甑1，長頸瓶1），

置き竃上喪，鍔掛け1点，鉄鉱1点，刀子1点，鉄淳1点が，全域から散在して出土している。多くの遺物は，

覆土下層から出土している。722の土師器杯は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第193図　第97号住居跡・出土遺物実測図
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一調一膵
第194図　第97号住居跡出土遺物実測図

第97号住居跡出土遺物観察表（第193・194図）

0　　　　10cm

i　；i

亡⊃
10cm

】　　＿　」＿＿　＿＿！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

722土師器杯［13．8］3．5［6．0］雲母・長石にぷい橙普通底部・体郡下端回転へラ削り，内面へラ磨き覆土下層20％

723土師器杯［13．6］4．4［7．4］長石 にぷい橙普通
底部一一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り，内面へラ磨き
覆土下層20％

724土師器杯［14．0〕（4．9）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通休部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き覆土下層10％

726土師器襲［17．0］（11．6）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい褐普通口緑横ナデ，体部内・外面へラナデ 竃覆土下層20％

－212－



番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

727 須 恵 器 棄 ［29．2］ （3．9）
雲母・長石・石

英 ・赤色粒子
にぷい橙 不良 口緑横ナデ 覆土下層 5％

730 須 恵 器 巧、 ［14．0］ 4．4 7．0
長石 ・石 英 ・

赤 色粒 子
にぷい黄橙 普通

底部回転 へラ切り後 ，一方向のヘラ削り，体

部下端手持 ちへラ削 り
覆土下層 60％，PL 5 3

番号 器　 種 底　 径 上面径 高　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P3 3 置　 き　 電 － ［32．0］ （36！5） （16 53） 土　 製
背 面中央に換 気U ，側面に突起，焚目線 折り

曲げ
竃2火床面 P L 58

番号 器　 種 外　 径 内　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 34 鍔　 掛　 け ［26．8］ ［14 ．8］ 2．0 （87，4） 土　 製 外面へラナデ，被熱痕 覆土上層 P L 59

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P22 支　　 脚 （6．0） 5．4 3，5 （69．2） 土製 側面ナデ，被熱痕 覆 土　 中

M 98 嘉族 （9．6） （4．2） 0．4 （22．7） 鉄 長三 角形式，先端部 ・逆刺 ・茎部欠損 覆土 下層 P L 60

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M lOO ノJ 子 （4．5） （4．5） 1．0 0．4 － （5．7） 鉄 刃部破片，切先細る 床　　 面

第98号住居跡（第195・196図）

位置　調査区の西部のClf3区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第12号掘立柱建物跡のPl～4を掘り込んでいる。
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第195図　第98号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　2m
一

第臓図　第粥号住居ム跡実測図彊）

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたためタ竃の残存部やピットの位置から判断して芦　N一拍㌧虻

を主軸とする長軸5。mn　短軸。nnの長方形と推定される。床面まで削平された状態で検出されたため　壁の

立ち上がりほ確認できなかった。

床　削平を受けている南部を除勘　ほぼ平坦である。硬化した床面は確認で　なかった。壁溝は　削平度の少

ない束・西壁の北側と北壁で碓認できた。

竃　削平により遺存状態が非常に悪いが，北壁中央部に付設されていたと推測される。竃が付設されていたと

考えられる部分には，焼士が散在している。

I、ン、　．′1．j　、′・ノ　′．，　　　　　ん′．、′　－．′′ノ　′　ノ′　　′　　　　′・了：‘・－1、：・一丁∴・言．’　′　′　：：、∴

である。

覆土　確認できなかった。

．．一一を・　ノふ′　二、、′′′　　　‥・、・．　　八，　　、　′∴　′・・　∴　′、く－′、，′，　′ノ　　′ハ′′・′′

所見　時期は，出十上器片からと‖帰し川一葉と考えられる。

表3　奈良の平安時代住居跡一覧表

住居跡 主軸方向
平面形

規模有料 壁　 菌
ノ床面

内　 部　 施　 設 ！覆土

主　 な　出 土 遺 物
備　 考

番　 号 （長軸方向） 滅却×短鰍 （cm） 壁溝 主柱穴出入H ピット貯蔵穴 竃 （時期）

1 Å3g 4 N …10－E 方　 形 3．44×3。44 38 平坦 一一一一一一一一部 － 1 － － 1 自然 土師器 ，須恵器言針 8 世紀後葉

2 Å3 f2 N …7 0…W 方　 形 4．32×4．26 54 ′一部 4 1 － － ユ 自然
土 師器 ，須恵器，土製紡錘車，土
製支脚，勾玉 ∴刀子，釘

8 世紀中辛

3 A 3 f 5 N 」∬ …W L方　 形」［3．55」×3．50 5 平坦 ー…一一部 4 1 － － 自然 土師鼠 須恵器 ，砥 石 8 世紀中葉

4 B 3 C4 N －900…E 方　 形 3．47×3．18 15 平坦 一部 － 1 － － 2 白．然 土師乳 須恵器，土製紡錘車 8 世紀前 葉

5 B 3 C 3 N －3 0…W 方　 形 4．41×4．04 10＋30 平坦 全局 4 1 － － 1 自然 土師器，須恵器，砥石 ∴刀子，釘 8 世紀前葉

6 B 3 c l 酢」∬∴虻 ［方　 形］ も15×（2．60） 44 一部 2 － － － 1 自然 土師器，須恵器 8 世紀前葉

7 B 3 e l 甘弓貯 …W ［方　 形］ 3．92×（2．53）18～32 平坦 W一一一一一一一一鳶β 2 1 自然 煩吏器∴打 8 世紀前葉

8 B 3 g 2 N …20 0…W 方　 形 5．08×5．05 1 1斗23 平坦 全局 4 1 1 自然
土師器　 須 恵器　 灰粕陶 器　 鎌 ，
不明鉄製品

8 世紀前葉

9 B 3 h 4 N …7 0－W 方　 形 4．00×3．98 28 平坦 全局 4 2 4 1 自然 土師乳 須恵器芦刀子 8 世紀 中葉

12 Å4d 3 N －5 0…W 方　 形 3．27×3．07 10 ㌦25 ［全即 － 1 ユ 1 土師器 ，須恵器，砥石 9 世紀中葉

13 B 4 j l N …6 0－W 長方形 4．56×4．12 16～38 平坦 全局 4 1 － － 1 自然 土 師器 ，須 恵器学士王 8 世紀前葉

14 B 4 e 4 N －2 0－W ［方　 形］ 4．26×［4，21］ 5 傾斜 一一一部 4 2 － － － － 8 世紀代

15 B 4 j 4 N －4 0…W 長方形 3．28×2．78 12㌦22 平坦 － 1 － － l 自然 土 師器，須恵器，鯖 羽ロブ　鉄淳，鍛造剥片 9 世紀後葉

17 B 4 j 6 N …3 ㌧茂 ［方　 形］［3．45〕×3．25 9㌦22 一”′…′一部 4 1 － － 1 自然 土師鼠 須恵器　 鉄鉱 8 世紀前葉

18 B 4 d 2 N －106…E ［方　 形］［3．85］×3．55 10 平坦 一部 … 1 － － 1 自然 8 世 紀代

19 C ＿4C 3 N …6 0ふE 方　 形 4．17×3．90 1 6～60 平坦 pY－ノー一部 4 1 － － 上目 自然 士師器 8 世紀前葉

20 C 4 d 7 酢…「∴牒 ［方　 形］ 5．10×（2．07）40 ㌦55 ル′ムふ部 2 － 2 … ユ 自然
土師器 ，須恵器，灰 袖陶器，土製紡
錘車，刀子，鉄浮，不明鉄製品，瓦

9 世紀後葉

21 D 3 a 8 N －6 0…W 長方形 3．77×3．38 40 ～・′50 一部 － 1 － － l 自然 土師乳 須恵器，軸 狛 摘 後薬

…2摘∵



住居跡

番　 一弓「‾み1

ヽ 主軸方向

（長軸方向ラ
平面形

規模（m ）

虜軸×新郎

壁　 音同
（cm）
床面

！　 内 部 施 設 ！十＋III＋

主　な　出 土 遣 物

厚

恒 溝匝 中 人［車 ット匝 三一・　度
＼　琵邑

22
恒 a6ト 5 0…W

方　形
巨 60×4・30 恒 66恒 昼I鏑 巨 i l

1 自然、土師器，須恵器，刀子，炭化種子 8 世紀前葉

24
恒 d 4ト 0 0

方　 形 4．12×4．11
I20、25恒 昼 全局巨 巨

1 自然 土師器，須恵器，砥石，釘，鉄製
、軸

9 世紀中葉

25
恒 b 5恒 50…W ［方　 形］［3．50］×［3．20］　 － 白 〕自然、須恵器，土製支脚 8世紀前葉

26 D 3a3 N －6 0…W 方　 形 3．07×3．05 12、－35 全局 1 1 自然、土師器，須恵器 8世紀後葉

27 D 3C5 N ～3 0…E 方　 形 5．05×4．68 25㌦30 平坦 ［全層］ 4 1 2 1 1 自然、土師器，須恵器，砥石，釘 8世紀後葉

28 D 3C7 N －790…E 長方形 6．30×5．58 20㌦32 平坦 全局 4 2 2 2 自然 土師器，須恵器，門金具，刀子 8世紀前葉

29 D 3fO N ～28。…W ［方　形］［3．22］×［3．22］　～ 1 1 8 世紀代

31 D 4C6 N －2 0－W 方　形 3．58×3．42 31㌦42 平坦 全周 1 1 1 自然 土師器，須恵器，餃具 8 世紀前葉

㌦中葉
33 D 4e5 N －900－E 長方形 3．57×2．78 12㌦25 平坦 1 自然 土師器，須恵器 8 世紀前葉

㌦中葉
34 D 3gO N－88㌧戊 方　 形 3．76×3．43 13㌦22 平坦 一部 1 － 1 自然 土師器，須恵器 8世紀中葉

35 D 3j8 N …970…E 長方形 3．47×2．85 6㌦10 平坦 全周 1 － 2 自然 土師器，須恵器，刀子，釘，古銭 9世紀後楽

36 D 4jl N －190－W 方　形 2．66×2．48 1㌦5 平坦 ヶハムハム一一部 － 1 － － 1 自然 須恵器，双孔円板，釘 8世紀後葉

37 E 4a2 N －5 0－W 方　形 3．76×3．53 8㌦15 平坦 一一一部 － 1 4 － 1 自然 土師器，須恵器，砥石 8世紀後葉

38 D 4h2
l
N －4 0－W ［方　形］［3．83］×3．73 12 平坦 一部

l l
1 － － － 自然 土師器，須恵器，砥石 8 世紀中葉

39 E 3b 7 N …8 0…E 長方形 4．26×3．58 8㌦16 平坦 全局 － 1 － － 1 人為 須恵器 8 世紀後葉

41 C 4 i6 N …9 0…E 不整方形 3．79×3．53 27㌦55 緩傾斜…一部 － 1 3 － 1 自然 土師器，須恵器，鉄淫 9世紀中葉

43 C 3d9 N …150－W 方　 形 3．62×3．58 20～27 平坦 全周 4 1 2 － 1 自然 土師器，須恵器，土玉 8世紀前葉

44 C 4d7 N …100－E ［方　 形］ 3．10×（1．30） － 平坦 一一一一一一一部 － － － － － － 8世紀代

45 C 4f7 N ～2 0－E ［方　 形］ 5．00×（0．82）51㌦54 一部 － － － － － 自然
土師器，須恵器，鉄製紡錘車，釘，
瓦 9世紀中葉

46 C 4d2 N …2 0－E ［方　形］ 4．00×3．76 43㌦52 平坦 ト一一ムー一一一一一部 － 1 － － 1 自然 土師器，須恵器，刀子 8世紀前葉

47 C 4 jl N －300－W 方　形 3．70×3．62 2、18 平坦 一一部 4 1 － － 1 自然 須恵器 8 世紀前葉

48 C 3h O N …2 0…W 方　形 3．43×3．25 10㌦20 全周 3 1 1 1 自然 土師器，須恵器 8 世紀前葉

49 C 3j9 N－8 0…W 方　 形 3．59×3．29 12㌦34 〝”一部 1 1 自然 土師器，須恵器 9 世紀中㌦
複葉
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C可

C 3f8i

C 可

C 可

C 4 j4 i

D 可

D 3e5 i

D可

C 3bOi

E 3aO

N …110－W 長方形 2．72×2．44 2～32 平坦 V′一部

全層

［全剛

… i

［全可

［全可

4
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4

2

1
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」

2 l

1 1
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5
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2
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6
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－ ！
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」

」
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」
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1
人為・
自然
人為・
自然

自然

自然

自然

自可

自然i

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為・
自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然十

… ！

土師器，須恵器 9 世紀前㌦
中葉

52 N …150－E 方　 形 4．53×4．49 35㌦45 平坦 1 土師器，須恵器，土製支脚 8世紀前葉

53 N －4 0－W 長方形 4．78×3．80 40へノ58 平坦 1

1

1

1 1

1 i

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1 ！

」

1 土師器，須恵器，釘 8世紀前葉

56 N …190…W 方　形 4．80×4．54 50 1 土師器，須恵器，砥石，釘 8 世紀後葉

57 N －6 0－W ［方　形］［4．03］×［4．02］ 3 平坦 ［1］

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 ！

［H l

土師器 8 世紀中葉

58 N－4 0－E 方　 形 3．糾×3．52 12＼ノ24 平坦 土師器，須恵器，刀子，釘 9 世紀中葉

59 N －2 0－W 長方形 5．40×4．56 5、22 平坦 土師器，須恵器，措鉢，釘 8 世紀前葉

61 l

62 i

64 ！

肛 「司

N －2 0－可

N －200－E l

長方形

長方形

方　形

5．00×4．29

［3．98］×［3．53］

2．96×2．90

8～23 ！

6

平川

平坦

［全可

全周

全周

［全舶

……あ部

一部

全周］

…一部

一部

一部

一一一部

全可

ハム一部 ！

部 i

土師器，須恵器，土製支脚，砥可

l

土師器，須恵器　　　 l

8世紀後葉

9世紀前葉

8世紀中葉

65 E 3cO N …3 0－E 方　形 4．15×4．14 9㌦15 平坦 土師器，須恵器 8世紀前葉

66 E 4 C3 N …130－W ［長方形］ 5．74×4．94 29㌦32 平坦 土師器，須恵器，釘 8 世紀前葉

67 D 4h6 N－4 0－E ［方　形］ 4．38×（4．23）30～50 平坦 土師器，須恵器，灰粕陶器，釘 9世紀中葉

・、後葉
68 D 4g6 N －4 0－W ［方　 形］ 3．90×（3．82）10～55 平坦 土師器，須恵器，灰軸陶器，鉄製

軸，炭化種子 8 世紀中葉

69 D 4 i5 N －110－可 方　 形 5．19×4．98 10㌦25 平坦 ［ 土師器，須恵器，砥石　　 l

l

不明鉄製品　　　　 ！

須恵器，鯖羽目

8 世紀前葉

71 E 4g 3
N 当 0－E！［方　 形］ 2．84×（2．32）28㌦40 平坦 8 世紀前葉

72 E 4h 2
N －8 0－E l［方　形］ 4．82×（2．58）6、24 平坦 8世紀中葉

73 E 4 il
N 」 0－E！［方　形］（4．28）×（2．58）22～40 平坦 8世紀前葉

74 E 4g 5
N …200－E l［方　形］［3．80］×［2．64］ 30 8世紀前葉

76 IE 4d7 lN －6 0尋 ［
方　 形］ 3．86×（2．58）7㌦17 平坦 「 土師器，須恵器 8 世紀前葉

77 iC 2d9！N …0 つ
長方形 5．60×4．98 30㌦52 平可 － 土師器，須恵器，灰粕陶器，砥石，

釘，鎌 9世紀中葉

78 ！

79 ！

C 可

D 3d li

N －900…E ！

N －2 0－中

長方形 ！

長方可 ［

3・68×3可

4・00］×3・可

1ト 21！

ー l

平可

平坦 「

土師器，須恵器，砥石　　 ！

「

9 世紀中葉

平安時代
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住居跡

漉　 号
ト月

主軸方向

（長軸方向）
平面形

規椅十m 〕

虜齢痩榔

壁　 高

（C扉
床面

内　 部　 施　 設
覆土 主　 な　出 土 遺 物

備　 考

（時期 ）壁溝 主柱穴出入＝ ビープト貯蔵穴 竃

80 C l e 5 N －2 。…W 長方形 7．30×6．30 15、60 平坦 金属 4 1 1 自然

土師器，須恵器　 灰軸陶鼠　 土製

支脚，金床石，砥 石，刀子，鎌，釘，

鉄淳

8 世紀中葉

、後葉

81 C 2 a 4 N …5 。…W 方　 形 3．86×3．80 4 5 一”ハム””一部 … 1 － － 1 自然
土師器，須恵器 ，土製支脚，不 明 9 世紀 中葉銅製品∴瓦

83 C la 5 N …14㌧虻 方　 形 3．51×3．30 12㌦27 〝〝”mA部 1 … － － 1 自然 土師乳 須恵器，灰軸 陶器 ，軸 9 世紀 後葉

84 C 2a 6 N …160－W ［方　 形］ 3．44×（1．80）32㌦44 平坦
二部
－ 1 － － －

自然 須恵器，クルリ鍵 8 世 紀中葉

㌦後葉

85 C 2 b 8 N …120…W 方　 形 4．60×4．51 2 6㌦40 平坦 ［全即 4 1 1 － 1 自然
土師器，須 恵器 ，土製紡錘車，不
明鉄 製品

8 世紀夜業

86 C 2 C 7 N …3 8…W 長方形 5．封×4．80 1 0㌦ノ30 4 1 1 自然

土師器，須恵器 ，灰粕陶器，土製

紡錘 車，砥石 ，刀子，鉄浮，不明

鉄製品

9 世紀 後楽

87 C Ic 3 N …102㌧受 ［方　 形］ 3．98×［3．67］9㌦20 平坦 一部 2 1 － － 2 自然 土師器，須恵器 9 世紀前葉

88 C 2 f 8 N …8 。－W 長方形 5．18×4．28 4㌦14 平坦 － 4 1 － … 1 自然 土師器，須恵器 9 世紀前葉

89 C 2 e 6 N …150－W ［方　 形］［4．48］×［4．47］ － － 4 1 … －
白 ］ － 8 世紀代

90 C la 8 N …130…W 長方形 3．86×3．18 4 2㌦51 4 1 － － 1 土師器，須恵器 8 世紀 中葉

91 D 2 f 5 N …16。…E ［方　 彪］［5．14］×［1．88］ － － － － － － － ［1 ］ …
8 世紀代

92 C l g 7 N …5 0…E ［方　 形］［5．50］×5．03 9～21 止 4 1 － － 1 土師鼠 須恵器，釘 8 世紀 中葉

93 C l b 6 N …12 0－E 方　 形 3．85×3．72 5㌦45 4 1 － － 1 自然 土師器 ，須恵器，砥石，釘
8 世紀前葉

′㌦中葉

94 C Ic 5 N 一鮮∴虻 方　 形 6．88×6．62 9 ～45 全周 4 1 1 自然

土師器 ，須恵器夕　灰軸 陶器 ，土製

紡錘車 ，土製支脚，刀子，鎌 ，鉄

淳，不明鉄製品

8 世紀前葉

95 C l f 5 N －14㌧戌 方　 形 6．14×6．08 1㌦′8 一部 4 1 － － －
自然 土師器 ，須恵器，刀子，釘，鉄淫 8 世紀前葉

97 C Ic 5 N …l O一一W 長方形 4．62×4．10 5㌦48 溜； … 1 － － 2 自然 土師器 ，須恵器，置き竃，鋳掛け，
土製支脚 ，刀子，鉄鉱，鉄棒

9 世紀後薬

98 C l f3 N …10 0－E ［長方形］ 5。92×［5．12］ － AAAA部 4 － － － ［l ］ －
8 世紀中葉

（2）鍛冶工房跡

第瑠考鍛冶三房捗（第堵2号健腰跡）（第197図）

位置　調査区の東部のC4g6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸2。72恥短軸2。46mの長方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は4～33cmで，酋壁は

外傾して立ち上がりタ　他の壁は緩やかに立ち上がっている。

床　南壁中央部から緩やかな傾斜が見られるが，ほぼ平坦で，北東部を除き炉とピットを囲むように中央部が

よく踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

鍛冶炉1か所。床面中央やや北寄りで検出された。規模は径20cmほどの円形で，床面を7cmほど掘りくぼめ，

粘土を貼り付けた炉である。炉床は，高温の火熱により青変硬化している。また，炉周辺の床面が赤変してい

る。士層は4層からなり，いずれも炉内の覆土である。

炉土層解説
1黒　　　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子微量　　　　　　　3　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒少量，粘土粒子微量
2　暗赤褐　色　焼L粒子・炭化粒子・粘ヒ粒千・秒粒微量　　　　4　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒微量

ピット　2か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは炉と南北に対峠する位置にあり，炉との間に端羽目を

設置したと考えられる溝も検出されていることから，炉に対する靖を設置したピットと考えられる。P2は深

さ28cmのピットであり，性格は不明であるが端に関連する施設の可能性が考えられる。

覆土　4層からなる。堆積に乱れが見られることから第1層は人為堆積と考えられるが，第2～4層はレンズ

状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒r・ローム粒子少量
2　黒　褐　色　にトムブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
4　極　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
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遺物出土状況　土師器片219点（杯68，高杯1，嚢150），須恵器片15点，石製紡錘車1点，刀子1点，削刃口2

喪，鉄棒・鍛造剥片多数が，全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。鉄

棒は・炉東側の覆土中層とPl東側の硬化面の東端の覆土下層から集中して出土している。また，鍛造剥片は，

全域から出土しているが，炉周辺から集中して出土している。DPll・12の酎射コは，北西コーナー部の覆土

下層から，Q13の石製紡錘車は西壁際の覆土下層から出土している。312の土師器高杯は，覆土第1層に伴う混

入の可能性が考えられる。

所見　本跡は，鍛冶炉の存在や各種鉄津・鯖羽口の出土から鍛冶工房であったと考えられる。時期は，出土土

器から8世紀前葉と考えられる。

DP12　　M44　　　　　859
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第197図　第1号鍛冶工房跡・出土遺物実測図
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第198図　第1号鍛冶工房跡出土遺物実測図

第1号鍛冶工房出土遺物観察表（第197・198図）

⊂⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　ー・－一十一一一一」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

310 土師器 杯 ［12．3］ （3．0） － 長石・石英
褐灰 普通口結構ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土下層20％

312 土師器 高　杯 ［6，4］ （3．2） － 長石・石英 褐灰
普通体部内面へラ磨き 覆土下層40％

313 土師器 賓 ［24．4］（24．0） 雲母・長石・石英にぷい橙 普通
口緑横ナデ，体部外面下位へラ磨き，外面

上位・内面へラナデ
覆土下層30％

859 須恵器 土不 ［14．81 （3．5） － 雲掛長石・石英灰黄 良好底部回転へラ削り 覆土下層5％

番号 器　種 長　さ 径 孔　径 重　呈 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

DPll 鯖　羽　口 （10．9） 5．5 2．2 （205．6） 土　製 外面へラ削り，先端部鉄淳付着，中央部炭化 覆土下層 PL58

DP12 鯖　羽　口 （4．9） ［5．6］ ［3．2］ （30．2） 土　製 内・外面へラ削り，一方の先端部残存
覆土下層 PL58

番号 器種 径 孔　径 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q13 紡　錘　車 4．3 0．8 2．6 54．5 凝灰岩 断面逆台形，上面の孔を巡るように鋸歯文 覆土下層 PL59

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 山上位置 備　考

M150 鉄　　 津 6．0 7．3 2．8 115．5 鉄 椀形津 覆土下層 PL62

M152 不　　 明 8．0 0．1～0．8 0，2、0．3 5．2 鉄 断面長方形の棒状
覆土中層 PL62

M153 不　　 明 （4．7） 0．3 0．3 （2．7） 鉄 断面方形の棒状 覆土中層 PL62

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

M 44 刀　子 （5．8）（2．5） 1．0 0．4 （3．3） （7．0） 鉄 刃部・茎尻欠損，両関
覆土下層

（3）掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第199図）

位置　調査区の東部のC4a5区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している0

重複関係　P8・9がいずれも第16号住居跡の南東部を掘り込んでいる0

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－00とする南北棟である0規模は，桁

行6．20m，梁行3．90mである。柱間寸法は，桁行1・84～2・36m，梁行1・88～2・02mであり・桁行にばらつきが見

られる。柱穴はほぼ規則的に配置され，柱筋はおおむね芯々を通っている0
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とばらつきがある。桂痕は第鼠　e2層が相当しタ　その他は埋まと考えられる。埋土は粘性のしまりとも普通で資

強く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒　褐　色　炭化物少還∴　ローム粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロックe焼土粒子の炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロ…ム粒子中量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

窯
単
票
黒
窯
褐

7
8
9
1
0
1
1

一一一一一一一1219・一一一一一一一

焼土粒子e炭化粒子少量ヲ　ローム窺守一微量
ローム粒子微量

ロームブロック中量

炭化粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子多量



遺物出土状況　土師器片35点，須恵器片5点，刀子1点が，柱痕や埋土中から出土している。M104の刀子はP

9の柱痕から，743の土師器杯はPlの埋土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。桁行方向が南東方行6mに位置する第20号住居跡の主

軸方向とほぼ同一であり，同時期に機能していた可能性が考えられる。

患考。81
第200図　第1号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第200図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　考

743 土師器 珂こ ［12．4］ 3．9 ［6，8］長石・石英 にぷい橙 普通休部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き P2埋土中5％

TP81 土師器 要 － （2．3） － 雲母・長石・′ト礫浅黄橙 普通転用砥 P8埋土中

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M lO4 刀　子 （6．8） （6．8） 0．9 0．3 － （4．9） 鉄 切先・茎部欠損 P 9柱痕 PL61

第2号掘立柱建物跡（第201図）

位置　調査区の東部のC4b7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　P2の北部が第3号掘立柱建物のPlに掘り込まれている。

規模と構造　梁行2間の側柱式の建物跡であり，東側部分が調査区域外のため断定できないが，付近の掘立柱

建物跡の形状から見て桁行3間の可能性が考えられる。桁行方向をN－820－Wとする東西棟である。規模は

確認された桁行3．56m，梁行3．90mである。柱間寸法は桁行1．86～2．04m，梁行1．60～1．70mである。柱穴はほ

ぼ規則的に配置され，柱筋はおおむね芯々を通っている。

柱穴　平面形は，Plが不整方形，P2が円形で，その他は不整長方形である。深さはP5が111cmと深く，P

l～4は72～90cmである。柱痕は第1層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの弱い埋土が多く，強

く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　渠　褐

2　黒　褐

3　褐

4　窯　褐

5　黒　褐

6　暗　褐

7　褐

8　窯　褐

9　窯　褐

色　ロームブロック・炭化粒子微量
色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック微量
色　ローム粒子微量

色　ロームブロック微量
色　ロームブロック微量

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック少量，焼土粒子微量，粘土粒子極微量

10　黒　褐　色
11黒　褐　色
12　黒　褐　色
13　極　暗　褐　色
14　黒　褐　色
15　暗　褐　色
16　黒　褐　色
17　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子微量
焼土粒子・ローム粒子微量

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子少量

壌土粒子・ローム粒子微量
ロームブロック少量

焼土粒子・ローム粒子微量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片67点，須恵器片2点が，埋土中から出土している。TP132の土師器嚢片は，P3の埋

土中から出土している。

所見　時期は，第3号掘立柱建物跡との重複や出土土器片から8世紀後半と考えられる。桁行方向が南方2m

に位置する第舶号住居跡の主軸方向とほぼ直交しており，同時期に機能していた可能性が考えられる。
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第201図　第2号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第201図）

0　　　　　　　　　　　　　2m
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番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

TP132土師器要－（4．2）－長石・赤色拉子橙普通休部外面パケ目調整，内面ナデP3埋土中PL55

第3号掘立柱建物跡（第202図）

位置　調査区の東部のC4C6区に位置し，東に傾斜する台地の末端部に立地している。

重複関係　P7～9が第40号住居跡の北東部を，Plが第2号掘立柱建物跡のP2の北部を掘り込み，P5の

北西部が第124号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行4間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－40－Eとする南北棟である。規模は桁

行7．65m，梁行4．22mである。柱間寸法は桁行1．40～2．50m，梁行1．85～2．34mであり，P2・10が南に寄って

いるためにPl・2間，Pll・12間が広くなっている。柱穴はPlOを除いてほぼ規則的に配置され，柱筋はお

おむね芯々を通っている。
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第罰図　第3号掘立桂建物跡実測図
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柱穴　平面形はP388も9が不整方形，P5・7が不整楕円形で，その他は円形である。深さは，14～58cm

とばらつきがある。柱痕は第1～4層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの弱い埋士が多く，強く

突き固められた形跡はない。

土層解説（鼻柱穴共通）
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック極微還
4　灰　褐　色　ローム粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
6　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
7　黒　褐
8　異　褐

9　黒　褐

10　暗　褐
11褐

12　暗　褐

色　ロームブロック微量
色　ローム粒子微量

色　ロームブロック微量

色　ローム粒子中量
色　ローム粒子微量

色　焼土粒子・ローム粒子微量

13　暗　褐　色
14　灰　褐　色

15　褐　　　　色

16　褐　　　　色
17　暗　褐　色

18　暗　褐　色
19　褐　　　　色

ロームブロック微量

ロームブロック微量
ローム粒子微量

ローム粒子微量

ロームブロック少量
ロームブロック少量

ローム粒子微量

20　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック中量，焼土粒子少量
21黒　褐　色
22　褐　　　　色

23　褐　　　　色

24　褐　　　　色

ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片4点が，埋土中から出土している。小片であり，図示することができなかった。

所見　時期は，第40号住居跡e第2号掘立柱建物跡との重複や出土土器から9世紀前半と考えられる。桁行方

向が南東方向6mに位置する第45号住居跡の主軸方向とほぼ同一であり，同時期に機能していた可能性が考え

られる。

第5号擁立櫨建物跡（第203図）

位置　調査区の東部のC4e5区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　P6～8がいずれも第40号住居跡の南東部を掘り込み，P2が第183号土坑に，P5が第249号土坑

にいずれも掘り込まれている。

規模と構造　桁行2軋梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－50－Wとする南北棟である。規模は桁

行も10m，発行3・88mである。柱間寸法は桁行1。96～2．08m，梁行上32～2。52mであり，P4・8が東に寄って

いるためにP4・5間，P7・8間が広くなっている。柱穴はほぼ規則的に配置されている。

柱穴　平面形はP5・6が楕円形で，その他は不整円形である。深さは，16～68cmである。柱痕は第1・2層

が相当し，その他は埋土と考えられる。埋土は粘性・しまりともに普通で，強く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
4　極　暗褐　色　炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロック微量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量
8　黒　褐　色　ロームブロック少量

色
色
色
色
色
色
色
色

碧
褐
褐
褐
褐

日椀
黒
暗
褐
黒
黒
暗
褐

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

ローム粒子少還

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量，炭化物少量
ロームブロック・炭化粒子少量

炭化物・ロームブロック・焼土粒子少量
砂粒微量

遺物出土状況　土師器片25点，須恵器片3点，不明鉄製品1点が，柱痕や埋土中から出土している。小片であ

り，図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器片から8世紀代と考えられる。主軸方向が同一である南方4mに位置する第1号鍛冶

工房跡と西方8mに位置する第46号住居跡の中間に位置する本跡は，軸方向が若干異なるものの同時期に機能

していた可能性が考えられる。
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第203図　第5号掘立柱建物跡実測図

第6号擁立櫨建物跡（第204図）

位置　調査区の中央部のC3f4区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　西部が第225－227号土坑と重複している。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡で，東側に庇を持っている。桁行方向をN…10－Eとする

南北棟である。規模は桁行5。18m，梁行は身舎だけで3．73m，庇の部分を含めると4．99mである。身合の柱間寸

法は桁行1．55～2。04m，梁行工78～1。95mであり，桁行にばらつきが見られる。庇の柱は3か所検出され，柱間

寸法はほぼ2。25mである。柱穴は，規則的に配置されている。西側の桁行の柱穴は，第225～227号士坑に掘り

込まれたものと推測される。
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柱穴　平面形はP5が楕円形，P6が不整方形でタ　その他は円形である。深さは，身合が26～53cm，庇が触m

ほどである。柱痕は第1・2層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの弱い埋土が多く，強く突き固

められた形跡はない。

土居解説（鼻柱穴共通）
1　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微巌
2　攣　褐

3　灰　褐

4　灰　褐

5　褐

6　暗　褐

7　灰　褐

色　ローム粒子微量

色　ロームブロック・炭化粒子微量
色　ローム粒子微墨

色　ロームブロック微量
色　ローム粒子微量

色　ロームブロック微量

8

9

1

0

n

1

2

1

3

は

灰　褐　色　ローム粒子微量
灰　褐　色　ローム粒子微量
黒　褐　色　ローム粒r微量

里
暗
褐　色　ローム粒子極微還
褐　色　ローム粒子微量

にぷい褐色　ローーム粒子少量

灰　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片1点，須恵器片したが　柱痕と覆土中から出土している。744の須恵器婆は，P4の柱

痕中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

琶‡三三∃ ：二孝二

第204図　第6号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第204図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

74 4 須 恵 器 婆 ［2 2．2］ （2．5） － 雲母・長石・石英 灰
良好 ロクロ整形 P 4柱痕中層 5％

第ア号擁立櫨建物跡（第205図）

位置　調査区の中央部のC2bO区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第55号住居跡の北西部と重複していると考えられる。

規模と構造　発行2間の側柱式の建物跡で，東部が調査区域外のため断定できないが，付近の掘立柱建物跡の

形状から見て，桁行3間の可能性が考えられる。桁行方向をN－740－Eとする東西棟である。規模は，確認さ

れた桁行5．18m，発行4。30mである。柱間寸法は，桁行2eOO～2・26m，梁行2カ4～2・28mである。柱穴はほぼ規

則的に配置され，柱筋はおおむね芯々を通っている。南東隅の柱穴は，第55号住居跡の北西部を掘り込んでい

たと推測される。

柱穴　平面形はP4が不整長方形で，その他は不整方形である。深さは40～67cmである。柱痕は第1・2層が

相当し，その他は埋土と考えられる。埋土は粘性・しまりとも普通で，強く突き固められた形跡は見られない。

土層解説（各柱穴共通）
1極　暗褐　色　ロ…ムブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子少鼠　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中屋
5　暗　褐　色　ローム粒子中量

極
褐
褐
褐
暗

6
7
8
9
1
0
褐色　ローム粒子少量

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック・炭化粒子少量
色　ローム粒子多墨

色　ロームブロック少量

二三＝∴

もゎァ

P 2

P 3

第205図　第7号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片27点，須恵器片8点が，埋土中から出土している。小片でありタ　図示することができ

なかった。

所見　時期は，出土土器片から8世紀後半と考えられる。桁行方向が南方12mに位置する第9号掘立柱建物跡

の桁行方向と性交しており，同時期に機能していた可能性が考えられるし、

第8号掘童桂建物跡（第206図）

位置　調査区の西部のC2b2区に位置し，平坦を台地の東部に立地している。

第206図　第8号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　P7が第10号掘立柱建物跡のP5を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行3間，梁行3間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－180－Wとする南北棟である。規模は桁

行6・40m，梁行4・60mである。柱間寸法は，桁行1．90、2．40m，梁行1．35～3．25mである。P5・6間に柱穴が

確認されなかっため，梁行の柱間寸法に大きな隔たりがある。柱穴は，桁行に乱れがあるがほぼ規則的に配置

されている。

柱穴　平面形はP4・7が不整長方形，P3・10が円形で，その他は不整方形である。深さは，35～82cmであ

る。柱痕は第1・2層が相当し，その他は埋土と考えられる。埋土は粘性・しまりとも普通で，強く突き固め

られた形跡はない。

土居解説（各柱穴共通）

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　褐　　　　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量

9　暗　褐　色
10　暗　褐　色
11暗　褐　色
12　極　暗　褐　色
13　極　暗　褐　色
14　極　暗　褐　色
15　暗　褐　色

ロームプロツ

ロームプロッ

ロームプロッ

ロームプロソ

ロームプロツ

ロームプロツ

ロームプロツ

ク少量
ク中量
ク少量
ク少量
ク中量，炭化粒子少量
ク・炭化粒子少量
ク中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片15点，須恵器片1点が，埋土中から出土している。745の須恵器鉢の口緑部は，P4の

埋土中から出土している。

所見　時期は，出土土器片から8世紀後葉と考えられる。桁行方向が東方14mに位置する第84号住居跡の主軸

方向とほぼ同一であり，同時期に機能していた可能性が考えられる。

第207図　第8号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第8号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第207図）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

745須恵器鉢［34．8］（6．1）雲母・長石灰 良好
口縁横ナデ，休部外面横位の平行叩き，内

面へラナデ
P4埋土中5％

第9号掘立柱建物跡（第208図）

位置　調査区の中央部のC3fl区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

規模と構造　桁行3間の側柱式の建物跡で，東側が調査区城外のため断定はできないが，付近の掘立柱建物跡

の形状から見て，梁行2間の可能性が考えられる。桁行方向をN－160－Wとする南北棟である。規模は，桁行

6．02m，確認された梁行3．40mである。柱間寸法は桁行1．80～2．18m，梁行1．94～2．10mである。Pl・3・4

は，柱筋よりも外側に位置している。

柱穴　平面形はPl～3が不整方形，P4～6が不整円形である。深さは47～84cmである。柱痕は第1・2層

が，柱抜き取り痕は第3～5層が相当し，その他は埋土と考えられる。埋土は粘性・しまりとも普通で，強く

突き固められた形跡はない。
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土層解説（各柱穴共通）

1　極　暗　褐　色　炭化粒子少巌，ロームブロック微量
2　極∴暗　褐　色　ローけ～ムブロック少量

3　極∴暗　褐　色　ロームブロック少量
4　極　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　極　暗　褐　色　ロームブロック微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量

色
色
色
色
色

∴
∵

n
H
日
　
日

暗
極
極
暗
褐

7

8

9

1

0

は

ロームブロック中量
ロ…ムブロック少量

ロームブロック中量
ロームブロック少量

ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片2点が，埋土中から出土している。小片でありタ　図示することができなかった。

所見　桁行方向が北方12mに位置する第7号掘立柱建物跡の桁行方向と直交しており，同時期に機能していた

可能性が考えられる。時期は，第7号掘立柱建物跡との関係や出土土器片から8世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　2m

』二二二二∃＝二二二二』

第208図　第9号掘立柱建物跡実測図

第柑考撼羞櫨建物跡（第209図）

位置　調査区の西部のC2bl区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　P8～10がいずれも第82号住居跡の南東部を掘り込み，P5が第8号掘立柱建物のP7に掘り込ま

れている。

規模と構造　桁行3間，梁行3間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－60－Wとする南北棟である。規模は桁

行6．80m，梁行6。40mである。柱間寸法は芦　桁行1。94～2．70m，発行1。80～2。34mである。北西側の柱間が広く，

北西コーナーが開く台形状の形状を示している。
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第209図　第10号掘立柱建物跡実測図
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柱穴　平面形はP7・8が不整楕円形で，その他は不整方形である。深さは20～70cmである。西側のP7～9

は小振りの柱穴で，深さも他に比べて浅めである。柱痕は第1・2層が相当し，その他は埋土と考えられる。

粘性・しまりともに普通の埋土が多く，強く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　極　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック微量
6　極　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子少量

7　褐　　　　色　ロームブロック中量

8　褐　　　　色　ロームブロック少量
9　褐　　　　色　ロームブロック中量

10　褐　　　　色　ロームブロック少量

11極　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片18点，須恵器10点が，柱痕や埋土中から出土している。TP82の須恵器嚢片はPlの

埋土中層から，746の土師器賓は埋土中から出土している。

所見　時期は，第8号掘立柱建物跡との重複関係や出土土器から8世紀中葉と考えられる。桁行方向が南方5

mに位置する第16号掘立柱建物跡，西側の桁行方向が西方5mに位置する第90号住居跡の主軸方向とほぼ同一

であり，同時期に機能した可能性も考えられる。

第210回　第10号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第10号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第210図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

746土師器斐［19．4］（2．7）－雲母・長石・石英明赤褐普通□緑横ナデ，内面へラナデ 埋土　中5％

TP82須恵器聾 －（4．7）－雲母・長石灰黄褐普通体部外面横位の平行叩き，内面ナデ Pl埋土中層

第11号掘立柱建物跡（第211図）

位置　調査区の西部のBlj5区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　P2が第15号掘立柱建物のP6に，P5が第6号溝にいずれも掘り込まれている。

規模と構造　北側・西側が調査区域外となるため断定できないが，確認された状態と他の掘立柱建物跡の形状

から桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡と考えられる。桁行方向をN－880－Wとする東西棟である。規模

は，確認された桁行6．60m，推定梁行3．62mである。柱間寸法は，桁行2．04～2．12m，染行1．82mである。柱穴

は規則的に配置され，柱筋はほぼ芯々を通っている。

柱穴　平面形はPl・4・6が不整円形，P3・5が不整長方形で，その他は不整方形である。深さは22～65

cmである。柱痕は第1・2層が，柱抜き取り痕は第3～5層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの

弱い埋土が多く，強く突き固められた形跡はない。

土層解説（古書主穴共通）
1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子微量
3　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
5　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量
7　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

8　灰　褐　色
9　灰　褐　色

10　黒　褐　色

11　にぷい褐色
12　褐　　　　色

13　褐　　　　色

ロームブロック微量
炭化物少量，ローム粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片4点，須恵器片10点が，埋土中から出土している。749の須恵器杯はP5の埋土上層か

ら，750の須恵器高台付盤はP5の埋土下層から，TP83の須恵器嚢片はP4埋土中層から出土している。
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所見　時期は，第15号掘立柱建物跡との重複や出土土器から8世紀中葉と考えられる。

？　i lOFm

第211図　第11号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第11号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第211図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

74 9 須 恵 器 杯 ［14．6］ （3．6） ［9．6］ 長 石 ・石英 黄灰 良好 底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り P 5埋土上層 2 0％

7 50 須 恵 器 高台付盤 － （2．2） ［8．4］ 雲母・長石・石英 灰 普通 底部 回転へ ラ切り後，高台貼 り付 け P 5塩土下層 3 0％

T P 8 3 須 恵 器 碧 － （8．3） － 雲母ト長石・小礫 褐灰 普通 体部外面 多方向の平行叩き，内面へラナデ P 4埋土中層 P L 55
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第12号掘立柱建物跡（第212図）

位置　調査区の西部のClg3区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　P2～5が第98号住居に掘り込まれている。

規模と構造　南部・西部が調査区城外になるため断定できないが，付近の掘立柱建物跡の形状から見て，桁行

3間，梁行2間の側柱式の建物跡の可能性が考えられる。桁行方向をN－810－Wとする東西棟である。規模

は，確認された桁行5・60m，梁行2．25mである。柱間寸法は，桁行1．68～1．78m，梁行1．65mである。柱穴は規

則的に配置され，柱筋はほぼ芯々を通っている。

柱穴　平面形はP2が隅丸方形，P5が方形で，その他は不整方形である。深さは8～48cmである。柱痕は第

1・2層が相当し，その他は埋土と考えられる。粘性・しまりともに普通で，強く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　褐　　　　色　ロームブロック中量

7　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片19点，須恵器片8点が，埋土中から出土している。751・752の須恵器杯，753の須恵器

鉢はいずれもP4の埋土中から出土している。752の須恵器杯の底部外面には，朱書が確認された。

所見　桁行方向が北方11mに位置する第94号住居跡の桁行方向と直交しており，同時期に機能していた可能性

が考えられる。時期は，重複関係や出土土器から8世紀前半と考えられる。
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第212図　第12号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第212図）

番号 種別 器楯 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

7 5 1 須 恵 器 杯 ［11．8］ （3ザ1） － 雲砂 長石・石英 灰 普通 ロクロ整形 P 4埋土中 5％

7 52 須 恵 器 杯 （上0） ［8。2］ 石英 褐灰 良好 底部 W′”〝〝〝一方向のヘラ削り P 4埋土中

10‰ 底部外面

朱書口十」

P L 5 6

75 3 須 恵 器 鉢 ［3 9．6］ 0 ．0） － 雲掛 長鉦 石英 灰 良好 汀縁横ナデ，体部外面横位の平行叩き P射堅土中 5％

第臓風◎国号掘童櫨建物跡（第2138214図）

位置　調査区の西部のC且d8区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第13A号掘立柱建物が第13B号掘立柱建物跡のすべての柱穴を，P2。3がいずれも第96号住居跡

の北西部を掘り込んでいる。

規模と構造　第13A号掘立柱建物跡は，桁行e梁行ともに3間の総柱式の建物跡で，桁行方向をN…880…Eと

する東西樵である。規模は桁行。O m　栄行。購mである。柱間寸法はタ　桁行1。54～2。66m，梁行1。28～2。摘m

である。柱穴は規則的に配置されタ　柱筋は芯々をほぼ適っている。第13B号掘立柱建物跡は，桁行の梁行とも

に3間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN…870－Eとする東西棟である。規模は桁行5．80m，梁行ふ媚mであ

る。柱間寸法は，桁行1さ54～2。蟻m　梁行。28～2。18mである。柱穴は規則的に配置され，柱筋は芯々をほぼ通

っている。
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第2掴図　第13A e B号掘立柱建物跡実測図（2）
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柱穴　第13A号掘立柱建物跡の柱穴の平面形は長方形が基調で，P8～10は方形である。第13B号掘立柱建物

跡の柱穴の平面形は重複によって不明であるが，P3・11のように長方形が基調であったと考えられる。深さ

は，第13A号掘立柱建物跡が14～52cm，第13B号掘立柱建物跡が14～42cmである。第13A号掘立柱建物跡の柱

痕は第1～3層が相当し，その他は埋土と考えられる。第18層以下は第13B号掘立柱建物跡の埋土である。粘

性・しまりとも普通の埋土が多く，強く突き固めた形跡はない。

土居解説（各柱穴共通）
ト　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　褐　　　　色　焼士粒子・ローム粒子微量
4　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
7　褐　　　　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
8　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子微量
9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
10　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
11暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
12　灰　褐　色　ロームブロック・炭化粒チ微量
13　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　5　6　7　8　9　0　1　2　3　　　41　1　1　1　1　1　2　2　2　2　　　2
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天　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

褐
褐
褐

色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子微量

灰　褐　色　焼土粒f一・ローム粒子微量

褐
褐

色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
にぷい褐色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
褐 色　ロームフロノク　焼°粒子　炭化粒子微量



遺物出土状況　土師器片186点，須恵器片43点が，柱痕や埋土中から出土している。756の土師器楽はPlOの捜

土中層から，757の須恵器杯8759の須恵器鉢はPllの埋土中から出土している。P2の塩土中から出土してい

る754の土師器杯は，重複する第96号住居跡からの混入と考えられる。

所見　桁行方向が西方5mに位置する第80号住居跡の主軸方向と直交し，同時期に機能していた可能性が考え

られる。時期は，第80号住居跡との関係や出土土器から第13A号掘立柱建物跡は8世紀中葉から後葉，第13B

号掘立柱建物跡は8世紀中葉と考えられる。

「‾‾∴‾「∵‾‾l‾l‾二
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第2瑠5図　第13A。B号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第13A e B号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第215図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l－…一　▲∴二t＿＿∴．J＿＿、＿」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

754 土師器 杯 ［12．6］ （4．0） － 長石 にぷい橙 普通 ［二1縁横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き P2埋土中5％

755 土師器 嚢 ［23．3］ （4．3）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通 目線横ナデ，体部内面へラナデ

P5

埋土中層
5％

756 土師器 賓 ［18．4］ （7．5）
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙 普通 目線横ナデ，体部内・外面へラナデ

PlO

埋土中層
5％

757 須恵器 林 ［14．2］ （2．7） － 長石・石英 黄灰 良好 ロクロ整形 Pll埋土中10％

758 須恵器 杯 ［13．5］ （3。6） － 雲掛長石・石英灰 良好 ロクロ整形 P12埋土中5％

759 須恵器 鉢 ［27．0］ （2．0） － 雲母・長石 褐灰
良好 目線横ナデ Pll埋土中5％

第摘号掘童櫨建物跡（第2160217図）

位置　調査区の西部のClgO区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と構造　桁行5間，梁行2間の側柱式の建物跡で∴東側に庇を持っている。桁行方向をN∴－40…Eとする

南北棟である。規模は桁行9．72m，梁行は身舎だけで4。62m，庇の部分を含めると7。02mである。身合の柱間寸

法は桁行上80～2。12m，梁行2．4mほどであり，桁行は南側が狭まる傾向が見られる。庇の柱は3か所検出され，

柱間寸法は1。94～2。18mである。南側に傾斜しているため確認できなかったが，庇の柱は桁行の柱に対応して

6か所あったものと考えられる。柱穴は規則的に配置され，柱筋は芯々をほぼ通っている。

櫨穴　平面形はP5が不整長方形タ　P15が円形，P8。10・11016が長方形で，その他は方形である。深さは

4～36cmである。柱痕は第2層が相当し，その他は埋士と考えられる。埋土は粘性eしまりとも普通でタ　強く

一236－



突き固められた形跡はない。

土層解説（鼻柱穴共通）
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　極　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
4　褐　　　　色　ロームブロック少量

：

5　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微鼠焼土粒子極微量
6　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・砂粒微量，炭化粒子

極微量

0　　　　　　　2m

「・・⊥＿　＿　・」
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鼠m瀾　第14号掘立柱建物跡実測図（1）



寸

　

　

　

　

C

∵
二
÷
ノ

L

細
l
≠

0　　　　　　　　　　　　　　2m

』．＿＿＿＿＿＿一二＿＿＿＿　一一ヒ二二二二』

第217図　第14号掘立柱建物跡実測図（2）

遺物出土状況　土師器片38点，須恵器片28点が，埋土中から出土している。761の須恵器杯はP2の埋土中から，

762の須恵器鉢はPlOの埋土中層から出土している。

所見　桁行方向が西方4mに位置する第92号住居跡の主軸方向とほぼ同一であり，同時期に機能していた可能

性が考えられる。時期は，第92号住居跡との関係や出土土器から8世紀中葉から後葉と考えられる。

…238－



／

l‾　顕、　　′　∵＿＿．
第218図　第14号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第14号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第218図）

番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

76 1 須 恵 器 杯 ［1 2．2］ 4．1 ［8．0］ 長石 褐灰 良好 ロクロ整形 P 2埋 土中 5 ％

762 須 恵器 鉢 ［32．4］ （4．5） 雲母・長石 灰 良好
口縁横ナデ，休部外面横位の平行叩き，内

面へラナデ

P l O

埋 土中層
5％

7 63 須 恵 器 甑 （5．1） ［18．2］
雲母 ・才了英 ・

赤色粒子
灰 普通 体 部外 面横位の平行叩き，孔へラ削り

P lO

埋 土　 中
5％

第15号掘立柱建物跡（第219図）

位置　調査区の西部のBlj6区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　P6が第11号掘立柱建物跡のP2を，P5が第242号土坑を，P8が第243号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行・梁行ともに2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－00とする南北棟である。規模は桁

行4・08m，梁行3・72mである。柱間寸法は，桁行1．70～2．28m，梁行1．70～2．00mである。P2・6がやや北寄

りに位置している。P6・8を除いて柱穴は規則的に配置され，柱筋も芯々を通っている。

柱穴　平面形はP7が円形，Pl・3・8が不整長方形で，その他は楕円形である。深さは37～66cmである。柱

痕は第2・3層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの弱い埋土が多く，強く突き固められた形跡は

ない。

土層解説（各柱穴共通）
1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　窯　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ロ・－ムブロック微量
6　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

8　褐　　　　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11暗　褐　色

12　褐　　　　色

13　黒　褐　色
14　褐　　　　色

焼土ブロック・ロームブロック微量

炭化粒子・ローム粒子微量
ロームブロック微量

炭化粒子・ローム粒子微量

ローム粒子微量
ローム粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片36点，須恵器片5点が，埋土中から出土している。7朗の土師器杯・765の土師器嚢・

766の須恵器嚢はいずれもP5の埋土中から出土している。765の土師器杯の休部外面には，墨書が確認されて

いる。

所見　桁行方向が南方5mに位置する第97号住居跡とほぼ同一で，同時期に機能していた可能性が考えられる。

時期は，第242号土坑との重複関係や出土土器から9世紀末葉と考えられる。
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第219図　第15号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第路骨掘立柱建物跡出土遺物観腰表つ第2鼠9囲う

番可 種別 器種 目凋
卜 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

764　土師器 杯　 ［13．7］ （工0） 長石・石英 にぷい黄橙 普通 体部内商へラ磨き P5理工申
10乳 休部外商

墨書 「天ヵ」

PL 57
765 恒 藩 婆　 恒 の2］ （2可 長石の石英 にぷい赤褐 普通 目線横ナデ P5理工中 5％

閥6　 須恵器 婆　 恒 1・2〕 く3可
各軒長石補償 褐灰 良好 目線桟ナデ P 5度土中 5％

窮臓考掘豊櫨建磯跡　第2割図）

位置　調査区の西部のC2e2区に位置しタ　南に傾斜する台地の東部に立地している。

規模と構造　桁行の栄行ともに2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN…80…Wとする南北棟である。規模は

桁行5。02m芦発行3。85mである。柱間寸法はタ桁行2。40～2。6m　梁行。酢～。摘mである。北側の梁行が南側

に比べて狭くなっている。准穴はほぼ規則的に配置されタ　柱筋も芯々をほぼ適っている。

′　、り・ニ　）　′′　　′′ノノ′、：′　′　；一　′一′ノ’言⊥　言．了′しノ∴：一二二’∴i、弔㍉、∴あ′′ノ　十J十品へ　′

層が相当しタ　その他は幾土と考えられる。第6層は粘性eしまりともに強いが，その他はしまりの弱い埋まが

多ら　強　突　固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　暗　褐　色　ロ｛∵ムブロック∵教化粒子微量
2　褐　　　　色　炭化粒子のローム粒子微還
3　褐　　　　色　ローム粒子微巌
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　褐

6　褐

7　褐

8　褐

色　ロ…ム粒子少量

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック微量
色　ローム粒子微量

』　　　迄
．′．、ノ　′∴、′1、．′　∴∴　了．、′・、、く
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第221図　第16号掘立柱建物跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片3点，須恵器片1点が，埋土中から出

土している。TP87は，P8の埋土中から出土している。

所見　桁行方向が北方5mに位置する第10号掘立柱建物跡とほ

ぼ同一であり，同時期に機能した可能性が考えられる。時期は，

第10号掘立柱建物跡との関係や出土土器片から8世紀後半と考

えられる。

第16号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第221図）

番号 種別 器種 H 径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T P 87 須 恵 器 棄 （7．2） 雲 母 ・長石 にぷい橙 普通
休部外面縦位の平行 叩き後 へラ削り， 内面

へラナデ
P 8埋 土 中

第17号掘立柱建物跡（第222図）

位置　調査区の西部のCla7区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　Plが第248号土坑と第90号住居にいずれも掘り込まれている。

規模と構造　桁行・梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－860－Eとする東西棟である。規模は，桁行

3．60m，梁行3．58mである。また柱間寸法は，桁行1．74～1．85m，梁行1．83mである。柱穴は規則的に配置され，

柱筋も芯々をほぼ通っている。

第222図　第17号掘立柱建物跡実測図

－242－
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柱穴　平面形はP5・6が方形で，その他は長方形である。深さは36、55cmである。柱痕は第1層が相当し，

その他は埋土と考えられる。粘性・しまりともに普通の埋土が多く，強く突き固められた形跡はない。

土層解説（各柱穴共通）
1　暗　褐　色　ロームブロック中星，焼土粒‾ト炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粁子微意
5　暗　褐　色　uL一ムブロック中量

毒重義

ガ 5cm

’、・∴　TP88′　し＝＝±＝＝」

第223図　第17号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

7　褐　　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微遠

8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒了一微量
9　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士粒子・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ロームブロック中呈，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片41点，須恵器片8点が，柱痕や埋土中から出

土している。TP88は，Plの埋土上層から出土している。

所見　桁行方向が第80号住居跡と第13B号掘立柱建物跡の軸方向とほ

ぼ同一であり，柱穴の掘り方が長方形を基調としている点も第13B号

掘立柱建物跡と同一である。このことから本跡は，第80号住居跡・第

13B号掘立柱建物跡と同時期に機能していた可能性が考えられる。時

期は，第90号住居との重複や出土土器片から8世紀中葉と考えられる。

第17号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第223図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T P 8 8 須 恵 器 棄 － （8．3） － 雲 母 ・長 石 褐尿 普通 休部外面横位の平行叩き，内面へ ラナデ P l埋土 L層

第18号掘立柱建物跡（第224図）

位置　調査区の東部のC4f7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　P2・3が第45号住居に掘り込まれている。

規模と構造　梁行2間の建物跡で，東側が調査区城外であるため，桁行については不明である。しかし，付近

の掘立柱建物跡の形状から，桁行3間の可能性も考えられる。桁行方向をN－850－Wとする東西棟である。

規模は，確認された桁行0．40m，梁行3．90mである。梁行の柱間寸法は，1．80～2．10mである。

柱穴　平面形はPlが不整方形で，P2・3は底部に近い部分で不整円形である。Plの深さは，82cmである。

柱痕は第1層が相当し，その他は埋土と考えられる。しまりの弱い埋土がほとんどで，強く突き固められた形

跡はない。

暦解説

黒

黒

灰

㊤

（各柱穴共通）
褐　色　焼上粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
褐　色　ロームブロック極微量
褐　色　ローム粒了・微量

4　黒　褐　色　ローム粒F微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

A19．6m

第224図　第18号掘立柱建物跡実測図
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遺物出立状況　土師器片l点が，P鼠の捜土中から出土している。、片であ軋　図示することができなかった。

所見　時期は，第45号住居との重複や出土士器から8世紀代と考えられる。

表4　奈良の平安時代掘立柱建物跡一覧表　※規模および面積の欄の上段は身舎部分の数値であり∴憫接を含めた数値である。

遺構

番号
位置 桁行方向

柱間数

（桁 ×梁ラ
規模 十m 〕

面積

十前十
構造
恒間柱間

（m ）

梁行柱 間

（m ）
柱穴平面形

深 さ

（C扉
主な出土遺物

備　 考

「時期 ・出 →打〕

1 C 触 ‾〇 N －0 0 3 ×2 6．20＼3．9 0 2 4．ま8 側　 柱 1．84～2．36 ＝柑 ＼ユ02
不 整方形芦　不整

長方肺 門車
12㌦75
士帥器

刀子

9 世紀 後半

S I16→奉跡

2 C 4 b 7 N …820…W は）× 2 （3．56）×3．90 （1 3．8 8）側　 圧 1．86㌦2．04 1．60 ＼lJ O
不整 方形，不整

長方形言当形
72～ノH l

8 世紀後半

本跡→SB 3

3 C 4 C 6 N … 4 ㌧牒 4 × 2 7．6 5×4．22 32．28 間　 柱 上日工悠0 1．85～2．34
不整方形言輔軋

不整楕円形
14㌦58

針世紀前半

S‡4 0・S B 2→本跡→SK 124

5 C 4 e 5 N … 5 0∴W 2 ×2 4．10＼3．88 15．9 1 側　 杖 1．96 ＼ユ08 1ぷト 2．52

i不整閂乳 不整

楕円形
16～68

8 世紀代

SI4 0→本跡→SK 183 を249

6 C 3摘 N …1 0－E 3 ×2
5．18＼3．7 3

5．18×4．9 9

1 9．32

2 5。8 5

側　 杖

東　 庇
1。55㌦2．04 1．78㌦1。95

不 整方聴 出肛

楕 円形
26～53 須恵器

8 世紀複葉

本跡～サSK 2 25 ′㌦22 7

7 C 2 b O N 弓確㌧茂 （2）× 2 （5．18）×4。30 （22。2 7）側　 柱 2劇主意26 2．04～2828
不整 方形，不整

長方形
40㌦67

8 世紀後半

SI55→本跡

8 C 2 b 2 N 」ぽ …W 3 ×3 6。40×射醐 29ま44 側　 柱 1湖上念磯 1さ35㌦3せ25
不整方形 ，不整

長方形言当形
35㌦82 須恵器

8 世紀後薬

SB lO→本跡

9 C 3日 N づぽ …W 3 ×（H 6．02×（3〃40）（2 0」7）側　 柱 1湖上息は 1．9　＋ ．川
不 整方形 ，不整

円形
47㌦84 8 世紀 後半

10 C 2 b l N …6 0…W 3 × 3 6．80＼6．10 4 3。5 2 側　 柱 1．9」十2．70 1瀾上意封
不整 方形，不整

楕 円形
20＋70 土師器

8 世紀 中葉

SI82→本跡→SB 8

H B H 5 N －88 0－W 3 ×［2］ （6．60）×［3．62］（23．8 9）側　 桂 2．両 ＼2．12 1．82

不整 方形，不整

長方砿　 不 整円

形
22㌦65 須恵器

8 世紀 中辛

本跡→SB 15 6S D 6

12 C lg 3 N …8 10…W （3 × 自 眩60）×（2．25）（12．60）側　 斗 1．68 ＼「梢 1．65
方聴 不 整方聴

隅丸方形　 ！
8 ㌦48 須 恵器

8 世紀前半

木跡 HトS 19 8

13Å C ld 8 甘」好㌧鳶 3 ×3 6．00＼5．1 6 3 2．76 総　 柱 Iふ上 之66 1．2 8 ＼2」0 方形，長方形 14㌦52
土 師器

須恵器

8 世紀 中葉～複葉

S I9 6サS B 1 3B →本跡

13 B C ld 8 N 」紆㌧茂 3 × 3 ．洲＼ ．」0 3 L 3 2 側　 圧 1．54～2。16 1．28㌔ノ2．18 長方形 14～4 2
8 世紀 中葉

SI9 6→本跡→空運は鼠Å

14 C l g O Ⅳ…4 0…E 5 × 2
9，72×4．62

9。72×7．02

44や9 1

68．2 3

側　 圧
1．8 0～・2。12 2。40～2。42

方 砿　 長 方 車，

8 世紀中葉 ㌦後楽
東　 庇

不整長 方形，円

形

4 ㌦36 須恵器

蟻 B lj 6 N … 0 0 2 × 2 4．08×3。72 呈．5。18 側　 柱 ま罰主意器 1着主意輔
不整長 方磯㍉　円

形プ楕円形
37十66
土 師器

須恵器

9 世紀末葉

SB鉦 S K 242 e243－→本跡

可
C 2 e 2 酢㍉鮮 …W 2 ×2 5．の2×3．85 19．33

側 可 2
誹主 上60 1．67 ＼土用 F 形　 不整楕円形 16㌦48 8 世紀後半

ま7 i

1 8

C la 7

C 射 7

N 可

酢」ぽ …W

2 ×2 ！

ー× 2

38尋

（鵬 90 i

12。8 9

仕．56）

側　 杖 l

側　 柱

．TJ十1．85 1．83

1。80～2．10

方形 夕長方形

不整 方形，不整

円形

36～55 i

82 i

8 世紀 中葉

本跡→S ‡9 0もS K 24 8

8 世紀代

奉跡一→S拍5

組）土　坑

二、∴ニ　　　　　′J′ノ）ぐ

位置　調査区の‾東部のC LH浦区に位置し∴束に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第17号士坑に東部を抽持込まれている。、
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規模と形状　径。mほどの円形で深さはほcmである。底面は平坦な円形で　壁は緩やかに立ち上がっている。

確立　単一層である。ロームブロックの混入からタ　人為堆積の可能性が考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片摘点　須恵器片　点が夕霞土中から出土している。閥の須恵器塚は　北東部の底面か

ら出土している。

所鳳　時期は，出土土器から　世紀前半と考えられる。性格は不明である。

讐ふ膵
lllllI－ll1－1二　‾lll‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

＿　　　＿　　＿　　l　＿　　　‾　、＿l‾

第窯図　第蟻号士坑㊧出土遺物実測図

第摘号土坑出土遺物観察衷　第霊園）

0　　　　　　　　　　　　10cm

∴　＿　．　　　　　　，　。ノ

番可 種別i器種 ‖律 器高座径 胎土　恒凋 焼成 手　法　の　特　徴 備　考

閥7　須恵器　　埠 白2．01 （2可 踊儲中舶 良好囲 整形　　　　　　　 極　 商5％

、′　‾．　∴　葦、∴誉く‥

位置　調査区の東部のC射痛区に位置し　東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第16号土坑の東部を掘Ir）込んでいる。

規模と形状　一辺1。2mはどの不整方形である。深さは罰cmで　底面は若干凹凸のある不整方形である。壁は

外傾して立ち上がっている。

澤ま　　層からな軋　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

ま　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　極　暗　褐　色　焼士粒子…ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出立状況　須恵器片温点が出土している。閥の須恵器埠は　酋壁寄　の覆土中層から出土している。

所魔　時期は　出土土器から　健妃複葉と考えられる。本跡は　第臓の別の2号土坑とと　に南北　m　東西

2。5mの長方形を形成する位置にあ軋　同時に機能していた可能性が考えられる。

・、ブ・曇一一　　　　　　一　ニ　空

妾
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

＿　∴∴＿‖‾＋：ニ‾　＿　＿＿　　＿：
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第謹図　第膵号土坑e出土遺物実測図
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第17号土坑出土遺物観察表（第226図）

番号 種 別 器 種 「1径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

768 須 恵 器 杯 ［1 3．2 ］ 3．3 ［5．8］
雲 母 ・長イト

赤 色粒 子
灰 普 通 休 部 下端 子 持 ちへ ラ削 り 覆 土 中 層 5％

第19号土坑（第227図）

位置　調査区の東部のC4b7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　一辺1．4mほどの不整方形である。深さは30cmで，底面は平坦な不整方形である。南壁は緩やかに

立ち上がり，テラス状の平坦面をもっている。その他は外債して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒了ヰ量，焼士粒子少憲二，炭化粒子微量　　2　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片16点，須恵器片2点が，覆土中から出土している。体部内面に墨書の確認された769の

須恵器杯は覆土中から，770の須恵器高台付皿は北東壁寄りの覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。本跡は，第17・21・23号土坑とともに南北5m，東西

2．5mの長方形を形成する位置にあり，同時に機能していた可能性が考えられる。

A20．2m

／‾‾⊆≧⊇芸才一一

二茸／二
TP131770

0　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　　　　！

第227図　第19号土坑・出土遺物実測図

第19号土坑出土遺物観察表（第227図）

『≡芦

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

♂＝

番 号 種 別 器 種 U 径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

7 6 9 須 恵 器 杯 ［1 3 ．8 ］ 4 ．3 ［6 ．6］ 長 石 ・石 英 黄 橙 不 良 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 覆 十　 中

1 0％ ，休 部 内 面

墨 書 「□ 」

P L 5 7

7 7 0 須 恵 器 高 台 付 皿 ［1 3．3 ］ 2 ．4 ［6 ．1］
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
黄 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 中 層 4 0 ％

T P 1 3 1 土 師 器 碧 － （4 ．4） － 長 石 に ぷ い 橙 普 通 休 部 外 面 パ ケ 目 調 整 ，内 面 ナ デ 覆 土 下 層 P L 5 5

第21号土坑（第228図）

位置　調査区の東部のC4a6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第22号土坑の南部を掘り込んでいる。

規模と形状　径1．30mほどの不整円形で，深さは44cmである。底面は皿状の不整円形で，壁は緩やかに立ち上

がっている。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

ー246



土層解説

1暗　褐　色　ローム粒了一中量，炭化物少鼠焼上ブロック微量　　3　暗　褐　色　ロームブロック中立
2　暗　褐　色　ローム粒了中量

遺物出土状況　土師器片19点，須恵器片8点，灰粕陶器3点が，覆土中から出土している。771～772の猿投産

の灰粕陶器長頸瓶は，南部の覆土下層から出土している。覆土上層から出土した773の灰粕陶器長頸瓶は，771・

772よりも新しい時期のものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。本跡は，第17・19・23号土坑とともに南北5m，東西

2．5mの長方形を形成する位置にあり，同時に機能していた可能性が考えられる。

B　　　771772　773

‾＼Ⅱレ㍉土ゴ
第228図　第21号土坑・出土遺物実測図

第21号土坑出土遺物観察表（第228図）

ゝ≡l妄≦プ

10cm

l l　　＿＿＿＿j

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

771灰袖陶器長頸瓶（4．6）長石
灰黄・オリー

ブ窯
良好ロクロ整形 覆土下層5％

772灰柚陶器長頸瓶（2．7）長石
灰褐・灰オリ

ーブ

良好ロクロ整形 覆土下層5％

773灰袖陶器長頸瓶－（2．7）［7．8］長石灰黄良好ロクロ整形，底部回転へラ切り後，高台貼り付け覆土上層5％

第22号土坑（第229図）

位置　調査区の東部のB4j6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第21号土坑に南部を掘り込まれている。

規模と形状　長径1・23m，短径1m弱の不整楕円形で，長径方向はN－580－Wである。深さは32cmで，底面は

若干凹凸のある不整楕円形である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片5点，須恵器片2点，管玉1点が，覆土中から出土している。Q24の碧玉製管玉は，

中央部西寄りの覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器片から8世紀前半と考えられる。本跡は，遺構の形状や遺物から墓境の可能性が考え

られる。
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第229図　第22号土坑・出土遺物実測図

第22号土坑出土遺物観察表（第229図）

、」＿ノー

0　　　　　　　　　　　　　2m

l i＿＿　　　」

番号器　種長　さ幅厚　さ孔　径重　量材　質特　　　　　　徴出土位置備　考

Q24管　玉2．20．80．70，1、0．32．2碧　玉一方向から穿孔覆土下層PL59

第23号土坑（第230図）

位置　調査区の東部のC4a7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第24号土坑の南部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．35m，短軸1．20mの不整長方形で，長軸方向はN－570rwである。深さは36cmで，底面は

皿状の不整円形である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　極　暗褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量 2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片9点，須恵器片13点が，覆土中から出土している。774の土師器高台付皿・775の須恵

器杯は，いずれも覆土中から出土している。775の須恵器杯の体部外面には，墨書が確認されている0

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。本跡は，第17・19・21号土坑とともに南北5m，東西

2．5mの長方形を形成する位置にあり，同時に機能していた可能性が考えられる。

一sK24　旦20・2m
・ZU．∠m

二竃夢を＼く≡

＼－／－′4＼良三㌶
＜I　　と二二二ヒ＝ゴ

第230図　第23号土坑・出土遺物実測図

第23号土坑出土遺物観察表（第230図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

774土師器高台付皿 （2．1）［6．8］

長石・石英・

赤色粒子・

針状鉱物

にぷい橙普通
底部回転へラ切り後，高台貼り付け，内面

へラ磨き

覆土　中10％

775須恵器土不 （2．3）［7．4］長石・石英黄灰 良好体部下端手持ちへラ削り 預土　中
5％，体部外面

墨書「□」
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第別号達観（第231図）

位置　調査区の東部のB射7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第23号土坑に南部を掘り込まれている。

規模と形状　長酎・73m，短酎・49mの不整長方形で，長軸方向はN…80－Eである。深さは56cmで，底面は

若干凹凸のある不整長方形である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片5点，須恵器片5点が，覆土中から出土している。小片であり，図示することができ

なかった。

所見　時期は，重複関係や出土土器片から8世紀後半と考えられる。性格は不明である。

⑥　i

第23謂図　第24号土坑実測図

二三＝二三‾二＿了

0　　　　　　　　　　　　　2m

l＿－＿‥＿∴二二」＿．二二二二三

第謬2号豊坑（第232図）

位置　調査区の中央部のD3d6区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第27号住居跡の南部中央を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・65m，短径上34mの不整楕円形で，長径方向はN－820…Eである。深さは56cmで，底面は

平坦な不整長方形である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色完呈ブロック中鼠炭化粒子少量凍土プロツ　2暗褐色競ブロック鴫焼土ブロック少鼠炭化粒

遺物出土状況　土師器片3点，須恵器4点が，覆土下層から出土している。227の土師器楽は，中央部の覆土下

層から出土している。

所見　時期は，重複関係や出土土器から，8世紀後葉から9世摘己前葉と考えられる。性格は不明である。

頑

第232図　第72号土坑実測図
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第233回　第72号土坑出土遺物実測図

第72号土坑出土遺物観察表（第233図）

227　』二二土二二讐m

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　考

227 土師器 棄 ［22．2］（15．3） 長石イi英 樟 普通
口縁横ナデ，休部外面下位へラ削り，外面

上位・内面へラナデ
覆土上層30％

第帽尊堂坑（第234図）

位置　調査区の東部のC4e6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　径0．7mほどの円形で，深さは50cmである○底面は平坦な円形で，中央部に深さ30cmはどの方形の

垂直な掘り込みがある。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。ロームブロックの混入が多く，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　極　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片5点，須恵器2点が，覆土中から出土している。小片のため，図示することができな

かった。

所見　時期は，出土土器片から9世紀中葉と考えられる〇本跡は，底面中央に深い掘り込みがある形状から柱

穴の可能性が考えられる。

‾　三　二一二二‾二一＿一

第234回　第125号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「‥　∵十　　」

第柑尊皇琉（第235図）

位置　調査区の東部のC4f7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　径0．65mほどの不整円形である○深さは29cmで，底面は凹凸のある不整円形である。壁は緩やか

に立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。
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土層解説

i　黒　褐　色　ロー～ム粒子微量 2　褐　　　　色　tプレ…ム粒召雛至芸

遺物出土状況　士師器J‾‾‾1つ点が，覆士中から出士している。′J、片であり，図示することができなかった。

所見　時期は，出士十器片から9世紀後半と考えられる∴本跡は北Ii叶方向3．5nlに位置する第125号士坑と規模

がほぼ同l・で，柱穴の可能性も考えられるし、

②三の二　等箋言
第235図　第129号士坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

∴　＿　　＿＿∴　　　．

第鏑考量琉（第236図）

位置　調査区の中央部のC3111区に位置し，平耕な台地の東部に立地している。

重複関係　第路号掘立柱建物のP射こ南東部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸0．8nl，短軸0．6Illほどの不整長方形で，長軸方向はN一一一一一一一一780－－－－1一一Eである。深さは26cIllである。

底面は平坦を長方形で芦　壁はタも傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
ユ　灰　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　　色　ロレ…ムブロック微量

3　褐　　　　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　十師器片1点，須恵器1点が，覆十中から出士している。808の須恵器林は，覆士中から［1日二し

ている。

所見　時期は，H十上士器から9世紀中葉と考えられる。性格は不明である。

ー＿三一日‾：‾‾：

癖
0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿　‥‥‥‥‥＿＿＿‥‥＿二

第236図　第235号士坑。出土遺物実測図

第235号土坑出土遺物観察表（第236図）

j　＿＿＿‥＿＿　王．ヱ

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿‥　　i　　　‥」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

808須恵器杯［13．8］4．5［6．6］雲母・長石・石英褐灰不良体部下端手持ちへラ削り覆土　中20％

第別号堂坑（第237図）

位置　調査区の西部のCla8区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第90号住居に南部を掘り込まれている。

規模と形状　確認された長径1。05m，短径0．83mの楕円形で，長径方向はN…350…Wである。深さは40cmで，
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底面は平坦な楕円形と推測される。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　確認できなかった。

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

所見　時期は，重複関係から8世紀前半と考えられる。性格は不明である。

／　　　A24．2m＿　　月

蛮声＋「」′
0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿　　＿L　　　」

第237回　第241号土坑実測図

第242号土坑（第238図）

位置　調査区の西部のCla5区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第83号住居跡の北東コーナー部付近を掘り込み，第15号掘立柱建物のP5に南東部を掘り込まれて

いる。

規模と形状　長軸1．10m，短軸0．66mの不整長方形で，長軸方向はN－180－Eである。深さは52cmで，底面は

東に向かって緩やかに傾斜する不整長方形と推測される。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。同時期の遺構との重複や第2層のしまりが弱いことから人為堆積の可能性が考えられる。

土層解説
1　褐　　　　色　ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子微量

3　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片8点が，覆土中から出土している。809の土師器杯は，北東部の覆土下層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。重複する第83号住居跡・第15号掘立柱建物跡も同じく

9世紀後葉と考えられ，短期間の内に遺構の変遷があったものと考えられる。性格は不明である。

仰ia A24．0m

＼

通子

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　＿［

第238図　第242号土坑・出土遺物実測図

第242号土坑出土遺物観察表（第238図）

10cm

！　　　；＿＿＿＿　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

809土師器珂こ13．4 4．9 5，6長石・石英浅黄橙普通
底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り，休

部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き
覆土下層60％，PL53
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第別号達観（第239図）

位置　調査区の西部のBlj6区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　第15号掘立柱建物のP8に北部を掘り込まれている。

規模と形状　長径2。19m，短径0．84mの不整長方形で，長径方向はN…20－Eである。深さは52cmで，底面は

平坦な長方形である。壁は外傾して立ち上がっている。

浮土　6層からなる。ロームブロックの混入が多く，堆積に乱れが見られることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　褐

2　褐

3　褐

色　ロームブロック・炭化粒子微量

色　ロームブロック少量
色　ロームブロック少量

4　褐　　　　色　ロームブロック少量
5　褐　　　　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　確認できなかった。

所見　時期は，重複関係から奈良・平安時代と考えられる。性格は不明である。

∵＿了

2m

レ　　二」ヒ二二二二二∃

第239図　第243号土坑実測図

第鋼者達琉（第240回）

位置　調査区の西部のBlj6区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

規模と形状　1辺上Omほどの不整方形である。深さは64cmで，底面は平坦な方形である。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土　5層からなる。第1層が柱痕で，その他は埋士と考えられる人為堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片1点が，覆土中から出土している。小片であり，図示できなかった。

所見　覆土堆積状況から，掘立柱建物跡の柱穴と考えられる。時期は，柱穴の形状・規模から奈良・平安時代

と考えられる。

㊥穿
第2舶図　第244号土坑実測図
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表6　奈良・平安時代土坑一覧表

遺 構 主軸方向
平 面 形

規　 模 （m ） 深 さ
壁面 覆土 主 な出土遺物

備　 考

番 号 （長軸方向） （長軸 ×短軸） （cm ） （時期 ・旧→新 ）

16 C 4 b 6 － 円　　　　 形 0．64 ×（0．62） 12 緩　 斜 平 ：坦 人　 為 須恵器
8 世 紀前 半

本跡→S K 17

17 C 4 b 6 － 不　 整　 方　 形 1．2 0× 1．1 7 3 6 外　 傾 凹　 凸 自　 然 須恵器
9 世紀後楽

S K 16→ 本跡

19 C 4 b 7 － 不　 整　 方　 形 1．4 2× 1．32 30 外　 傾 平　 坦 自　 然 須恵器 9 世紀 中葉

2 1 C 4 a 6 － 不　 整　 円　 形 1．3 5×（0．9 9） 44 緩　 斜 皿　 状 自　 然 灰粕陶器
9 世紀中葉

S K 2 2→ 本跡

22 B 4 j 6 N －5 8。－W 不 整 楕 円 形 1．2 3×（0．9 4） 32 緩　 斜 凹　 凸 自　 然 管玉
8 世紀前半

本跡 トS K 2 1

23 C 4 a 7 N 一一5 70－W 不 整 長 方 形 1．35 ×1．2 0 36 緩　 斜 皿　 状 自　 然 土師器，須恵器
9 世紀中葉

S K 24→本跡

24 B 4 j 7 N … 8 。－E 不 整 長 方 形 1．73 ×1．4 9 5 6 緩　 斜 凹　 凸 自　 然
8 世紀 後半

本跡→S K 23

72 D 3 d 6 N …82 0…E 不 整 楕 円 形 1．6 5× 1．34 5 6 緩　 斜 ▼平　 坦 自　 然 土師器
8 世紀 後葉 ノ＼′9 世紀前葉

S I2 7→本跡

12 5 C 4 e 6 － 円　　　　 形 0．6 8×0．6 6 50 外　 傾 平　 坦 人　 為 9 世紀 中葉

129 C 4 f 7 － 不　 整　 円　 形 0．6 5×0．63 29 緩　 斜 凹　 凸 自　 然 9 世紀後半

2 3 5 C 3 h l N －7 8 0－E 不 整 長 方 形 0．7 9×0．60 26 外　 傾 平　 坦 自　 然 須恵器
9 世紀中葉

本跡→S B 1 9

2 41 C l a 8 N …3 50－W 楕　 円　 形 1．05 ×0．83 4 0 外　 傾 平　 坦 自　 然
8 世紀前半

本跡→S I9 0

24 2 C l a 5 N －18 0－E 不 整 長 方 形 1．10 ×0．6 6 5 2 外　 傾 傾　 斜 人　 為 土師器
9 世紀後葉

S I8 3→ 本跡一斗S B 15

24 3 B l j 6 N － 2 0－E 不 整 長 方 形 2．19 ×0．8 4 5 2 外　 傾 平　 坦 人　 為
奈良・平安時代

本跡→S B 15

244 B l j 6 － 不　 整　 方　 形 1．0 8×0．9 8 64 外　 傾 平　 坦 人　 為 奈良・平安時代

（5）溝　跡

平面図は，遺構全体図に掲載する。

第2号溝（第2姐図）

位置　調査区の東部のB4h3～D4f6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第16・19・31・32・33・46・57号住居跡を掘り込み，第1号溝，第31・43・44・46・54・64・103号

土坑，第1～3号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状　調査区東部を北北西方向（N…190－W）にやや湾曲しながら延びており，確認された長さは73m

ほどで，南東端は調査区外に延びている。規模は，上幅0。7～1．7mほど，下幅0．5～1。2mほど，深さ5～40cmで

ある。形状は，底面が平坦で，壁面は緩やかに立ち上がる箱薬研状を皇している。底面は，南に向かって緩や

かに傾斜している。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　窯　褐　色　ローム粒子微量

2　窯　褐　色　ロームブロック・廃土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量
5　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師器片82点，須恵器片42点，土玉1点が，覆土中から出土している。墨書が確認された830・

864の須恵器杯は南部の覆土中から，832の須恵器甑は北部の覆土下層から出土している。831の須恵器杯は，第

57号住居跡からの流入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。底面の標高は北端が最も高く，南に向かって傾斜して

いる形状から，排水施設の可能性も考えられるが性格は不明である。

A20．8m　　　　　一　旦22．0m　　　　　一　旦21．2m　　一　旦22．4m

下≡∈ヲ、一覧歪ヲ′空、）
一、、一一一　仁一　「＿＿二才

㌻－‾‾－

てフ、

∈∃＝説。

C］

Z∈±≡』5

第241図　第2号溝・出土遺物実測図

第2号溝出土遺物観察表（第241図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L一一　；　一一」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

830須恵器杯［14．2］（2．0）
雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通ロクロ整形 覆上　中

5％，休部外面

墨書「□」，8朗

と同一個体カ

831須恵器土不［12．4］（4．2）－長石・石英灰良好体部下端へラ削り 覆土下層5％

832須恵器甑 （6．6）［14．6］長石・石英灰良好
体部外面下位へラ削り，内面へラナデ，孔

へラ削り
覆土下層10％

864須恵器杯 （2，7）
雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通ロクロ整形 覆土中

5％，休部外面

墨書「□」，830

と同一個体ヵ

865須恵器杯－（3，5）［8，2］雲掛長石・石英にぷい黄普通底部回転へラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土下層10％

TPlO3須恵器棄－（2．6）－雲母・長石にぷい黄普通頸部外面波状文，内面へラナデ覆土　中PL55

TPlO5須恵器碧 （6．2）雲母・長石黄灰普通
休部外面斜位の平行叩き，内面同心円の

当て具痕
覆土上層

番号器　種長　さ径孔　径重　量材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

DP26上　　　玉2．5 〔2．8〕0．7 （8．3）土　製外面ナデ，一方向から穿孔 覆土下層PL59
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第6号溝（第242図）

位置　調査区の西部のBli4～Clf2区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している。

重複関係　第87号住居跡の西部と第11号掘立柱建物跡の西部を，いずれも掘り込んでいる。

規模と形状　調査区の最西端を北北東方向（N－220－E）に直線的に延びており，確認された長さは28mほど

で，南北両側とも調査区域外に延びている。規模は，上幅2．6mほど，下幅1．0mほど，深さ1・5mである。形状は，

底面が平坦で，壁面は外傾して立ち上がる箱薬研状を呈している。底面は南に向かって緩やかに傾斜している。

覆土10層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
3　極暗褐　色　炭化物・ロームブロック少量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　褐　　　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子少量

6　黒　　　　色　ロ

7　暗　褐　色　ロ

8　暗　褐　色　ロ

9　褐　　　　色　ロ

10　褐　　　　色　ロ

ーム

ーム

ーム

粒子微量
ブロック中量
粒子中量
ーム粒子多量，炭化粒子少量
－ムブロック少量

遺物出土状況　土師器片195点，須恵器片128点，土師質土器1点，刀子1点，瓦1点が，覆土中から出土して

いる。重複する第87号住居跡の西側の覆土下層からは，流入と思われる数点の遺物が集中して出土している。

834の土師器高台付椀，835・838の須恵器要は，いずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。東方2mに位置する同時期と考えられる第83号住居跡

は本跡を意識した主軸方向をもっているため，本跡は区画的機能を有していた可能性が考えられる。

∈∃三召。

＼『≡当≡青空

第242図　第6号溝・出土遺物実測図
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第6号溝出土遺物観察表（第242図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

83 3 土師質土器 皿 ［12．0］ 3．3 － 長石・赤色紅子 にぷい橙 普通 日縁 ・体部内面積ナデ 覆 土　 中 10％

8 34 土 師 器 高台付椀 （1．6） ［7．0］
長 石 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい黄橙 普 通 底部回転へラ切 り後，高台貼り付け 穫 土　 中 10％

83 5 須 恵 器 聾 ［2 1．2］ （3．4） － 雲母・長石・石英 にぷい黄橙 普通 目線 横ナデ 穫 土　 中 5％

83 7 須 恵 器 高 台付杯 （3．8） ［11．2］
長 石 ・石英 ・

赤色粒子
黄灰 良好 底部 回転へラ切り後，高台貼り付け 覆 土　 中 10％

8 38 須 恵 器 婆 ［2 1．2］ （3．9） － 長 石 灰 良好 目線横ナデ 穫 土　 中 5％

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 1 20 刀　 子 （7．1） （3．9） 1．2 0 ．5 （3．2） （8．8） 鉄 切 先 ・茎部欠損言再開 覆土中層 P L 6 1

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位置 備　 考

T 9 畢　　 瓦 （4．5） （8。1） 2．0 （10 1 ．1） 土　 製 凸面糸切 り，平行叩き，凹面糸切り，布 目痕 覆土下 層 P L 63

第8号湧（第243図）

位置　調査区の北部のA4dトB4g3区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第18号住居跡を掘り込み，第7・8・15号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の北部東寄りを北方向（N－90…W）に直線的に延びており，確認された長さは54mほど

で，北端は調査区域外に延びている。規模は，上幅はト3・7恥下幅0・7～1・6m，深さ0・2～1。Omである。形状は，

底面が平坦で，壁面は緩やかに立ち上がる箱薬研状を里している○東側の壁には　底面よ机～20cm高い部分

に幅30cmほどのテラス状の平坦面が確認された。底面は，北に向かって緩やかに傾斜している。

澤ま　6層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

解
黒
黒
恒

層土

1

2

3

色　炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
色　焼土ブロック少巌，ローム粒子極微量
色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片86点，須恵器片45点，土製支脚1点，鉄淳1点が，南部の覆土下層を中心に出土して

いる。840の須恵器楽は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8郎己後葉から9世紀前葉と考えられる○底面の標高は南端が最も高く，北に向

かって緩やかに傾斜していく形状から，第2号溝と同様に排水施設の可能性が考えられる。しかし，東側にテ

ラス状の平坦面が設けられていることから第2号溝と違った性格をもっていた可瀧性も考えられ，性格は不明

である。

5

0　　　　　　　　　　　　　　2m

∴二＿＿＿一一．＿＿＿＿＿　二＿．、＿二；

第2超3回　第8号溝実測図
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第2掴図　第8号溝出土遺物実測図

第8号溝出土遺物観察表（第244図）

0　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝二二二二±二二二ヨ

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

840 須恵器 聾 ［32．0］ （2．0） － 長石・石英 灰
普通 口縁横ナデ 覆土下層 5％

表6　奈良e平安時代溝一覧表

遺構

番号
位　 置 主軸方 向 形状

規　　 模 （m ）
断面 底面 覆土 主な出土遺物 備　 考

確認長 上　 幅 下　 幅 深　 さ

2 B 4 h3㌦D 4 f6 N 」甘 …W 円弧状 （73．62） 仕70＼L 66 0．52～1．22 0．05㌦0．40 箱 薬研 平　 坦
自　 然 土師器，須恵器，土玉 9 世紀中葉

6 B l i 4～C l f2 N －220－E 直　 線 （28．43） （2．60） 1．00 1．56 箱薬研 平　 坦 自　 然
土師器 ，須恵 器，土師質
土器，刀子，瓦

9 世紀後葉

8 A 4 dト B 4 g3 N －9 0－W 直　 線 （53．78） 1．00、3．68 0．68へ士朗 0．20～0．95 箱薬研 平　 坦 自　 然 須恵器
8 世紀後葉

㌦ 9 世紀前葉

（6）遺物包含層

第瑠考遺物包含腰（第245図）

位置　調査区の北部のA4d4～A4j6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模　北部の調査区東際の北端に黒色土が堆積しており，この黒色土の堆積する区域の北部に南北約26m，東

西4m，厚さ20cmほどにわたって土器片の包含がみられる○

覆土　4層からなる。遺物は第2層に集中している。

土層解説
1黒　褐　色　炭化物少量，ローム粒子微量
2　極　暗褐　色　炭化物・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　古墳時代の土師器片11点，奈良・平安時代の土師器片63点，須恵器片70点が出土している。古

墳時代の土師器は，すべて杯片である。奈良・平安時代の土師器は杯片が2点のみで，その他はすべて婆片で

ある。須恵器は，嚢片22点，杯片44点，甑底部片2点，蓋片2点である。

所見　本跡からは，器面の摩耗した土器に混じって破断面の鋭利な土器が確認されており，それらは自然に流

れ込んだとは考えにくい。士層断面に人為的に掘り込んだ形跡が見られないことや完形の土器が出土していな

いことなどから，本跡は破損により使用できなくなった土器片が投棄された「土器捨て場」だった可能性が考

えられる。しかし，出土した土器の量が少なく，付近には第12号住居跡だけが遺存していることから，第12号

住居跡の土器が投棄されただけの可能性も考えられる○時期は，主体となる出土土器から9世紀中葉と考えら

れる。

凰21．PT

0　　　　　　　　　　　　　4m
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（7）その他の遺構

第1号大形竪穴状遺構（第40号土坑）（第246図）

位置　調査区の中央部のD3dO区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と構造　長径2．94m，短径2．24mの南北に長い楕円形で，長径方向はN－10－Wである。深さは，1．55m

である。底面はほぼ平坦な不整楕円形で，底面は長径1．65m，短径1．30mである。底面中央部には，径80cmほど

のほぼ円形で深さ50cmの掘り込みを有している。壁は，緩やかに立ち上がっている。

覆土19層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。底面付近の第8～16層は焼土や炭化物の含有が多

く，底面中央の掘り込み部の第17～19層には粘土粒子の含有が多い。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼Fi二粒了一・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ロームブロック・焼十粒子微量
5　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
8　褐　　　　色　焼土ブロック少量，炭化粒千・日ーム粒子微量
9　褐　　　　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・灰微量
10　黒　褐　色　焼土粒了・・炭化粒子・ローム粒子微量
11黒　褐　色　炭化物少量，焼土粒子・ローム粒r・・灰微量

12　褐　　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・灰微量
13　暗　褐　色　焼1二粒子・炭化粒子・ローム粒子・灰微量
14　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
15　窯　褐　色　炭化物・ローム粒子微量
16　暗　褐　色　焼土粒了・・炭化粒子・ローム粒子微量
17　梅暗褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子少量，焼土粒子・射ヒ

粒了・微量
18　黒　褐　色　炭化物中量，焼」二粒子・粘土粒子少私　ローム粒

了・微量
19　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中一憲二

遺物出土状況　土師器片292点，須恵器片105点，炭化種子が，中央部の覆土中層から上層にかけて出土してい

る。778の須恵器杯は中央部の底面付近の覆土下層から，782の須恵器杯は中央部の覆土中層から，791の須恵器

嚢は中央部の覆土上層から出土している。

⑥七3dO

第246図　第1号大形竪穴状遺構実測図
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所見　大形竪穴状遺構は，いずれも台地縁辺部に立地している。形状も底面の中央に掘り込みが認められ，本

跡は氷室状遺構と考えられる。底面上に焼土や炭化物を含む層が検出されたことから，焼失したものと考えら

れる。覆土上層から出土した遺物ほど細片が多く，下層のものより時期的に新しい。このことから，覆土上層

の遺物は，焼失後，埋没した本跡への投げ込まれたものと考えられる。時期は，覆土下層から出土した土器か

ら8世紀中葉と考えられる。

←

竃管r TP91

第247図　第1号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第1号大形竪穴状遺構（SK－40）出土遺物観察表（第247図）

番 号 種 別 器 種 日 経 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

7 78 須 恵 器 杯 14 ．5 3 ．5 10 ．3 雲母・長石・石英 灰 自 良 好 底 部 多方 向の ヘ ラ削 り 覆 土 下 層 1 00 ％ ，P L 53

7 79 須 恵 器 杯 13 ，8 4 ．8 8 ．2
雲母 ・長 石 ・

石英
灰 良好

底 部 二 方 向の ヘ ラ削 り， 休 部 下 端 手持 ちへ

ラ削 り
覆 土 上 層 9 0％ ，P L 54

7 80 須 恵 器 杯 13 ．8 4 ．6 7 ．8 長 石 褐 灰 普 通
底 部 回転 へ ラ切 り後 ，一 方 向 の ヘ ラ削 り，体

部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り
覆 土 上 層 80 ％ ，P L 54
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番可 種別 器種 口径 i 器高 極径 胎 土　 恒 凋 焼成i　 手 法 の 特 徴 出士位置 備　 考

782　須恵器 林 白3．3］　 3．7　　8．6 亜
良好霊票禁 這芸警慧 り二方向のへラ縮 体

将士中層 50％，PL54

関5　須恵器 高台付杯 納 車 項 雲母を石英 桓灰 良好i体部欄 手持ちへラ削り 覆土上層 摘％

786　項患器 高台付頼 白6．6］　 6．7　　8」
芸霊 霊‡ 舶

普通 底部回転へラ切り後夕高台貼り付け 覆土上層 60％

閥7　須恵器 盤 ［20の8車 軸 雲母傲 石可舶 良好巨ク噌 形 覆土上層 10％

閥8　須恵器 高台付盤 巨 細 恒摘 長石菊菜 匝 良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け 覆土上層 30％

関の　須恵器 高盤 極 所 紆 調 極 良好巨ク噌 形 確　認 面 5％
制 区 紺 悪 射 車 叫 雲鍼 前 項 舶 良好巨ク噌 形言紺 外商瀾瀞識∴区画文 覆土上層 15％，PL55

793　須恵器 婆 （1（1．0）
雲母も長石6 灰黄

石英

普通 禁慧 横位の平榊 楼湖 面へラげ ，
覆土上層 30％

TP91 項吏器 婆 （7．0）
雲母茂石も黄灰

小礫
普通 休部外面同心円の叩き，内面へラナデ 穫土　中 PL55

、∴　言二三′、，・・∴　－　∴．．∴　：′・．，．つ十日

位置　調査区の南部のE射区に位置し　南に傾斜する台地の東端部に立地している。

、．　′′　う．二．㍉・どノこ、‘五1′く主：、一m′′′ノ‥、∴′　∴・生∵！圭　一　∴‖ノ．∴、＼’′、、、’一、‾あ、．てノ　′∵∴′・J r一三：、
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閏形で深さ櫛cmほどの掘　込みを有している。壁は　緩やかに立ち上がっている。

′ノ　∴．　′　　′．ゝ　▲　′、ノ　ーー　ノ　ノ＞′ノ′．ノ、′‘ノ　ン　　ノ、！∴　‾．、－．．／′．ノ・′：J　′．！ノ　　1川　′　ノ．ノ

ズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

ま　暗　褐　色　ローム粒子少量芦　廃土粒子の炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロックぁ焼土粒子ゆ炭化粒子微還

3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
11　出　　　　色l「－！、Iノ、主上ノケ・項化粒自哉量

5　褐　　　　色　ローム粒子微意

6　褐

7　褐

8　褐

9　褐

第別間　第　号太形竪穴状遺構実測図
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色　炭化粒子eローム粒子微量

色　ロー一ムブロック少量，炭化粒子微墨
色　ロームブロック少量
色　ロームブロック中量



遺物出土状況　土師器片14点，須恵器片33点，鉄棒3点が，中央部の覆土中層から出土している。734～737の

須恵器杯・741の須恵器嚢は，いずれも中央部の覆土中層から出土している。734の須恵器杯の底部と736の須恵

器杯体部の外面には，墨書が確認された。

所見　本跡は，立地・形状などから判断して氷室状遺構と考えられる。遺物は，人為堆積である第7層より上

層から出土しており，埋め戻された後の投げ込みと考えられる。第7層の上面から734の墨書土器が出土して

いることから，9世紀中葉には人為的に埋め戻されていたことが考えられる。このことから，本跡が機能して

いたのは9世紀中葉以前と考えられる。

第249回　第2号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第2号大形竪穴状遺構（SK－86）出土遣物観察表（第249図）

番号 種別 器種 L］径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位 置 備　 ‾考‘

7 33 土 師器 小形空 14．7 （10．9）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
椅 普通

口縁横 ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
覆土 中層 30％

7 34 須 恵 器 杯 14．0 4．3 7．2
雲母 ・長石 ・

石英
灰 自 不良

底部一一一方向のヘラ削り，休部下端手持 ちへ

ラ削り
覆土中層

70％，底部外面

墨書「置」

P L 54

7 35 須 恵 器 杯 13．4 4．2 5．6
雲母 ・長了ト

石英
灰白 不良

底部回転へラ切 り後，…・方向のヘラ削り，休

部下端 手持 ちへラ削 り
覆土中層 6 0％
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番号 種別 器種 口径 器高 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

736 須 恵 器 杯 ［14．2］ 4．3 6。8
雲母・長を「石

英・赤色粒子
灰 良好

底部回転へラ切 り後，一ムー一方向のへラ削り，休

部下端手持ちへラ削り
覆土中層

50％，体部外面

墨書 「だ」

P L 5∠ませ56

73 7 須 恵 器 杯 14．0 4．5 6．8
実母 ・長石 ・

石英
灰 良好

底絡一一一一・A方向のヘラ削りき　体部下端手持ちへ

ラ削り
覆土上層 50％，P L 54

7 38 須恵 器 捧 ［12．8］ 4．5 〔6．2］長石 e石英 灰黄
底部 回転へラ切り後， ノー一方向のヘラ削り，休

部下端手持 ちへラ削り
覆 土　 中 20％

74 0 須 恵 器 高盤 － （2．7） － 雲餅 長石・石英 窯褐 不良 4孔式 覆土 中層 10％

74 1

！

須 恵 器 ま 婆 ［22ヴ6］ （12．i．）
艮有 イ子英 ・

赤色粒子
浅黄橙 普通

口縁 横ナデ草体部外面斜位の平行叩き，内

面へラナデ言指頭痕
覆土中層 20％

T P 8 0 土 師器 婆
－ （4．2） － 雲 母e長石 浅黄橙 普通 体部 内・外面パケ目調整 覆土 中層 P L 55

表7　奈良の平安時代大形竪穴状遺構一覧表

番 号 位置
主軸方向

（長軸方向）
平 面 形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

深 さ

（cm）
壁面 底面

！

覆土　　　　 出 土 遺 物
備　 考

（時　 期）

1 D 3 d O N －∵「㌧∵Ⅳ 楕　 円　 形 2．94×2．24 155 緩　 斜 平　 班 自 8 世紀中葉

2 E 4 i 7 N …7 5 0－W 楕　 円　 形 3．3∠皇×3．08 163 緩　 斜 平　 坦
爛 朋 巨 師乳 須恵器 ，鉄 浮

9 世紀中葉以前

第竃聾不明遺構（第25の図）

位置　調査区の東部のり4b3区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第1号溝に西部を掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が第且号溝と重複しているため，長軸7。67m，短軸1。67mだけが確認された。形状は不

整長方形と推定され，長軸方向はN－10－Eである。深さはP3の北側が確認面から最　深ら確認面からの

深さが30cmほどである。底面は，P3の北側に向けて緩やかに傾斜している。P3より北側は凹凸がある底面

で，南側は平班である。

P　　　　　　810TPlOO

ll　＿lll1－1－　　　　　∴　一1－1

第25の図　第且号不明遺構実測図
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ピット　3か所。Pl・2は，深さ13cmほどの円形の小ピットであり，PlがP2を掘り込んでいる。P3は，

深さ15cmで，遺構の中央部に位置すると推測される。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　褐　　　　色　ローム

2　黒　褐　色　ローム
3　褐　　　　色　ローム

ブロック中量，炭化粒子微量
ブロック少量
粒子多量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片49点，須恵器片5点，炭化種子が，南部を中心に覆土下層から出土している。810の土

師器嚢・TPlOOの須恵器要は，いずれも南部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器片から8世紀前葉と考えられる。確認された平面形からは住居にも見えるが，第1号

溝の西側からは遺構が検出できず，重複範囲の中に遺構がすべて含まれるとすれば長方形の形状となる。また，

竃や炉も検出されていない。このことから，住居と考えることは難しい。規模や周囲に同時期の遺構がないこ

と，複数個体分の土師器甑片が出土していることなどから作業場などの共同施設等の可能性も考えられるが，

性格は不明である。

〒「E「‾て

・．J∵・

蹴

野馳
鴬・1－こ　く
鱒iが‘

第251図　第1号不明遺構出土遺物実測図

第1号不明遺構出土遺物観察表（第251図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

810土師器整［21．4］（4．9）
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙普通口結構ナデ，休部内面へラナデ 覆土下層5％

TPlOO須恵器賓 （8．5）
雲母・長石・

小礫
黒褐 普通
休部外面斜位の平行叩き後へラ削り，内面

同心円の当て具痕
覆土下層PL55

－264－



3　中世の遺構と遺物

今回の調査で，掘立柱建物跡2棟と地下式壌8基，方形竪穴遺構6軋土坑21基，溝1条を確認した。以下，

検出された遺構及び遺物について記述する。

（1）掘立柱建物跡

第磯号擁立櫨建物跡（第2528253図）

位置　調査区の東部のC4h5区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

＜！

第252回　第4号掘立柱建物跡実測図侶

…265…
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第253図　第4号掘立柱建物跡実測図（2）

ヽ′

し＿．＿二．＿⊥∴二二手

規模と構造　桁行4間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－140－Wとする南北棟である。規模は桁

行8．77m，梁行4．70mである。柱間寸法は，桁行1・88～2・66m，梁行2・14～2・42mである。柱穴は規則的に配置

され，柱筋もP9・10を除いて芯々を適っている。

柱穴　平面形はいずれも円形で，深さは12～38cmである。柱痕は第1e2層が相当し，その他は埋土と考えら

れる。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　極∴暗褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　確認できなかった。

6　極　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒召数量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量
8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

所見　土器が出土していないために時期決定が困難であるが，他の掘立柱建物跡と比べて柱穴の規模が小さく，

構造も異なることから，中世の可能性が考えられる。

第柑考掘童櫨建物跡（第254図）

位置　調査区の西部のC3hl区に位置し，南に傾斜する台地の東部に立地している○

重複関係　P3が第236号土坑の西部を，P4が第235号土坑の南東部を掘り込んでいる。

規模と構造　梁行1間の側柱式の建物跡で，桁行は東側が調査区域外のため2間のみ確認できた。桁行方向を

N－820－Eとする東西棟である。規模は確認された桁行4。38m，梁行4．04mである。柱間寸法は，桁行2・16～

2。34m，梁行2．00～2。40mである。柱穴は規則的に配置され，柱筋も芯々をほぼ通っている。

柱穴　平面形はいずれも楕円形で，深さは18～40cmである○柱痕は第1層が相当し，その他は埋土と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
1　灰　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　灰　褐　色　焼土粒子・ロー鵬ム粒子微量

5　褐　　　　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片1点が，P2の埋土中から出土している。小片であり，図示することができなかった。

所見　土師器片1点が出土しているが，時期決定は困難である。他の掘立柱建物跡と比べて柱穴の規模が小さ

いことから，中世の可能性が考えられる。
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第254図　第19号掘立柱建物跡実測図

表8　中世掘立柱建物跡一覧表

0　　　　　　　　　　　　　2m

」∴二⊥＿二＿　」

遺構
位置桁行方向

柱間数
規模（m）
面積
構造
桁行柱間梁行柱間

柱穴平面形
深さ
主な出土遺物

備　考

番号 （桁×梁） （前十 （m） （m） （cm） （時期・旧→新）

4 C4h5N…140－W 4×2 8．77×4．70 41．22 側柱 1．88′′㌧2．662．14′㌦2．42円形 12′、38 中世

19 C3hlN－820－E （2）×1 （4．38）×4．04 （17．70）側柱 2．16㌦2．342．00㌦2．40楕円形 18、40
中世

SK235・236→本跡

（2）地下式墳

第瑠風考地謡式磯（第255図）

位置　調査区の南部のE3C5区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第1B号地下式境の南部を掘り込んでいる。

竪坑　主室西壁の南寄りに位置し，長軸1．1m，短軸0．7mの長方形と推測される。深さは確認面から1。26mで，

主室の底面より20cmほど高く，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。壁は，ほぼ直立している。

主室　底面は長軸2．91m，短軸1．95mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは1．46mである。底面は平坦

で，壁はほぼ直立している。天井部は，完全に崩落している。主軸方向は，N－880－Wである。

覆土　20層からなる。第17層は，ロームブロックを含んでいることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量
3　褐　　　　色　ロームブロック少量，黒色土粒微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　褐　　　　色　ロームブロック微量
8　褐　　　　色　ロームブロック少量
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色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐

褐
褐
暗
灰
灰
褐

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

ロームブロック少量
ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ローム粒子少量

色
色
色
色
色
色

褐
褐
暗
褐
褐
褐
褐

5

　

£

U

　

7

　

8

　

9

　

0

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

2

ロームブロック微量

ロト…ムブロック微量
ロームブロック中量

ローム粒子微量

ロームブロック少量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片55点，須恵器片7点，陶器1点，徽石上軋　磨石2点，鉄淳1点が，覆土中から出土

している。多くの遺物は，天井部の崩落の際に流入したものと考えられる。800の須恵器長頸瓶は覆土中層か

ら，TP94の常滑嚢片は覆土中から出土している。

所見　地下式境は「か所に密集しており，墓域として区画されていたと考えられる。時期は，出土土器や第1

B号地下式壕との関係から鎌倉時代後期の14世紀前半と考えられる。

十一一一一一‾

第255図　第A e B号地下式墳実測図
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第256図　第1A号地下式墳出土遺物実測図

第1A号地下式塀出土遺物観察表（第256図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

7 99 須恵 器 鉢 （3．6） ［10．2］
長石 ・石英 ・

赤色粒子
にぷい黄橙 普通 底部回転糸切 り，体部下端手持ちへラ削り 覆土上層 5％

80 0 須 恵 器 長頸 瓶 （3．9） ［10．4］長石 ・石英 灰自 良好
底 部一 方向のヘ ラ削り後，高台貼 り付 け，

体部 内・外面へラナデ
覆土 中層 5％

T P 9 4 常　 滑 棄 （6．7）
雲母 ・長石 ・

石英 ・礫
橙 良好 体部外面に押印文 ，内面ナデ 覆 土　 中 P L 55

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 2 5 砥　　 石 5．5 （4．0） 2．6 （7 9．1） 片麻岩 砥面 2面 覆土上層

第1B号地下式壊（第255図）

位置　調査区の南部のE3C5区に位置し，南に傾斜する台地の末端部に立地している。

重複関係　第1A号地下式堀に南部を掘り込まれている。

竪坑　確認できなかった。

主室　底面は確認された長軸1．34m，短軸1．91mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは1．38mである。

底面は平坦で，壁はほぼ直立している。天井部は北東・北西コーナー部に一部が遣存しているのみで，中央部

は崩落している。主軸方向は，N－880－Wである。

覆土13層からなる。第11層は，ロームブロックを多量に含んでいることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微呈

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量
4　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量
7　褐　　　　色　ロームブロック少量

8　褐　　　　色
9　黒　褐　色

10　褐　　　　色

11灰　褐　色
12　褐　　　　色

13　褐　　　　色

ロームブロック少量
ロームブロック微量

ロームブロック少量，黒色土粒微量

ロームブロック中量
ロームブロック微量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片2点，須恵器片1点が，覆土中から出土している。遺物は，天井部の崩落の際に流入

したものと考えられる。小片のため，図示することができなかった。

所見　地下式境は1か所に密集しており，墓城として区画されていたと考えられる。時期は，出土遺物から鎌

倉時代後期の13世紀後葉と考えられる。
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第2凰号地帯戎療（第257図）

位置　調査区の南部のE3d6区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第2B号地下式壕の南部を掘り込んでいる。

饗坑　室室東壁の南寄りに位置し学長削85m　短魂は・2mの隅丸長方形である。深さは確認面から0。8mで芦

主室の底面より30cmほど高く，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。主室との境は　約測度の角度

で急に落ち込んでいる。壁は，外傾して立ち上がっている。

第257図　第2A o B号地下式墳実測図

…2m←
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主室　底面は長軸2．74m，短軸2．30mの不整長方形で，確認面から底面までの深さは1．06mである。底面は平坦

で，南壁際に長軸0．65m，短軸0．30mほどの長方形の落ち込みがある。壁は，ほぼ直立している。天井部は，

完全に崩落している。主軸方向は，N－740－Wである。

覆土13層からなる。第9・10層は，ロームブロックを多量に含んでいることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　暗　褐

2　窯　褐

3　渠　褐

4　黒　褐

5　暗　褐

6　黒　褐

色　ロームブロック中墨

色　ロームブロック少量

色　ローム粒子微量

色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
色　ロームブロック中呈，炭化粒子少量

色　ロームブロック・炭化粒子少量

8　暗　褐　色
9　暗　褐　色

10　褐　　　　色

11暗　褐　色

12　極　暗　褐　色
13　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック多量

ロームブロック多量
ロームブロック少量

ロームブロック中呈
ロームブロック中量

7　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片71点，須恵器片16点，陶器4点，泥面子1点，古銭1点が，覆土中から出土している。

多くの遺物は，天井部の崩落の際に流入したものと考えられる。TP96の常滑嚢片は覆土中から，M112の古銭

は南壁際の底面から出土している。

所見　地下式塀は1か所に密集しており，墓域として区画されていたと考えられる。時期は，出土土器片から

鎌倉時代後期の13世紀後葉と考えられる。

第258回　第2A号地下式墳出土遺物実測図

第2A号地下式墳出土遺物観察表（第258図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

TP96常　滑嚢－（5湖－長石・小礫にぷい黄褐良好休部外面に押印文，内面ナデ 覆土　中PL55

TP97須恵器壷ヵ－（5．3）－長石褐灰良好休部外面に櫛歯状工具による押引文，内面ナデ覆土　中

番号銭名径孔厚さ重量初鋳年材　質 特　　　　　　徴 山上位置備　考

M112皇宋通賓2．40．80．12．7
賓元元年

（1038）
銅北宋銭，叢書，円体方孔，無背 底　　面PL62

第2B号地下式壊（第257図）

位置　調査区の南部のE3C6区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第2A号地下式境に南部を掘り込まれている。

竪坑　主室東壁の南寄りに位置し，長軸1．74m，短軸1．08mの隅丸長方形である。深さは確認面から85cmで，主

室の底面より30cmほど高く，底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。主室との境は，約60度の角度で急

に落ち込んでいる。壁は，ほぼ直立している。

主室　底面は長軸2・38m，短軸1・65mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．12mである。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。天井部は，完全に崩落している。主軸方向は，N－770－Wである。
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覆土14層からなる。第11・12層・は，ロームブロックを含んでいることから天井部の崩落土と考えられる。

土居解説

1　極　暗褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　極暗褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
7　極　暗　褐　色　ロームブロック中量

0

ト＿＿　；1㌢m

第259図　第2B号地下式墳出土遺物実測図

第2B号地下式墳出土遺物観察表（第259図）

8　黒　褐　色　ロー
9　暗　褐　色　ロー
10　黒　褐　色　ロー
11暗　褐　色　ロー
12　暗　褐　色　ロー
13　極　暗　褐　色　ロー
14　暗　褐　色　ロー

ムブロック少量
ム ブロック少量

ムブロック微量
ム

ム

ム

ム

ブロック中量

ブロック中量
ブロック少量

ブロック中量

遺物出土状況　土師器片146点，須恵器片3点，陶

器1点磁器1点，砥石1点，鉄津1点が，覆土中

から出土している。多くの遺物は，天井部の崩落

の際に流入したものと考えられる。801の土師器

小形嚢は底面から出土しているが，天井部の崩落

時の流入と考えられる。802の青磁杯，TP95の

常滑賓片は覆土中から出土している。

所見　地下式塀は1か所に密集しており，墓域と

して区画されていたと考えられる。時期は，出土

土器片から鎌倉時代後期の13世紀中葉から後葉と

考えられる。

番 号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

80 1 土 師 器 小 形 嚢 1 1，2 10 ．0 6 ．4
長 石 ・石 英 ・

赤 色粒 子
橙 普 通

□緑 横 ナデ ， 体 部 外 面 へラ削 り，内 面 へ ラ

ナ デ
底　　 面 8 5％

80 2 磁　 器 青 磁 杯 － （1 ．7） 4 ．2 緻 密 灰自 ・明緑 灰 良好 高 台 先 端 部とその 周 辺が 露胎 ，龍 泉 窯系 覆 土　 中 2 0％

T P 9 5 常　 滑 碧 （7 ．8）
長 石 ・赤 色

粒 子 ・礫
にぷ い褐 良 好 体 部 外 面 に押 印 文 ，内 面 ナデ 覆 土　 中 P L 55

第3号地下式場（第260図）

位置　調査区の南部のE3C7区に位置し，南に傾斜する台地の末端部に立地している。

竪坑　主室南壁の中央に位置し，長径1．70m，短径1．26mの楕円形である。深さは確認面から87cmで，主室の底

面より70cmほど高く，主室との境は約40度の角度で急に落ち込んでいる。壁は，外傾して立ち上がっている。

主室　底面は長軸2．71m，短軸1．70mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．55mである。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。天井部は北西コーナー部に一部が遺存しているだけで，中央部は崩落している。主軸

方向は，N－40－Eである。

覆土18層からなる。第12・14・17層は，ロームブロックを多量に含んでいることから天井部の崩落土と考え

られる。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　黒　褐　色　ロームブロック少景

5　褐　　　　色　ロームブロック少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量
8　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微呈
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9　暗　褐　色　ロームブロック中量

10　黒　褐　色　ロームブロック少量
11遠　　　色　ロームブロック中量

12　褐　　　　色　ロームブロック多量

13　暗　褐　色　ロームブロック中意，炭化物少量

14　褐　　　　色　ロームブロック中量

15　極　暗　褐　色　ロームブロック中量

16　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
17　褐　　　　色　ロームブロック中量

18　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片24点，須恵器片4点，陶器1点，砥石1点が，覆土中から出土している。多くの遺物

は，天井部の崩落の際に流入したものと考えられる。803の須恵器高盤は覆土中から出土しているが，天井部崩

落時の流入と考えられる。

所見　地下式境は1か所に密集しており，墓城として区画されていたと考えられる。時期は，出土土器や他の

地下式境との関係から鎌倉時代後期の13世紀後葉から14世紀前半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

肛服。。
第260図　第3号地下式墳・出土遺物実測図

第3号地下式墳出土遺物観察表（第260図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿　」　＿＿　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

803須恵器高盤 （3．6）－長石・石英 灰良好ロクロ整形 覆土中5％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

Q30砥　　石6．0 3．7 1．9 43．6 凝灰岩紙面4面，溝状の砥面1か所 覆土　中
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窮磯風考地帯戎壌（第2根因）

位置　調査区の南部のE3e8区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　竪坑が第4B号地下式堰の竪坑を掘り込んでいる。

竪坑　主室北壁のやや西寄：）に位置し，長軸1．55m，短軸1．34nlの長方形である言莱さは確認面から1．48nlで，

主室の底面より20cl11ほど高い。底面は平坦で，主室との境は約45度の角度で急に落ち込んでいる。壁は，外傾

して立ち上がっている。

童窒　底面は長軸2。45m，短軸1。64mの長方形で，確認面から底面までの深さは1。66mである。底面は平坦でタ

壁はほぼ直立している。天井部は東壁際に遺存しているが，中央部は完全に崩落している。主軸方和も　車上

lOI Eである。

澤ま．7層からなる。第3～6層は，ロームブロック主体であることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少鼠　ローム粒子微巌
2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐

4　褐

色　ロームブロック中墨

色　ロトムブロック中鼠　炭化粒子少量

5　褐　　　　色　ロームブロック多量

6　褐　　　　色　ロームブロック多量

7　黒　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化粒チ微量

第2馴図　第4A e B号地下式場実測図
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遺物出土状況　確認できなかった。

所見　地下式壕は1か所に密集しており，墓城として区画されていたと考えられる。時期は，第4B号地下式

壕との関係から14世紀前半と考えられる。

第梯院号地謡式磯（第261図）

位置　調査区の南部のE3C8区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　竪坑が第4A号地下式壕の竪坑に掘り込まれている。

竪坑　主室南壁の中央に位置し，長軸1．62m，短軸1．36mの長方形である。深さは確認面から1．30mで，主室の

底面より35cmほど高い。底面は平坦で，主室との境は約50度の角度で急に落ち込んでいる。壁は，外傾して立

ち上がっている。

主室　底面は長軸2．80m，短軸1．66mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．66mである。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。天井部は北西コーナー部に遺存しているが，中央部は崩落している。主軸方向は，N

－10－Wである。

覆土13層からなる。第6・7層は，ロームブロック主体であることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　　　　色

6　褐　　　　色

7　褐　　　　色

炭化粒子　ローム粒子少量，焼L粒子微量
ローームフロソク中毒

ロームフロノク中量

ロー…ム粒f微量

炭化物少量，ロー→ム粒f微量

ロームフロノク中量

ロームフロノク多量

芋蔓三空
L」」」

第262図　第4B号

地下式墳出土遺物実測図

色
色
色
色
色
色

褐
…
褐
褐

暗
極
褐
暗
里
褐

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

ロームフロノク中量

ロームフロノク中量

ロームフロノク中量

ロームフロノク中量

ローームフロノク中量，炭化粒日放毒

口一一ムフロノク中量

遺物出土状況　土師質土器1点が出土している。807の土師質土器小皿は，竪坑と

主室の境の覆土上層から出土している。

所見　地下式壕は1か所に密集しており，墓域として区画されていたと考えられる。

時期は，出土土器から鎌倉時代後期の13世紀後葉と考えられる。

第4B号地下式壊出土遺物観察表（第262図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

80 7 土師質土器 小皿 7．6 2．2 － 長　 石 樟 普通 日縁 ・体部 内面横ナデ 覆土上層 9 9％，P L 5 4

第5号地謡戎虜（第263図）

位置　調査区の南部のE3d7区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

竪坑　主室西壁のやや北寄りに位置し，長軸1．33m，短軸1．05mの長方形である。深さは確認面から1．05mで，

底面は主室の底面に向かってなだらかに傾斜している。壁は，外傾して立ち上がっている。

主室　底面は長軸1。97m，短軸1。18mの長方形で，確認面から底面までの深さは1．13mである。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。天井部は東壁際が遺存しているだけで，中央部は崩落している。主軸方向はN－710

－Wである。
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摩土　9層からなる。第4・6層は，ロームブロックを多量に含んでいることから天井部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　褐　　　　色　ロームブロック多量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　　　色　ローム粒子中量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量

8　褐　　　　色　ロームブロック少量

9　褐　　　　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片1点，鉄淳1点が，覆土中から出土している。遺物は，天井部の崩落の際に流入した

ものと考えられる。小片のため，図示することができなかった。

所見　地下式壕は1か所に密集しておりタ　墓域として区画されていたと考えられる。時期は，他の地下式壕と

の関係から鎌倉時代後期の13世紀後葉から14世紀前半と考えられる。

第263図　第5号地下式墳実測図

表9　地下式墳一覧表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

主二∴－．∴⊥＿＿＿－＿＿＿＿＿∴ヰ

番号 位置 主軸方向

規　　　　　　　 模 （m ）

底面 覆土 主 な出土遺物
備　 考

（時　 期）
堅　　　　　 坑 主　　　　　 室

長軸×短軸 深さ 平面形 長軸×短軸 深さ 平面形

1 A E 3 （、5 N …880－W L l X O．7 1．2 6 長　 方　 形 2，9 1×1．95 1．．4 6 隅丸長方形 平川 「十 人
須恵器 ，常滑焼，砥石，

磨石 ，鉄淳
鎌倉時代後期

1 B E 3 C 5 N …8 80…W － － － 仕 34）×1．91 1．3 8 ［隅丸長方形〕平坦 自・人 鎌倉時代後斯

2 A E 3 d 6 N －7ダ∴W 1．5 5× 1．2 7 0，8 隅丸長方形 2．74×2．30 1．06 長　 方　 形 平坦 自・人
土 師器 ，常滑焼，泥面

子∴古銭
鎌倉時代 後期

2 B E 3 C 6 N －77し－W 1．74 ×1．08 0．85 隅丸長方形 2．38×1．65 1．12 長　 方　 形 平坦 自1人 常滑焼，磁器 鎌 倉時代 後期

3 E 3 C 7 N －4 0－E 1．70 ×1．26 0．87 楕　 円　 形 2．7 1×1．70 1．55 長　 方　 形 平坦 自・人 須恵器，常滑焼 ，砥石 鎌 倉時代 後期

4 A E 3 C 8 N l l J－E 1．55 ×1．34 1．48 長　 方　 形 2．4 5×1．64 1．66 長　 方　 形 平坦 自・人 鎌 倉時代後期

4 B E 3 C 8 N － 1 0－W 1．62 ×1．3 6 1．3 長　 方　 形 2．80×1．66 1．66 長　 方　 形 平坦 白・人 土師質土器 鎌倉時代後期

5 E 3 d 7 N …710－W 1．3 3 ×1．0 5 1．0 5 長　 方　 形 1．97×1．18 1．13 長　 方　 形 平坦 自・人 鎌倉時代後期
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（3）方形竪穴遺構

第1号方形竪穴遺構（第264図）

位置　調査区の東部のD4b4区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第2号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・11m，短軸2．94mの方形で，長軸方向はN－880－Wである。壁高は36～59cmで，東壁は外

傾して立ち上がり，他はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部に5cmほど粘土が貼り付けられて，よく踏み固められている。硬化面の北東部に炭化

物の広がりが確認できた。

ピット　2か所。主柱穴はPl・2が相当し，深さはPlが66cm，P2が80cmである。Pl・2とも径50cm，

深さ20cmのすり鉢状の掘り込みの後，一辺20cmほどの方形に掘り込まれている。覆土第8・9層は白色粘土を

多量に含んでいる。また，覆土第5層のしまりは非常に弱く，覆土第6層のしまりは非常に強い。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　褐　　　　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

5　褐　　　　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

6　にぷい褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
8　褐　　　　色　粘土ブロック中量

9　にぷい褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子微量

10　褐　　　　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

覆土13層からなる。ロームブロックの混入が多いブロック状の堆積で，人為堆積と考えられる。第13層は，

床面に貼り付けた粘土層である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　褐　　　　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

7　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第264図　第1号方形堅穴遺構実測図

8　褐　　　　色

9　褐　　　　色
10　褐　　　　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　にぷい褐色
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遺物出土状況　土師器片28点，須恵器片飢点　土師質土器　点　炭化材主喪が，北部の覆土下層から散在した

状態で出土している。853の土師質土器皿は北東コーナー部の覆土下層から，854の土師質土器小皿は南部中央

の覆土下層から出土している。

所見　硬化面の北東部で炭化物が確認され，有機物を燃やしたと考えられるが，目的や用途は不明である。長

軸方向が第1A・B号地下式境と同一で，第304A・4B号地下式境とほぼ直交することから，地下式墳群

とほぼ同時期に機能していたものと考えられる。時期は，出土土器から鎌倉時代後期の13世紀複葉から14世紀

前半と考えられる。

⊂二．‾＿三gl‡戎こiノ．

第265図　第1号方形堅穴遺構出土遺物実測図

第1号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第265図）

番号 種別 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

8 53 土 師質土器 皿 12．4 3．4 － 長存 赤色粒子 浅　 黄 普通 日縁 e内面横ナデ 覆土 下層 10 0％，P L 54

8 54 土師 質土器 小皿 ［8．0］ 1．6 － 長石・赤色粒子 橙 普通 目線 せ内面横ナデ 覆土下層 30％

第望考方形竪究遺構（第266図）

位置　調査区の東部のり4a4区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第2号溝を掘り込み，第64号士坑に東壁を，第65号士坑に南西部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．19m，短軸2．03mの方形で，長軸方向はN－860－Wである。壁高は18cmで，壁はいずれも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北壁際に若干の落ち込みが見られる。硬化した面は確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　6層からなる。ロームブロックが混入し，堆積に乱れがあることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐

2　褐
3褐

壷4a4⑥

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック少量，黒色士粒微量
色　ロームブロック・黒色土粒少量

第266図　第2号方形堅穴遺構実測図
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色　ロームブロック・異色土粒微量

色　ロームブロック少量，黒色士粒微量
色　ロームブロック微量
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遺物出土状況　確認できなかった。

所見　形状・規模ともに第3号方形竪穴遺構と同様であり，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，

第1号方形竪穴遺構と長軸方向がほぼ同一なことから，鎌倉時代後期の13世紀複葉から14世紀前半の可能性が

考えられる。

第3号方形竪穴遺構（第267図）

位置　調査区の東部のC4j4区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　西部が第2号溝を，北西コーナーが第57号住居跡をいずれも掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．30m，短軸1．75mの長方形で，長軸方向はN－880－Wである。壁高は32cmで，壁はいずれ

も外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化した面は確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　9層からなる。ロームブロックが混入し，堆積に乱れがあることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　褐　　　　色　ロームブロック少量
8　褐　　　　色　ロームブロック中量

9　褐　　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片2点，須恵器片2点が，覆土中から出土している。811の須恵器高台付杯は，北西コー

ナー部の覆土下層から出土しているが，流入の可能性が考えられる。

所見　形状・規模ともに第2号方形竪穴遺構と同様であり，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，

長軸方向が第1号方形竪穴遺構と同一であることから，鎌倉時代後期の13世紀後葉から14世紀前半の可能性が

考えられる。

－i r＿　　丁

ヽ二王≡竃，

第267図　第3号方形堅穴遺構・出土遺物実測図

第3号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第267図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

8 11 須 恵 器 高台付杯 － （1．8） ［6．8］ 雲母・長石・石英 にぷい黄 不良 底部回転 へラ切り後，高台貼 り付 け 覆土下層 10％
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窮磯考霧形竪究遺構（第268図）

位置　調査区の南部のE3d6区に位置しタ南に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸203m　短軸。腑mの不整長方形で　長軸方向はN…且○…Eである。壁高は鋼cmで　壁はい

ずれも緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化した面は確認できなかった。南壁際の中央部には芦　ローム土を用いてスロープ状の出入

口施設が付設されタ　上面は踏み固められて硬化している。

土層解説

1　褐　　　　色　ローム粒子多義
2　暗　褐　色　口か州ムブロック中量

3　褐　　　　色　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量

ピット　3か所。P且。2が主柱穴に相当しタ深さはP且が25撒，P2が39cmである。P3は深さ航mの小ピ

ットで，性格は不明である。

将立　4層からなる。レンズ状堆積のように見えるが芦すべての層にロームブロックが混入していることからタ

人為堆積の可能性も考えられる。

土層解説
l　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　口炉∵ムブロック中巌，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロックe粘土ブロック微量

遺物出立状況　土師器片3点がタ　覆土中から出土している。小片のため　図示することができなかった。

所風　量軸方向が第6号方形竪穴遺構と直交することから芦　同時期に機能していた可能性が考えられる。北方

に位置する地下式墳群と同一区画内にあると考えら経る。時期は，地下式墳群との関係から鎌倉時代後期の摘

世紀後葉から14世紀前半と考えられる。

㌔／在ii二：：

第茶園　第　号方形竪穴遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m』
0　　　　　　　　　　　　　1m
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第5号霧形竪究遺構（第269図）

位置　調査区の南部のE3aO区に位置しタ　南に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第蟻号士坑に北東コーナー部を掘　込まれている。

規模と形状　長軸2着m　短軸2。柑mの方形で　主軸方向はN－900－Eである。壁高は56cmで　壁は㍗ずれも

外傾して立ち上がっている。酋壁際の中央部やや北寄　には　壁外へ測cmほど掘　込んだ出入日施設が付設さ

れている。深さは確認面から5cmほどでタ　底面は平坦である。

床　ほぼ平坦で，硬化した面は確認できなかった。

ピット　2か所。主柱穴はPlや2が相当し診　深さはPlが40cm芦　P2が2娠鳥である。

－280－－



覆土　5層からなる。ロームブロックが混入したしまりの弱い覆土であることから，人為堆積の可能性が考え

られる。

土層解説
1　窯　褐　色　炭化物中量，ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量
3　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片21点，須恵器片15点が，覆土中から出土している。小片のため，図示することができ

なかった。

所見　形状・規模ともに第6号方形竪穴遺構と同様であり，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，

長軸方向が第1号方形竪穴遺構とほぼ同一であることから，鎌倉時代後期の13世紀後葉から14世紀前半の可能

性が考えられる。

頓

第269図　第5号方形竪穴遺構実測図
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第6号方形竪究遺構（第270図）

位置　調査区の南部のE3C9区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸2・18恥短軸1・96mの隅丸長方形で，主軸方向はN－1010－Eである。壁高は62cmで，壁はい

ずれもほぼ直立している。酋壁際の中央部には，壁外へ45cmほど掘り込んだ出入口施設が付設されている。深

さは確認面から10cmほどで，底面は平坦である。

第270図　第6号方形堅穴遺構実測図
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床　ほぼ平坦で，硬化した面は確認できなかった。西壁際の中央部には，掘り残しによって階段状の出入口施

設が付設されている。

ピット　2か所。主柱穴はPl・2が相当し言葉さは45cmほどである。

覆土　6層からなる。ロームブロックが多量に混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中巌，粘土ブロック・炭化粒子少量　　　4　褐　　　色　ローームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中鼠炭化物少量
3　暗　褐　色　ロー鵬ムブロック中量　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片6点が，覆土中から出土している。小片のため，図示することができなかった。

所見　形状・規模ともに第5号方形竪穴遺構と同様であり，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，

第4号方形竪穴遺構と長軸方向が直交することから鎌倉時代後期の13世紀後葉から14世紀前半の可能性が考え

られる。

表10　中世方形竪穴遺構一覧表

遺 構
位置

主軸方向
平 面 形

規　 模 （m ） 深さ
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備　 考

番 号 （長軸方向） （長軸×短軸） （cm ） （時期・旧→新）

1 D 4 b 4 N －88c－W 方　　　　 形 3．11×2．94 36～59 直　 立 平　 坦 人　 為 土師質土器
鎌倉時代後期

S D 2→本跡

2 D 4 a 4 N …860－W 方　　　　 形 2．19×2．03 18 外　 傾 平　 坦 人　 為
鎌倉時代後期

S D 2→本跡→SK 64 ・65

3 C 4 j 4 N －88。－W 長　 方　 形 2．30 ×1．75 32 外　 傾 平　 坦 人　 為 須恵器片
鎌倉時代後期

S I57・SD 2→本跡

4 E 3 d 6 N …110－ E 不 整 長 方形 2．33×2．00 24 緩　 斜 平　 二坦 人　 為 鎌倉時代後期

5 E 3 a O N －1010－E 方　　　　 形 2．17 ×2．13 56 外　 傾 平　 坦 人　 為
鎌倉時代後期

本跡一斗S K 154

6 E 3 C 9 N －790－W 隅 丸 長 方形 2．18 ×1．96 62 直　 立 平　 坦 人　 為 鎌倉時代後期

（4）　上　坑

調査区南部の地下式境や方形竪穴遺構の南東方向10mほどに土壌群が確認された。これらは長方形を基調と

する形状で，平坦な底面をもつ規格性の高い土壌である。覆土はロームブロックが多量に混入した人為堆積で，

地下式境や方形竪穴遺構と同時期の墓場の可能性が非常に高いと考えられる。以下，これらの土壌と類似する

土壌について実測図と土層解説，一覧表を記載する。
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中世土坑土層解説

第98号土坑土層解説
1　極∴暗　褐　色　ロ…ムブロック少量

2　褐　　　　色　ロームブロック中量

第99号土坑土層解説
1　黒　褐　　色　し「一一ムブ＝！ノ′ン少量

2　暗　掲　　色　「「一∴ゾtJいノク少量

3　褐　　　　色．Eト∴ムブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量プ　異色土粒少量

第100号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子少量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

第101号土坑土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化物eロームブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量
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第105号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックや炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第106号土坑土層解説

1　黒　勘　色　tJ、→∴ゾ「1ソク中量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第107号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　極∴暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子少量

第108号土坑土層解説

1　暗　褐　色　口匝鵬ムブロック中量，炭化粒子微量

2　極∴暗褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

第109号土坑土層解説
i　暗　褐　色　ロト…ムブロック少量

一一一一一一284－



第110号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微呈
2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第111号土坑土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック少量

第112号土坑土層解説
1　極　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第113号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　ロームブロック多量

第114号土坑土居解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第115号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第116号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

第274図　第110号土坑出土遺物実測図

第110号土坑出土遺物観察表（第274図）

第117号土坑土居解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　極　暗　褐　色　ロームブロック微量

第156号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第159号土坑土居解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第167号土坑土居解説
1　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　褐　　　　色　ロームブロック少量

第200号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

或』±』m

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

8 06 須 恵 器 長 頸 瓶 － （3 ．3） － 長 石 ・石 英 男 褐 良 好 体 部 内 ・外 面 へ ラナデ ，高 台貼 り付け 覆 土 下 層 5 ％

表11中世土坑一覧表

土 坑
位置

主軸方向
平 面 形

規　 模 （m ） 深 さ
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備　 考

番　 号 （長軸方向） （長軸 ×短軸 ） （cm） （時期 ・旧→新）

98 E 3 e 6 N －68 0一一W 隅　 丸　 方　 形 1．31×1．20 4 4 外　 傾 平　 坦 人　 為 鎌倉 時代 後期

99 E 3 e 7 N －18 0－E 長　 方　 形 0．84 ×0．62 4 0 外　 傾 平　 坦 人　 為 鎌倉時代 後期

100 E 3 e 8 N －208－E 長　 方　 形 1．30 ×0．85 18 緩　 斜 平　 坦 人　 為 鎌倉時代後期

101 E 3 f 8 N －22。－E 不 整 長 方 形 0．82 ×0 ．66 2 8 直　 立 平　 坦 人　 為 鎌倉時代後期

105 E 3 f O N －190－E 隅 九 長 方 形 2．15 ×1．47 2 2 外　 傾 緩　 斜 人　 為
鎌倉時代後期

SK lO 7→本跡→S K lO 6

10 6 E 3 f 9 N －23。－E 長　 方　 形 1．26×0．91 1 6 外　 傾 平　 坦 人　 為
鎌倉時代後期

SK lO 5・10 7 ・10 8→ 本跡

107 E 3 f 9 N －24 0－ E 方　　　　 形 1．51×1．43 36 緩　 斜 平　 坦 人　 為
鎌倉時代 後期

本跡→S K lO 5・10 6・10 8

108 E 3 f 9 N －16 0－ E 隅　 九　 方　 形 1．51×1．42 30 穣　 斜 平　 坦 人　 為
鎌倉時代 後期

S K lO 7・10 9一→本跡
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土 坑

番∴号

主軸方向

を長軸方向）
平 面 形

規　 模 （m ラ

（長軸 ×短軸）

深 さ

k nlj
壁 面 底面 覆土 出土遺物

備　 考

（時期雄 主や新ラ

109 E 3 f 9 N －23 e…E 長　 方　 形　 ヵ （0．25）×1．45 3 0 緩　 斜 幸　 二坦 人　 為
鎌倉時代 後期

SK 14→本跡→SK lO8 ・110・111

H O E 3 f 9 N …72 0…W 長　 方　 形 2．12 ×1．36 40 外　 傾 平　 班 人　 為 須恵器片
鎌 倉時代後期

S K lO9 ・11 1弓13 弓14”→本跡

H l E 3 f 9 N －70 0…W 長　 方　 形 1．73×1．23 4 2 外　 傾 皿　 状 人　 為
鎌倉時代後期

本跡→SK l lO

1 12 E 3 e 9 N －72 0…W 隅 丸 長 方 形 1．15×私79 3 2 外　 傾 平　 班 人　 為
鎌倉時代後期

S K l 13－→本跡

‖3 E 3 e 9 N －25。…E 長　 方　 形　 カ 級 75）×私55 38 外　 傾 平　 粗 人　 為
鎌 倉時代後期

本跡→SK は〔・n 2

1摘 E 3 f 9 N …24 0…E 長　 方　 形　 ヵ （1．25）×1．22 15 緩　 斜 平　 班 人　 為
鎌倉時代後期

本跡→SK l lO 弓15

1 15 E 3 f 9 N －76 0…W 長　 方　 形 1．48 ×私93 1 6 直　 立 平　 坦 人　 為
鎌倉時代 後期

S K l 14→ 本跡－→S K l16

H 6 E 3 f 8 N －26。…E 長　 方　 形 L 91 ×1．51 22 緩　 斜 平　 班 人　 為
鎌 倉時代 後期

SK l15 寸昔→本跡

＝7 E 3 f 8 N …18 0－E 長　 方　 形 1．59 ×［0．95］ 30 緩　 斜 緩　 斜 人　 為
鎌倉時代後期

本跡－→SK l 16

15 6 E 3 e 8 N …72。…W 隅 丸 長 方 形
［0強 ×0・68 i

16 緩　 斜 皿　 状 人　 為 鎌倉時代後期

159 E 3 d 9 N －1げ㌧…E 長　 方　 形

1・10 ×0・84 ！

8 立 平　 坦 人　 為
鎌倉時代 後期

木酢→S K 膵只

＿…＿　二　＿…＿＿＿＿＿＿＿＿∴＿……＿‥＿＿＿…＿＿＿＿∴　＿

（5）溝　跡

平面図は，遺構全体図に掲載する。

第瑠号溝（第275図）

位置　調査区の東部から南部のC4d3～E4f8区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第46e57・66号住居跡，第2号溝，第1号不明遺構を掘り込み，第47・51067069080e84・87・

202・203・231号士坑，第3・4号溝に掘り込まれている。

規模と形状　調査区の東部の西端を北方向路上亮0…W）に直線的に延び，南部中央からほぼ直角に屈曲して

東南東方向（N…800－W）に延びている。確認された長さは106mほどで，東端はさらに東へ延びるものと考

えられるが，撹乱のために確認できなかった。遺存状態のよい北方向の規模は，上幅2。9m，下幅mm，深さ1。3

mである。形状は底面が平坦で，壁面は外傾して立ち上がる箱薬研状を皇している。底面の標高は北部が20。O

nlほど，南部は20．5nlほどで，北部が若干低くなっている。

滞ま　第1層は表土で，第2～23層が本跡の覆土である。22層からなりタ　レンズ状に堆積していることから自

然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　　　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　極　暗　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・砂粒微量
5　黒　褐　色　焼L粒子のローム粒子一徹鼠　炭化粒子極微蛋
6　黒　　　　色　焼土粒チ・ロ…ム粒子微蔓

色
色
色
色
色
色

褐
褐

窯
褐
窯
暗
褐
褐

7

8

9

1

0

は

1

2

ロームブロック・廃土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子中量
ローム粒子微量

ロームブロック・焼土粒子0炭化粒子微量

ロー…ムブロック少量，焼土粒子一徹二蔓
ロームブロック微量
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色　ローームブロック・炭化粒子微鼠

色　ロレームブロック微鼠

色　ローーム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微鼠
色　ロームプロ、ノク少還，焼土粒子微鼠炭化粒f一極微鼠

色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極微墨
色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化粒子微量

色

色

色

色

色
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ロームフロブク中鼠

ロームフロノク少鼠

ロームフロ1ノク微量

ロト…ムフロノク微量

ロームフロノク微量

遺物出土状況　士師器片731点，須恵器片298点，土師質土器白1、㌦　陶器22点，砥石1点，鉄藻2点，古銭1点，

釘且点，瓦i点がタ覆土中から出土している。多くの遺物が埋没時の流入と考えられる。812の土師質土器小皿，

8工ト815の土師質土器皿は，南部の覆士中から出士している。

所見　時期は，出土土器から鎌倉時代後期の且3世紀複葉から摘世紀前半と考えられる。東に傾斜する台地の肩

を北方向に延びる部分は防御機能を想定することも可能であるが，南部が低地である東方向に屈曲してしまう

ことや北端が調査区中央部の北寄り付近から突然掘り始められることから，防御という観点には疑問が生じる。

墓域の区画としても，方形竪穴遺構が溝の東西に設けられていることから疑問が生じる。底面の標高から溝に

は若干の保水効果はあるが，排水施設とは考えにくい。様々な機能を想定することができるが，性格は不明で

ある。
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第275図　第1号溝。出土遺物実測図
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第276図　第1号溝出土遺物実測図

第1号溝出土遺物観察表（第275・276図）

甘 10cm

6　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

812土師質土器小　皿［8．2］（1．7）ー長石・赤色粒子にぷい橙普通ロ緑・内面横ナデ 覆土　中40％

813土師質土器m［12．2］3．2－長石・石英浅黄橙普通目線・内面横ナデ 覆土　中30％

814土師質土器Ⅲ［13．2］（3．1）－赤色粒子にぷい橙普通口緑・内面横ナデ 覆土中10％

815土師質土器皿［12．4］3．3－長石・石英にぷい橙普通ロ緑・内面横ナデ 覆土　中10％

817須　恵　器褒［31．0］（8．2）－長石・礫灰黄褐普通口緑・内面横ナデ 覆土下層5％

819須　恵　器襲－（9．5）－長石・石英オリーブ黒普通頚部内・外面横ナデ 覆土下層20％

820常　　　滑鳶口壷－（7．2）－長石・赤色粒子にぷい赤褐普通体部内・外面へラナデ 覆土下層10％，PL54

825須　恵　器長頚瓶（4．5）［12．0］長石・石英灰黄良好
底部回転へラ切り後，高台貼り付け，体

部外面下位へラ削り，内面へラナデ
覆土下層10％

826須　恵　器長頭瓶（4．5）［11．6］
長石・赤色

粒子
オリーブ窯普通
底部へラ切り後，高台貼り付け，体部

内・外面へラナデ
覆土下層10％，PL54

827須　恵　器鉢［21．4］6．4［15．2］長石褐灰普通休部外面下位へラ削り，内・外面へラナデ覆土　中10％

828灰粕陶器高台付椀［12．0］（2．3）－長石灰黄・灰自良好ロクロ整形 覆土中層5％

829灰粕陶器長頚瓶［13．4］（1．7）－長石灰黄・灰自良好ロクロ整形 覆土　中5％

番号銭名径孔厚さ重量初鋳年材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

Ml15天聖元宮2．40．60．13．1
天空元年

（1023）
鋼北宋銭，真書，円体方孔，無背 覆土　中PL62

番号器　種長　さ帽厚　さ重　量材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

Q34砥　　石（4．0）3．7 1．7 （35．5）凝灰岩紙面5面 覆土　中

M116釘（5．7）0．7 0．6 （9．6）鉄断面方形の棒状 覆土　中PL62

T6平　　瓦（12．8）（6．5）1．6（136．0）土　製凸面格子目の叩き，凹面布目痕 覆土上層PL63

－288－



4　その他の遺構と遣物

今回の調査で，墓境の可能性のある土坑28基，土坑187基，溝4条を確認した。以下，検出された遺構及び遺

物について記述する。

（1）土　坑

東に傾斜する調査区東部には，径1mほどの円形で平坦な底面をもつ規格性の高い土塀が多数確認されてい

る。覆土はロームブロックが多量に混入した人為堆積で，遺物はほとんど伴わない。これらは，規模・形状な

どから近世の墓境である可能性が非常に高いと考えられる。調査区南部の北側を中心に検出された土坑は，長

方形の形状で壁が直立する規格性の高い土坑で，覆土はロームブロックの混入が多く，しまりが弱いことから，

人為堆積と考えられる。しかし，遺物が少なく，時期や性格は不明である。以下，これらの土坑について実測

図と一覧表を記載する。他の性格不明の土坑については一覧表にて紹介する。

A20．8m

B＼壷　屋

旦

第277図　その他の土坑実測図（1）
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第278回　その他の土坑実測図（2）

一290－

。で≡≡「

ヽ＿＿忘，

二＿一
0 2m

ト－ーA一一一一十一－一一L一一一一」



A20．Om

Y‾

2

旦

－」一方

A，9．盈

旦畢B

u26

㊨

皇国‾

二二
第279図　その他の土坑実測図（3）
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